
浜林生之助のこと⑶

――ある英文学者の小伝――

東 博 通

１．留学を前に

『浜林生之助先生追憶特集号』に記されている年譜によれば，「昭和２年３月イギリスへ留学」と

なっているが，生之助が日本を離れたのはその年の５月である 。出発までの２ヶ月を彼は郷里の三

重で過ごしている。これに先立って，高商新聞『緑丘』に「浜林先生訪問記」が掲載されていて，

頭の毛を伸ばした着物姿の生之助の写真とともに，次のような記事が載っている。

夙に人々の口に噂されていた浜林先生の洋行は真実
ほんとう

になった。長く予期されて居た事丈又お

目出度いと言わねばならない。「英文構成法」で何百人がやり込められ，静かな沈んだ講義に何

百人が聞き惚れた事だったか……それも暫くお別れしようと言う。

十五日午後写真師を伴って玉の井寮にお伺いする。出して下さったお茶菓子を食べ乍ら落着

いて暫く美しい英国の想像画を描いて戴く予定が狂って，「質問で来い」と仰言られる儘に，殊

に「駈出しの記者はノートを取るものだ」というお説に従って貸して下さった洋紙に，鉛筆を

走らせる。

「英国の国民性と言うと一口に言えば保守的だと言える。従って人好きはせず，一見近づき

憎く，米人の様に明るい所があるまい，が併し一旦友達になったら好くのみ込んで呉れようし，

割合に快よい生活が私には出来様と思っている，感傷的な点は幾分日本人とも似ているようだ

が，斯うした事を見て来るのも実は今度の研究題目の一つの中に加えてある。此の研究の題目

は大変多くて仕度い事は種々ある。先づ第一名所を尋ねる事が一つだ。それから学校へ籍を置

いて多分剣 橋
ケムブリツヂ

になるだろうが，講義も英文学の方を多く聞きたいと思っている。

英国を想像に描いて呉れとは一寸六ヶしい注文だが……第一道がいゝね。何百年も経た家が

今も其処此処の道の脇にあると言うからね。次に美しい木が多い。lane― つまり小道だがそれ

とhedge― 生垣とが屹度よく見られるだろう。兎に角美しい国だ。倫敦も左程汚いとは思われ

ないが，見るなら併し田舎が見度い。機会ある毎に田舎へは行って見ようと考えている。時候

は春の五月だ。此頃のウァーズワースが唱うレークディストリクトやウェールズはよく人の行

く所らしいが，私は却って南のウェセックスやデボン辺りがいゝと想像している。其他行く所

では大陸だが，語学教授法を見る為には独逸，仏蘭西が好い様だし，スウイスやイタリーにも

素通りだけはして来ようと思う。」

「元来英語の熟達は勿論困難な事だが，それは一つは教授の方法にも依るものだ。懸命に単

語を習い構文も習って何年も経ち乍ら余り効果の現れぬのは何故だろう。其処を見て来るのさ。

之は或は英語の背景
バツク

と言うものを持たぬ為では無かろうか。其のバックだ。私は其れを英国で

見て来て後から来る諸君の為に一生の事業として本を書き度いと思っている。題も決まってい
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る。「英語と英国」と言うのだ。日本には此の種の物が殆ど無いと言っていゝ。之の準備に行く

と言うのが当たっていよう。要するに向うで無くては得られぬものを得て来るのが目的だと言

い得る。」

「私は此の四月から学校教員の定員外に入るのです。つまり在外研究員と言う名になるのだ

から或は今迄の学校に対して批評を加えても好いかも知れないが……学校は一口に言えば満足

すべき状態であると思う。或は未だ自発的の勉強が不足して居ると言えるが，之は目的の不確

立に原因して居て何うも出来ない事だ。それが又就職間際には極めて不勉強になる原因にもな

るだろう。言わヾ制度の罪だ。が其れにしても入学当時諸々方々から出て来た君等が一つの校

風と言うものを作り上げて円転滑脱と言った様な角の取れた者になって出て行くと言う事此れ

は極く面白い好い事だと思っている。が之が極端になって社交上の必要とか何とかから碁や謡

は未だとして尺八や三味線を習いに通う者もあるそうだが，それ迄にしなくとも諸種の運動も

やれるのだし，本末を転倒したやり方はやめたら好いと思う。」

「向こうで途々通信します。新聞にも時折載せて貰えるだろうが，一つ宜敷く頼む。」

先生のお発ちは五月なそうな。一路平安を祈って二年後のお土産を待つ事にしよう 。

同じ年に，大野純一も在外研究員に選ばれている。大野の留学先はドイツである。大野は明治31

年（1898年）の生まれで，生之助より11歳年が若かった。彼は大正５年石川県の小松中学を卒業後

小樽高商に入学し，同８年に卒業するとすぐ東京高商専攻部に進んだ。東京高商は翌大正９年４月

に大学に昇格し，東京商科大学となる。従って，大野は専攻部最後の年の入学生である。東京高商

では左右田喜一郎のゼミナールに属し，貨幣論を専攻した。大正11年に専攻部を卒業すると直ぐ母

校の小樽高商に迎えられた。生之助と大野はウマがあったらしく，二人の交遊は生之助が亡くなる

まで続く。後年，大野は生之助の次男正夫の結婚の仲人を勤めている。

この頃の教員の在外研究は，今と比べると随分恵まれていたと言える。小樽高商では，毎年教員

が次から次へと在外研究に出掛けていた。『緑丘五十年史』には大正12年５月の教員構成が示され

ていて，それによれば，小尾範治（「修身」「ドイツ語」担当），村瀬玄（「簿記」「商業実践」担当），

徳永修一（「法学通論」「経済学」担当），手塚寿郎（「経済学」担当），佐原貴臣（「経済学」「商工経

営」「商業実践」担当），椎名幾三郎（「商業学」「商業実践」担当）が留学中であった 。当時の教員

数は兼任教授を含めて44名であり，そのうち６名が留学していたのだから驚きである。また留学期

間も長く，最短で２ヵ年，長い場合は私費滞在を含めると足掛け６年にも及ぶことがあった。例え

ば，手塚寿郎は大正９年11月に出発して，大正15年２月に帰国している 。大野純一も帰国したの

が昭和６年１月であるから，約４年間留学していたことになる 。

生之助と大野の出発について当時の『緑丘』は，「本年度海外研究員として，欧州へ出向を命ぜら

れた浜林，大野両教授は，浜林教授は三月十三日朝，大野教授は四月十一日夜小樽を出発されたが，

浜林教授は現に三重県の郷里に滞在中で，出発は来る五月十三日の鹿島丸とのこと，又大野教授も

現に石川県の郷里にご静養中であるが出発は五月九日とか，尚同先生は婦人御同伴で独逸への旅を

とらるゝ事になる由である。」と書いている 。

留学を前に，生之助が従兄の大西源一に宛てた挨拶状が大西家に残されていて，そこには留守宅

として，「三重県多気郡斎宮 岡田辰蔵方」と記されている。この挨拶状にあるように，生之助の留
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学中，家族は妻一枝の実家に身を寄せていた。斎宮は現在では明和町の一部になっていて，松阪と

伊勢の中間に位置する広々とした田園地帯である。そこはかつて，その名が示すように斎王宮のあっ

たところで，古代から中世にかけて伊勢神宮の祭主を勤めた斎王が住み，そのための役所が置かれ

ていた。30年ほど前から斎王宮の本格的な発掘調査が始まり，現在，東西約２キロメートル，南北

約700メートルの範囲が国の史跡に指定されている。一枝の実家は斎王宮の中心があったとされる

地点から程近く，旧伊勢参宮街道沿いにあった。父辰蔵は医院を開業していた。当時は広い屋敷に

診察室と住居を兼ねた家や蔵が建っていたそうだが，その屋敷は今はもう存在しない。そこは，生

之助が生まれた東黒部村からも８キロメートルほどの距離であり，その昔，彼が通っていたと思わ

れる郡立高等小学校も，斎王宮近くの坂本の地にあった。生之助の姉志げは，当時，東黒部村の生

家の近くで夫と一緒に呉服商を営んでいた。生之助は斎宮に滞在中，姉のところへも足を運んだこ

とであろう。後年，志げは孫たちに生之助の乗った船の写真を見せながら，弟の留学の話をよく聞

かせたという。

小林象三によれば，生之助は留学を前に名古屋で渡辺龍聖に招待されている 。渡辺は，当時も名

古屋高等商業の校長職にあった。かつて自分が苫米地英俊に命じて全国の中等学校を捜させ採用し

た教員が，文部省在外研究員として留学の機会を与えられるまでになったことは，渡辺にとっても

喜ばしいことであったに違いない。生之助は留学の準備の慌しさを縫って名古屋へ出かけ，久し振

りにかつての校長と再会した。その時，渡辺から「パンクチュアリティについて説教された」とい

う。渡辺は自分の豊富な外国体験から，異国での生活のアドバイスを与えたのであろう。

２．英国まで

生之助は昭和２年５月12日に日本郵船の鹿島丸で神戸を発ち，同年６月26日にロンドンに到着

している。彼はこの神戸出港からロンドンまでの旅の様子を，「英国まで― 鹿島丸船中にて」と題

して小樽新聞（現北海道新聞）に書き送り，それが同年６月20日から10月３日まで23回にわたっ

て同新聞に連載されている。この『船中記』は，当時の欧州航路や，荒波を越え一月半を要して行

く航海の大変さを伝える興味深い資料でもあるので，参考までに末尾に掲げておきたい。

筆者の妻の実家に，神戸港における旅立ちの写真が残されていて，中折れ帽をかぶりレインコー

トを着た生之助が，甲板の上で，見送りに来た家族や親戚，友人に囲まれて写っている。生之助は，

『船中記』でこの出港の模様を次のように書いている。

一人の船客に平均十人の見送り人がある，それに赤帽がつく，テープ売りが交る，大変な騒

ぎである。自分の荷物がどこへどうなったのやら分らない。久々で会った友人に「御機嫌よう」

と「左様なら」とを一しょにいっていると，いつの間にか船と突堤との間に，蜘蛛の巣のよう

なテープの網が張られている。赤や青や白や黄やが縦横無尽に錯綜するのはいかにも派手には

相違ないが，

君がゆく海辺の宿に霧立たば

わがたち嘆く息と知りませ

と詠んだばかりで見送りにも来なかった万葉の人々にもすて難い情趣はある，なにしろ変って
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きたものだ。

手に握ったテープが緊張する，と思うともう船が動き出しているのであった。下には眼にハ

ンケチをあてゝいる婦人も見える，一寸変な気もちになる。まことに意気地のない話ながら事

実だから致し方がない，あとで聞くと外の連中も平気ぢゃいられなかったと白状していたから，

僕ばかりぢゃなかったとみえる。

船が速力
スピード

を出すと突堤の人影が次第に小さくなってゆく，それでも人垣は崩れない，船の上

でもみんな欄干にかぢりついている。もう誰が誰だか見分けがつかなくなっても，まだ双方か

ら帽子やハンケチを振っている。

この船には大野純一も夫人と共に乗っていた。大野夫妻は横浜からの乗船である。大野は大正12

年に結婚して，その夫人は美人で知られていた。『船中記』で生之助は，「横浜から乗った大野さん

が三日の長とあって得意顔に船中を案内してくれたり，既知の船客に紹介してくれたりする。その

中に仏蘭西へ飛行機を研究にゆく金子さんがいる，独逸語を研究にゆく文留の川本さんがいる。」と

書いている。この五人はあちこちの寄港先で市内見物をしたり食事をしたりと，パリに着くまでい

つも行動を共にした。『船中記』には，香港で英語が通じずにレストランや両替屋で苦労したこと，

ペナンでは自動車の運転手に「上等の英語では駄目」と悟って単語を並べてみたら通じたことなど

が面白おかしく書かれている。後年，大野は「浜さんのキングズ・イングリッシュより，わたしの

ブロークンの方がよく通じたことがある」と自慢していたという 。

神戸を出てマルセイユまでは40日の船旅であったが，途中インド洋の荒波に船は激しく揺れ，船

客は船酔いに悩まされた。生之助はこの時の模様を次のように記している。

コロンボを出てから始めて今までの揺れ方が，ほんの前 奏
プレリユード

であったことが分った。縦揺
ピツチング

の振

幅が十二尺あるとこの前の通信に高慢らしく書いたのが今更恥しくなった。アラビア海の真中

鹿島丸甲板にて（中央が生之助，左が妻一枝（抱かれているのは次男正夫））
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では三丈以上になったそうな，プロペラが始終空廻りをやっ

ている，どうかすると浪がテープ・デックの手摺よりも高く

見えた。神戸で乗ったときは山なす巨船と思った鹿島がこゝ

まで来るともう木の葉の様に見えて来る，折ふし風が雨を伴

うてさ
・
あ
・
と来る，先が見えなくなるので汽笛を吹く，それが

いかにも悲鳴の様に聞える。その木の葉に生命を託して唸き

つゝ悶えつゝ浪のまにまに揺られてゆく人間の哀れさを泌々

と痛ましく思った。

食堂も甲板も再びガラ空きになる。船室に見舞に行って見

るとみんな痩せこけて泣き言を並べている。痩せるのも無理

はない，腹は減っても胸は閊えて，身になる様なものはたべ

る気にならないのだから。

コロンボを出てからアフリカの東北端スコトラの島にかゝるまで一週間ばかりの航海に大野

さんのたべたものはライスカレー一，天どん一，ビフテキ三分の一，それに折よしのアイスク

リームと果物だけ，これで腹が減らぬとは人間も妙な状態になるものだ。もう孫子の末まで夏

の印度洋は通らせないのだそうな。風が止まぬ以上，船がとまらぬ以上，慰め様もないので小

樽の話を出すと始めて大野さんの眼が輝く。「今ごろはもう桜んぼが出始めたかしら，露のまゝ

の苺もうまいな，それから鯖の新しいのも……」とまるで子供。

船酔いのせいばかりぢゃない，実際船の料理にはもう皆がすっかり厭きて了った。第一材料

がない，第二変化がない。大野さんはしまいにはメニューを見ただけでも胸が悪くなる様になっ

た。海苔や梅干の様なものが無闇に恋しくなる。あるほどの伊達しつくして紙子かな，という

ところだろう。

甲板から手を振る生之助

留学当時の大野純一
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大野さんの悪口ばかり書いたが，僕だって決して平気でいたのぢゃない，何か仕事を始める

とすぐ頭が重くなる，胸が悪くなる。止むを得ずトランプをやったり，花をやったり，ゴルフ

をやったり，一等へ逃げて行ったり，漫談をやったり――こんなだ
・
ら
・
し
・
のない生活をやったの

は生れてから始めてだ。

『船中記』によれば，船がアデンを出帆し紅海を航行している頃，一等の食堂で文部省留学生の

茶話会が催されている。船には23名の留学生が乗っており，イギリスに渡る者が12名，ドイツに

行く者が11名いた。そのうち語学で渡英する者が８人いて，その１人が長崎高商の伊東勇太郎で

あった。伊東は，生之助がかつて川内中学に勤めていたときの同僚である。彼は長崎県の生まれで，

地元の長崎中学を卒業すると東京高等師範英語部に進み，明治42年に高師を卒業している。その後

千葉県の成東中学に奉職し，同44年10月に川内中学に転任している。伊東は大正10年２月に行わ

れた第２回高等学校英語教員試験の合格者である。この高等教員試験については前々回で述べたが，

『英語青年』によれば，第２回も前年と同様，６名の合格者を出している 。その中には，やはり川

内中学で生之助と同僚であった渡部行三も含まれている。生之助は川内中学に赴任して間もなく，

大西源一に宛てた手紙の中で同僚の英語教員に触れ，「皆可なりに出来る人々で，僕の如きはその末

席に列して勉学上多大の便宜を得ています。英語科は少なくとも関西においては他校に劣らぬつも

りです」と述べており，当時の川内中学には若い優秀な英語教員が揃っていたことが分る。この第

２回高等教員試験の合格者の中には，後年小樽商大で教授を勤めた古瀬大六の父，古瀬良則も含ま

れている。古瀬と渡部は合格発表後間もなく，東京商科大学に採用されている 。当時の官報及び

『英語青年』を見ると，古瀬も生之助と同じ年に文部省在外研究員としてイギリスに留学していて，

「語学で渡英する８人」の１人として鹿島丸に乗船していた可能性が高い 。因みに，古瀬が所蔵

していた蔵書はのちに小樽商大に寄贈され，現在「古瀬文庫」として残されている。伊東勇太郎は

生之助の『船中記』が載った当時の小樽新聞
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高等教員試験に合格した頃は大分県杵築中学に勤めており，その後東京に出て大倉高商で教えた後，

大正13年４月に長崎高商教授に任じられている。伊東の専門は英文学で，この留学の直前に『鑑賞

と研究 英詩の味ひ方』（大正15年 大同館書店）を上梓していた。後年，伊東は長崎大学経済学

部初代学部長に就任している。

船がマルセイユに着き，生之助たち５人は市内見物をした後，夜汽車でパリに向った。朝，車窓

から美しい田園風景が広がる。パリに数日間滞在して市内見物をした後，６月25日の夜，生之助は

ドイツに向かう大野夫妻らを駅で見送っている。そして，翌26日に英仏海峡を越え，ドーヴァーか

ら汽車でロンドンに向かった。伊東勇太郎も一緒である。このときの様子を生之助は次のように記

している。

汽車はケントの野を走る。牧場が青々と連って羊の群が餌をあさっている，山のようなもの

はちっとも見えない，ところどころにホップが植えてある。地図で見ると小ぽけな島国だが，

旅行をしてみると大陸をゆく様な感がある，と誰やらがいった言葉が成程とうなづかれる。こ

んな広い野原をたがやしもせないで遊ばせて置く国は羨ましい，山のてっぺんまで畑にしてま

だ食うに困っている日本は可哀想だ。

伊東君とふたりでしきりに途中通る筈のキャンタベリーの話をしていると，汽車は漸く野を

はなれて町に入った。「大ぶん大きな都会らしいね，どこだろう。」と話していると大きいのも

道理，もうロンドンにきているのだ。

こうして，無事に目的地ロンドンに到着した。神戸を出港して以来45日間の長旅であった。

３．ロンドンの生活

ロンドンに着いて３ヶ月近く経った頃，生之助は「英京の宿から」と題して高商新聞『緑丘』に

次のような便りを送っている。

永らく御無沙汰いたしました，お詫びまでに一筆近況御報告申し上げます。

チューブのハイゲイト終点から吐き出されて，ロンドンにては珍らしい急な坂をのぼるとそ

こがハイゲイト・ヴィレヂ，道の左側にウィティントン石というのがあります。例のディック

が意地悪のクックにいぢめられて主人の家にいたたまれずこっそり逃げ出して帰る途中，この

石に腰かけて休んでいると，下の町のボウ・チャーチから鐘の音がきこえる。それが「帰れ帰

れ，ロンドン市長のウィティントン」との様にきこえるのだ。心を翻して再び主家に立ち返り，

一生懸命に働いて，とうとうおしまいに三度まで市長になったというディックの出世物語を，

諸君も中学のリーダか何かできっとお読みになったでしょう。この話は実はつくり話で，ディッ

クは始めから金持の息子であり，あの猫も本当は細君のことをかたどったのだと聞くと頗る残

念ですが，この間から，こちらの新聞ではディックの時代に一体猫がいたかいなかったかとい

う論争が大分投書欄を賑わしました。こんな詮索をするのはその人は大好きらしいんです。で

まあ結局は何だか分りませんが，そういういわれのある石を左に見て，もう少しのぼるとクロ

ムウェル・アヴェニウ，これもクロムウェルの姫とかが住んだというのでつけたのだそうです
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が，この通りが僕の今いるところなんです。ウオーターロー公園がすぐそばで，綺麗な花が一

面に咲いて，池には白鳥が悠々と浮いています。その向こうはハイゲイトの墓地で，そこには

スペンサー，ヂョーヂ・エリオット，カール・マルクスなどが眠っています。このアヴェニウ

は二つの大通りを結ぶ横町で，どちらに出てもバスとトラムとが走っています。便利で静かで

頗る我意を得たところです。それに，海抜三百尺，倫敦の一番高いところですから空気も下町

ほど汚れていません。倫敦に住むならまづこの辺でしょう。家族は三人，みんな純粋の倫敦っ

子で，主人はシテイの店に四十七年つとめている人物，丁寧に一々エイチを落として語り出す

倫敦の昔物語には中々興趣の深いものがあります。

こういうところにいて僕が何をしているかと申しますと，今のところはまづ遊んでいると

いってよろしい。気がむけば図書館に行って本を読む，金があれば芝居を見にゆく。但し早合

点をして羨ましがって貰っては甚だ困ります。芝居を見るといっても，一々脚本を読んで勉強

してゆくのですから，日本の芝居に行くのとは大分趣を異にします。ことに沙翁などと来ると

一寸簡単に読むわけにも行かないから一寸考える様に楽ではないのです。きょうはこれから

ゴールズワーヂのファミリマンを見にゆくつもりですが，勉強に行くのです。学校にいくのと

同じです。「英語の先生は何をしていても勉強になる，芝居を見ても喧嘩を見ても研究になる。」

と来る時学校長にいわれたので，何とか喧嘩を一つ見たいものと考えていますが，不幸にして

まだ一回も見学しません。

七月から八月にかけて倫敦大学の夏期講習に出ていました。四週間通う間に二三回遅刻しま

した。そのころはハムステッドにいましたから，ベルサイズ・パークからチューブで通学しま

したが，途中どうしても一時間はかかる。チャリング・クロスで乗り換えにまごつくと思う汽

車が来なくて空しく七分待たされる。一度は停電に会いました。しかしどんな事があっても遅

刻は遅刻で言いわけは立たない。講師の先生がまた甚だ几帳面で，九時二十分にはいつもちゃ

んと講壇に立つ。ことにスレーター博士などと来たら十分ほど前から椅子にかけて時間の来る

のを待っているのだから助からない。僕は小樽で生徒が遅刻をすると閉め出しをくわせた覚え

があるから，どんな理由があるにしても，女々しい泣き言を並べて入る様なさもしい考えは毛

頭ない，遅刻の場合は潔く閉め出しをくうつもりでいた。幸いに戸があいているので，入らな

くとも話しは聞こえる。ところが，遅刻者が二三十人あって，みんなまごまごしているので，

女どもが笑って騒がしい事一通りでなく，話が聞き取りにくいので困っていると，講師のリプ

マン氏が，「淑女紳士諸君，どうぞ席について下さい。」と言ったから，威張って着席した。先

生が時々こうして生徒になるのはいい経験だと思う。同時に，生徒も先生にして，生徒が怠け

たり，遅刻したり，不正をやったりしたら，先生としてどんな気持がするものか味わせて見る

とよいと思う。

十月になると学校が始まる，成人教育といった風の夜学校も始まる，僕も芝居ばかり見てい

られなくなるでしょう。倫敦大学へ通学するつもりでいます。本科へ入って土地の学生といっ

しょにいぢめられて見ようかと考えています。勿論書物以上の卓見を吐く先生はそう沢山はな

いにきまっていますが，講義に出れば書物以外の利益が得られますから。

旅行は来年ときめて，往復十 志
シリング

の安切符でトーキーに行った外，ちっとも出ません。倫敦市

中も見物らしい見物はやっていないのです。但し郊外は好きで，随分方々歩きました。どうも
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僕は田舎者と見えて，市中の雑踏はあまり好みません。静かな田舎が気に入ります。けれども，

市中だってもうそんなにまごつく様な事はありません，諸君がお出でになるならどこへでも御

案内いたします。道に迷ったら倫敦名物のおまわりさん，実に懇切なものです。どうせ訊くの

がいゝです。ことに汽車に乗る時など必ず確かめて乗るに限ります。すまして乗るとどこに連

れて行かれるか分りません。方向は間違いはなくとも，勝手にどこでも飛ばして行きますから。

別に面白いこともありません。しかし面白くないこともありません，どうせ英国にはそう飛

びつく様な味はないのです，しかしよくかみしめて見ると中々いいところがある。つまりす
・
る
・

め
・
みたいなところなんです。一ヶ月や二ヶ月居て好きだの，嫌いだのというのはそもそも英国

を知らないのです。

ここへ来てからもう三ヶ月近くなります。その間お天気といっては両の手に数えるほどしか

ない。毎日毎日雨ばかり，「今年の様な年も少い」と敬老にきゝますが，日本だって毎年，近年

稀な暑さだったり，稀有の寒さだったりしますから，アテになるものですか。どうせ年が年中

こんなものと諦めていればいゝのです。お天気だったらもうけもの，と悟って了えばそれだけ

ですが，こゝの人にはこれ丈の悟りが中々ひらけぬと見えて，毎日毎日こぼしています。では

これで失礼します，向寒の候，そして試験も近いことでしょうから，御自愛を祈ります。

九月十七日午後一時 浜林生之助

ここに出ているロンドン大学夏期講習は，英名をHoliday Course for Foreignersといい，夏休

みを利用して行われる外国人を対象にしたコースで，昭和５年にやはりこの夏期講習を受講した小

林象三が、『緑丘』にこの講習のことを詳しく書き送っている。それによれば，その年は７月18日

から８月14日まで開かれていて，受講料は５ポンド５シリング，27カ国から295名の参加者があっ

たという。午前中は英語音声学や英文学，ロンドンの歴史，英国事情などの講義があり，午後は市

内見学，郊外への遊覧に当てられている 。生之助が受講したコースもこれと似た内容のもので

あったと思われる。

前回見たように，生之助は留学の準備に忙しい中で『ハーディ短篇選集講義』を書き終え，慌し

く英国へ旅立って行った。その本が世に出たのは彼が英国に着いてからである。その年（昭和２年）

の12月，『英語青年』の新刊紹介に生之助の『ハーディ短篇選集講義』が取り上げられ，次のよう

な記事が載っている。

ハアデイ短篇選集講義 浜林生之助訳註．健文社の「近代英文学叢書」の別冊で，Hardyの

The Three Strangers,A Tragedy of Two Ambitions,On the Western Circuitの三篇を収め

て訳註してある。註も大そう丁寧で，訳もよいが，一寸こゝに気づいた事は本書のp.48にある

盃の銘 “THERE IS NO FUN UNTiL i CUM”のＩが大字と小字とを混用してあることに何

等の註もないことである。これはアラ捜しではない。筆者も教室で教える際，また人からも問

われて検べたが，古くは代名詞のＩを小字で用いた例もN.E.D.あたりにあるようだし，ここ

では百姓の無学さから大字と小字とを無差別に用いたものであろうという憶測以外には分らな

いでいるところなので，本書を見ると真先に捜したが，何とも書いてないので少々物足らなく

思っているところである。何方か御気付きならばお知らせ下さいませんか。なお本書に収めた

三篇は今迄訳又は訳註がないようにあるが，The Three Strangersの方は矢口達氏の「夢見る
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女」及び宮島新三郎氏の英米十六文豪集中に「見知らぬ三人」（後者には「見なれぬ三人」とあっ

たかも知れぬ）として収められ，A Tragedy of Two Ambitionsの方は平田禿木氏の「テス」

下巻の中に「二つの野心」として入れてあることをこゝに附言しておきたい。―K.H.

この記事が載ったあと，生之助は間もなく次のような文を『英語青年』に寄せている。但し，こ

の記事が掲載されたのは，昭和３年10月である。

“i CUM”及びEliotの墓

倫敦 浜林生之助

英語青年五十八巻六号で拙著「ハーディ短篇選集講義」を御紹介下されありがたく存じます。

御指示の“THERE IS NO FUN UNTil i CUM”のＩの小文字に関しては小生は単に羊飼の無

智無学を示したものとして別に調べても見なかったのですが，成程そう承ればいつの頃から

“ｉ”を大文字で書く様になったかを研究したら面白いかも知れません，小生はたしかな事は知

りません。序でがあってUniversity Collegeの Chambes（ママ） 教授（故Ker教授の後任）に尋

ねて見ましたら，次のような返事を得ましたから，御参考の為にお送りいたします。

I think the intention of writing with the small i is to mark the writer as illiterate.

Of course,as late as the 14th Century,ich is written with the small i. But my impression
 

is that already in the 14th Century I is generally written with the capital. But this rule has
 

never been observed among illiterate people,and it is quite common at the present day for
 

a badly spelled letter from a working man to show the small i.

序でに同じ（第五十八巻）第六号にGeorge Eliotの墓のことが出ていますから一寸申し添え

ます。女史の墓はWaterloo（ママ） Parkに隣るHighgate Cemeteryにあって，高さ一間ほどの

大理石に次の墓銘が刻まれています。

“Of those immortal dead who live again
 

In minds made better by their pressence.”

Here Lies the Body
 

Of

‘George Eliot’

Mary Ann Cross
 

Born 22November 1819

Died 22December 1880

小生はつい近くのCromwell Avenueに住んでいますのでよく友人の案内を仰せつかって

度々参詣しますが，いつ行ってみても外に参詣者の姿を見た事はありません。小説といえば

Edgar Wallaceの外読んだことのない連中が多いんですから，流石の女色も顔色なしです。小

生は一度女史の話をもち出したとき，He is a fine writer.といわれてギャフンと参りました。

猶このHighgate Cemeteryには女史の外，Herbert SpencerとKarl Marxとが眠っており

ます。Spencerのは広い路に沿うた大きな大理石の極めて分りやすい墓ですが，Marxの方は，

横町の裏店といった格で，分りにくいこと夥しいところです。 （三年一月八日）
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既に見たように，生之助は『緑丘』に宛てた便りの中で，「倫敦大学の夏期講習に出ていました」

「倫敦大学へ通学するつもりでいます」と書いている。ロンドン大学はロンドンの市中や郊外に点

在するいくつかのコレッヂやインスティチュート，スクールから成る連合大学であるが，生之助の

通った「倫敦大学」は，上に出ているユニバーシテイ・コレッヂである。このコレッヂはロンドン

大学を構成する機関のなかで最も古く，1826年に創立されている。イングランドでは，中世以来長

い間，大学といえばオックスフォード大学とケンブリッヂ大学の２つが存在するだけであったが，

とかく閉鎖的であった両大学のいわばアンチテーゼとして作られたのがユニバーシテイ・コレッヂ

（創立時はロンドン大学）である。この大学はいかなる宗派にも門戸を開き，女性の入学を最初に

認めた大学である。また，産業革命の高まりと共に時代が要求する人材を養成するため，化学、物

理、工学などの近代的な学問を教授した大学でもあった。このコレッヂは日本の近代化とも縁が深

く，幕末に長州藩や薩摩藩が密かに派遣した留学生たちが学んだのもこのユニバーシテイ・コレッ

ヂである。この密航留学生の中に，後の森有礼，伊藤博文，井上馨，山尾庸三らがいた。生之助の

文章に出ている「Ker教授」というのは，William Paton Ker（1855-1923）のことである。彼は中

世英文学の泰斗で，夏目漱石が一時彼の下で学んでいる。ユニバーシテイ・コレッヂは大英図書館

にも近く，生之助は大学の講義に出たり大英図書館を利用したりしながら，ハイゲートの下宿から

通っていたのであろう。

ロンドンに来て５ヶ月ほど経ったころ，生之助は同僚の小林象三に英文の便りを出しているが，

それが高商新聞『緑丘』に掲載されている。それには次のように書かれている。

London
 

Nov.20,’27
 

Dear Mr.Kobayashi,

Five months have passed since I arrived in this country,and looking back,I’m disgusted

生之助が学んだロンドン大学ユニヴァーシィティ・コレッジ
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with myself to find that I have done practically nothing. It is true I have attended,and am
 

still attending, several lectures at the University here, but I don’t think I have much
 

profited by these lectures. Still,perhaps I have done better than those who go to no school
 

and who do nothing whatever except going to theatres (and there are many like that!)

Mr.Morrison (who is probably in Otaru by this time)will tell you how I am getting
 

along much better than I can. I hope you will be good friends and see a great deal of each
 

other. I’m sure you will like him because he is a very fine man in character as well as in
 

scholarship.

Hoping you are all quite well,

yours ever,

I.Hama..

生之助は以前にも，「大学の講義に出ても書物以上の卓見を吐く先生はそういないはず」と書いて

いるが，この小林に宛てた手紙からも分るように，大学の講義からはあまり利益が得られなかった

ようだ。ここに出ているMorrisonは，小樽に赴任することになった英語担当教師のことである。小

樽高商ではかねてより英語担当の外国人教員を捜していて，生之助がロンドン滞在中に話をまとめ

たのだった。当時の『緑丘』は，「本校当局に於て長く物色されてあった英語担当教師は，現在英（ママ）

浜林教授の斡旋に依って英人モリスン氏を今回新たに本校で嘱託する事となり，去る十一月末来樽

直ちに授業をとっていたヾくこととなった。氏は生粋の倫敦児で牛津大学を今春了ったばかり極め

てフレッシュな若々しい感じを与えて生徒を悦ばしている。」と伝えている 。モリソンは昭和５年

３月まで小樽高商で勤めている。

昭和３年（1928年）が明けて間もなく，トマス・ハーディが亡くなった。その文豪の死は新聞で

も大きく取り上げられ，著名な批評家による評伝が複数の有力紙に掲げられたという。ハーディは

生之助が好んで取り上げた作家であり，たまたまロンドン滞在中にその死に遭遇したのである。生

之助は，その死亡時の様子や実際に自分が参列した葬儀の模様を，「Thomas Hardy逝く」と題し

て，次のように『英語青年』に書き送っている。

Hardyが亡くなった。

かねて病気の由はきいていたが，重患とも伝えられなかったので別に気にもとめずにいたと

ころ，本月十二日の朝の新聞を見ると，大きな活字で訃報が載っているので，今更のように胸

をつかれた。辞書と首っ引をしてTessを読んだ頃から何だか好きな人だった。いづれ春にでも

なったらWessexへ巡礼に行って，Max Gateの翁の扉を叩いて見たいと考えていたが，その

人今や亡しと思うと淋しい。

英国人は凡てに慎重な態度をとって，棺を覆わなければ論を定めぬのが常であるが，Hardy

は八十七という高齢であり，どこから見てもVictoria朝に属すべき作家であるため，生前から

ちゃんと文学史に載って批評家の間にも大凡議論はつきていた。だからこん度翁の逝去に際し

て，Daily Newsには，A.G.Gardiner（Alpha of the Plough），Observerには J.C.Squire,

Sunday TimesにはEdmund Gosseといった様な顔触れでそれぞれ評伝が掲げられたが，別に

新しい意見も出なかった様である。私は翁の死亡と葬送とに関して私の見聞を下に少しく記し
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て見よう。

新聞紙の伝うるところによると，翁は一ヶ月ほど前から風邪を引いて床についていたのだそ

うである。日頃は垂れこめてのみ暮していたのだが，詩作の半ばに inspirationを得んとして杖

をひいて散歩に出たのが風邪のもとであったという。床についてからはDr.E.W.Mann氏を

主治医として一日二回の往診を受け，看護には妻君がまたその任にあたっていた。就辱中も文

筆のことは常に念頭を去らず，Reminiscences of George Meredithを書いたり，Walter De
 

la Mareの詩を読ませていたりした。その “Listeners”はわけても好きで最後の二三日の間に

数回読ませてぢっと聞き入っていたという。十日の日，彼はAuthors’Societyに送金すべき期

限の来ていることを思い出して，署名はもとより一切の書き入れまで自ら床の中でやったので

あるが，これが翁の絶筆であった。十一日の朝は小康を得て主治医も眉を開いたのであるが，

夜の八時半頃から容態が急に悪化して，周囲の人々の心尽しもその甲斐なく，九時五分という

に遂に身まかった。英文壇の巨星はかくして隕ちたのである。

この偉大なる天才をどこに葬るべきかに就ては大分いろいろのいきさつがあったらしい。

Westminster Abbeyに埋めたいのは国民の要望であった，しかし一方翁は生前に遺言して，家

代々の菩提所であり，翁に先んじて，はやくこの世を去った先妻の眠っているStinford（小説

のMellstock）のお寺に葬るべきことを求めていた，そして翁の身内のもの（Henry Hardy,

Kate HardyおよびTeresa Hardy）を始めとして，翁が好んで描いた村の人々もみなこの方

に賛成であった。この二つの希望の間に板ばさみとなってMrs.Hardyは大分心を痛めたらし

いが結局心臓をStinfordに埋め，火葬にした遺骨をAbbeyに埋めることにcompromiseが成

立して，翁の死骸は心臓をとり出したのち，Wokingに送られて火葬に附せられた。棺の上には

簡単に

Thomas Hardy,O.M.

Born June 2,1840
 

Died January 11,1928

とあったそうである。

Egdon Heathにうすい霧がかかって，赤い朝日がのぼりそめたころ，翁の遺骸をのせた自動

車はしめやかにMax Gateの屋敷を出た。花束は百合のそれが一つ，それには“To my darling,

from his wife”とあった。静かな朝である，どこかで thrushがないている。野良仕事に出て

ゆく村の人々はみんなしばし立ちとどまって帽子をぬいでこの親しい友のかえらぬ旅へのかし

まだちを見送った。――このしめやかな光景は翁の小説にでもありそうな場面であったそうで

ある。

一月十六日，きょうはHardyの葬送の行われる日であった。Stinfordではお天気だったそう

だが，Londonはしとしと雨の降る日で陰気な空気がWestminsterを包んでいた。私は学校を

休んでAbbeyに出かけて行った。

翁の著述の出版を引受けていた関係からか，葬儀万端の世話はMacmillanがやっていた様で

ある。で，ここへ申込むと入場切符が貰えたのであるが，そのことを私がきいた時にはもう遅

かった。切符がなくとも千人位はnaveへ入れるという事だったから，ともかくも行って見るこ

とにした。North Transeptに一時間ほど前からもう大勢人が押しかけている。切符がなければ
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名刺を代わりに出せばよいとそばの人が教えてくれたので，その中に交って待っていた。

倫敦でこうした群集の中に立っていると碌なことは耳に入らぬのを常とするが，きょうは流

石にHardyの votariesの集りとあって，何となく話が上品である。翁の作品を論じている人，

郷里で翁の散歩姿をよく見かけたと話している人，さては翁の詩集をはなしたことがないと

云って，愛誦する詩の暗誦をやっている人もある。扉が開くまで一時間あまり待たされたが，

こうしたわけであまり苦にもならなかった。

扉が開くと切符も名刺もあったものではない，みんなどやどやと流れ込んで忽ちNorth
 

Transeptは立錐の余地も残さなくなった。翁の遺骨が葬られるPoets’Cornerは South Tran-

septなのだからわれわれのいたところは正面のいい場所であった。Poets’Cornerには国王及

び皇太子の名代を始めとして，学者，文人，詩人，出版業者，各種文学的団体を代表する人々，

Hardy playersなどの顔がずらりと並ぶ。珍しい集まりである。あとできくと，知名の人でも

申込みが遅いと入場の出来なかったのもあったらしく，Arnold Bennettなどもやっと入るには

入ったが，切符を手に入れるのに散々な思いをした，とあとで Daily Expressに書を寄せて，ぷ

んぷん当事者にあたり散らしていた。

一時四十五分になるとオルガンの音がひびき始める。隅から隅まで人で埋められたアベが森

とする。やがて金色の十字架を先に立てた葬列が粛々として sanctuaryに進む，翁の遺骨をい

れた棺は金色の薔薇の縫取をした棺衣につつまれて，そばに付添う所謂pall-bearersは首相

Baldwin，前首相MacDonald，G.B.Shaw，John Galsworthy，James Barrie，Kipling，Edmund
 

Gosse，A.E.Housman，Dr.Walker及びProf.Ramsayという顔ぶれである。

“Let us now praise famous men and our fathers that begot us. The Lord hath wrought
 

great glory by them through His great power from the beginning... Such as found out
 

musical tunes,and recited verses in writing... Their bodies are buried in peace,but their
 

name liveth for evermore.”...水を打った様な堂の隅々までしめやかな読経がひヾく。

かくして葬列は静々とPoets’Cornerに進み，casketはしつらえられた小さな墓穴に葬られ

た。郷里の身内からせめてもの心遣りにとわざわざ送りとどけて来たStinfordの墓地の土をま

づその上に落としたのだという。われわれNorth Transeptにいる者にはその光景は見る由も

なかった。ただ “Lead,Kindly Light”という讃美歌を聞きながら，この寂しいことを考えて

一生を終った詩人のために，未来の冥福を祈っていた。

式が終っても会衆は容易に去らなかった，みんなPoets’Cornerのその新しい墓にお参りす

る気でいるからである。私もその中に交って順番の来るのを待っていた。係りの人が大勢で参

拝者を順々に追い出している，そうであろう，勝手にさせて置いたら皆が参拝を終るのはいつ

のことか分るまい。やっと順番が来て棚の外から参拝する，場所はDickensのそれに近く，

Johnson,Thackerayも近所である，一面に花輪で埋められていた。

外に出ると空は曇って短い冬の日はもう暮に近かった。

Dorchesterでは翁を記念するためにmemorialとmuseumとを設立する計画があることを

新聞紙は報じている。 （一月二十二日記）

当時，ハーディの死は『英語青年』でも大きく取り上げられ，８回にわたってハーディ特集が連
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載されている 。

生之助はこのあとロンドンを去り，オックスフォードへ移った。彼は後年，「私が牛津へ居を移し

たのは四月の初め，春まだ浅い頃であった」と記している 。

４．文学巡礼の旅

オックスフォードに移り滞英生活２年目を迎えた頃から，生之助は盛んに旅行に出ている。旅の

目的は，主として英文学ゆかりの地を訪ねることであった。彼は帰国後，滞英中に訪ね歩いた旅の

思い出を『英国文学巡礼』（昭和５年，健文社）という本にして世に出している。これは400ページ

ほどの内容で，「ウェセックス」「牛津及び付近」「レイク・ディスツリクト」「エディンバラ及び付

近」「バーンス・カンツリ」「ブロンテ・カンツリ」「剣橋」「シェークスピア・カンツリ」「バース及

び付近」「ディケンス・ランド」「倫敦」の章から成り，中にたくさんの写真が挿入されている。生

之助はその本のはしがきで，「こうして書きあげて見るとイースト・アングリアがまるで欠けている，

デヴォンやコーンウォールも行って見なければならぬところであった，スノードンにのぼってエー

ルウィン・ランドを訪ねなかったことも惜しい，更に欲をいえば足を愛蘭土にのばしてシングの国

などを見て来たらもっとすぐれたお土産が出来たであろう，今から考えると心残りは数々あるがそ

の当時はそう遊びあるいてばかりいる事がすまない様に思われてつい機会をとりにがして了った。」

と書いている。ここで，この本の記述や他の資料に基づいて，生之助の文学巡礼の足取りを時間を

追って辿ってみたい。

彼は，先ず，昭和３年６月下旬から７月下旬にかけて，イングランド北部とスコットランドの旅

に出ている。これはレイク・ディストリクトを巡り，エディンバラとその付近を訪ねたあと，スコッ

トランドの国民的詩人であるロバート・バーンズの故郷を訪れ，最後に，ブロンテ姉妹ゆかりの地

を訪ねるものであった。『英国文学巡礼』のこれらに関する章を読むと，「私たちは」とか「われわ

れ二人は」という表現が出てくる。このことから，この旅行は二人で出かけたことが判る。エディ

『英国文学巡礼』（健文社）（昭和５年）
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ンバラに着いて素人下宿を訪ねた時，シェトランド生まれというそこのおかみさんのとても分りに

くい英語に接する。その時の様子を，生之助は，「同行の伊東氏なにやら考えていたが，ハタと膝を

うって，「あの調子をどこかで聞いたと思ったが，やっと考え出した，あれはヘンリ四世の中に出て

くるグレンダワのアクセントだ」」と書いている 。伊東の名前が登場するのはこの一ヶ所だけであ

るが，これは伊東勇太郎のことである。そのことは，伊東が『英語青年』に宛てた次のような短信

からも裏付けられる。

キースリより 『小生濱林君と二人でBurns Countryに十日滞留，Mount Oliphant，Loch-

lea，Mossgiel，Ellisland等バーンズが耕した farmやバーンズ関係の土地を略々探し尽して当

Keighleyに参り，昨日尋ね尋ねてWuthering Heightsを見て参りました。ご承知の通り同所は

ブロンテ一家が住んでいたHaworthから二哩ほどmoorの高地を登りつくした所で，それか

ら続く幾里の山々は悉くpeaty moorlandで荒涼そのもの，陰惨そのものであります。昨日は珍

らしくからっと晴れた日でしたが，それでも吹き曝しのWuthering Heightsは咽ぶがごとく泣

くがごとき風が嘯いていました。エミリーがWithensの地名にWutheringという小説名を与

えた命名の妙をさとりました。七月二十六日キースリにて伊東勇太郎』

伊東と生之助は前年６月に一緒にロンドンに着いたが，生之助がそのままロンドンに留まったの

に対し，伊東はオックスフォードに向かったと思われる。伊東は滞英中『英語青年』にたびたび便

りを寄せていて，ストラトフォード・オン・エイボンからの短信（昭和２年８月26日付）には，

「Shakespeare Festivalで演じられる沙翁劇を見るため二週間前からそこに滞在している」と書い

ている 。また，その年の秋には「牛津より」と題する便りを寄せていて，大学に通ってOnions，

Wyld，Simpson，Gordonなどの講義に出ていること，オックスフォードの秋色には捨て難いもの

があることなどを伝えている 。彼は大学の秋学期が終ると大陸旅行に出かけ，パリからの短信に

は，「横浜高商の西村稠教授が倫敦から来合わせて二人して美術館と大革命関係の史蹟とを冬の日の

短きをかこちながら探ってあるきました。」と書いている 。伊東には，『正述心緒』という歌集が

あり，その中で，「昭和三年英国留学中，半歳にわたる大陸旅行を了えて，五月上旬ロンドンに帰れ

ば，故国の父はすでに三月廿八日を以て身まかり給いきとの電報，総領事館に来り居りしを，図ず

も渡されて，悲傷に勝えず」と述べている 。大陸旅行から帰ったあと，生之助との旅行に出かけ

るまでの足取りは判然としないが，彼はオックスフォードに戻って来たのではなかろうか。そして

生之助と再会し，二人はそこで交遊を結んでいたのではなかったか。『英国文学巡礼』の「オクスファ

ド及びその附近」を読むと，伊東の存在を彷彿させる表現に出会う。例えば，「わたくし達は牛津在

学中エイツ（ボートレース：筆者註）の賑いを見にゆく度にいつもジュードを思い出してその最後

を語り合ったのである。」というくだりがある 。オックスフォードはハーディの小説『薄命の

ジュード（Jude the Obscure）』の舞台の一つとなった場所であり，伊東はその小説の全訳を行って

いて，それが昭和２年７月に出版されている。この文を読むとき，生之助の語らいの相手はもしや

伊東だったのではないかと想像される。

「ワーヅワースが聖地の冒涜なりと十四行詩
ソネツト

でしきりに憤慨した鉄道支線の御厄介になって終点

のウィンダミア（Windermere）についたのは六月二十五日の午後二時半，汽車の中から降りだした

雨はますますひどくなる計りで止みそうにもない。」『英国文学巡礼』の「レイク・ディスツリクト」
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の章はこのような書き出しで始まっている。レイク・ディストリクトの旅は，主に詩人ワーズワー

スゆかりの地を訪ねるものであった。伊東と生之助はアムブルサイド（Ambleside）を拠点にして，

この地をくまなく回っている。一日はライダル湖畔をへてグラスミア（Grasmere）に入り，ワーズ

ワースが住んだダブ・コテジ（Dove Cottage）や詩人が眠る教会の墓地を訪ねた。また，同じ宿に

泊まり合せた人たちにケジック（Keswick）へのドライブに連れて行ってもらい，ダーウェント湖

（Derwent Water）を眺め，サウジ（Southey）やワーズワースが歌ったロドア（Lodore）の瀧を

見物した。また一日，バスでホークスヘッド（Hawkshead）へ出掛け，ワーズワースが通ったグラ

マー・スクールを訪ねたり，The Preludeで歌われている教会を見物したあと，徒歩で峠を越えて

コニストン（Coniston）へ出た。峠にかかるころ雨が晴れて，眼下にコニストン湖が光って見える。

「いい景色である。こうなるともう足も軽い，傘をたたんで杖にしてすたすたと湖畔まで一と息に

降りつく。」と彼は書いている 。コニストンではラスキンの墓に詣でたり，ラスキン・ミュージア

ムを訪ねている。また一日，雨の晴れ間をみて湖畔づたいに歩き，ウィンダミアまで出かけた。オ

レスト・ヘッド（Orrest Head）に登り，眼下に広がる湖の美しい情景に接したとき，生之助の頭に

The Preludeの一節が思い浮かぶ。レイク・ディストリクトでの滞在予定日数が尽きてきた頃，二

人はアルズウォータ（Ullswater）を訪れている。途中に通ったカークストン・パス（Kirkstone Pass）

では，昼となく夜となくこの峠を歩いた詩人に思いを寄せ，また，ブラザーズ・ウオーター（Brother’s
 

Water）では詩の情景とはほど遠いひどい雨に幻滅している。レイク・ディストリクトの旅は散々雨

に悩まされた旅であった。生之助は章の最後のところで，「降られ通した八日間の雨の徒然に土地の

案内記を見ていたら，六月と十月は一番雨の少い時だと書いてあるので吃驚してしまった。それが

本当だとするとここではハンブルグの人がいう様に一年のうち三百六十六日雨が降るのかも知れな

い。」と書いている 。

次に二人が向かったのはスコットランドである。「エディンバラ及び付近」の章の冒頭には，「文

学巡礼の足が次第に北にのびていよいよ蘇 国
スコツトランド

へ乗り込んできた。エル・エム・エスのご厄介になっ

て煤けた三等客車でエディンバラへ都入りをしたのは七月三日の午後である。」と書かれている 。

エディンバラではメドウズと呼ばれる公園に沿った通りの素人下宿を拠点にして，スティーヴンス

ンゆかりの地を訪ねたり，エディンバラ城や美術館，カールトンヒル，ホーリールード宮殿等を見

物した。二人はある日，シャラバン（char-a-banc，遊覧自動車のこと：筆者註）でスコッチ・レイ

ダブ・コテジ（『英国文学巡礼』より）
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クスを訪れた。それは，ロモンド湖（Loch Lomond）に沿い，美しいベン・ロモンド（Ben Lomond）

を望み，ウォルター・スコットの『湖畔の麗人（The Lady of the Lake）』の舞台となったキャト

リン湖を訪ねる旅であった。後年，生之助はこの旅のことを次のように書いている。

スコットランドの旅はさながら青葉の旅であった。ロッホ・キャトリンに向かう途中のツロ

ザックスで，滴るような新緑の間を縫うて行くと，その間からアハレー湖が見えかくれし，時

に湖水を隔てて名山ベン・ヴェニューの雄姿をのぞむ風情など，スコットならずとも「湖上の

佳人」位書いてみたい気もちになる 。

このスコッチ・レイクスの旅は，「エディンバラ及び付近」の章に含まれているためエディンバラ

から出かけた感を与えるが，二人は，バーンズ・カントリーに入るために滞在したグラスゴーから

足を伸ばしている。

このあと生之助たちはバーンズ・カントリーに入った。この章の冒頭，彼は，「グラスゴー（Glas-

gow）から乗合自動車にゆられて南へ四十哩ほど，途中キルマーノック（Kilmarnock）の町を通っ

てわたくし達がエアの停留場へついたのは七月十二日の午後四時近い頃だった。」と記している 。

エア（Ayr）に着いた二人はしらみつぶしに下宿屋を当たるがどこも断られ，やっと商人宿の一室に

落ち着く。浜に出ると正面にアラン島，左手遠くにはエアの岬が突き出ていて，夕日を浴びた古城

も眺められる。しばらくこの宿に留まり，そこを拠点にバーンズの遺跡を訪ねている。まず二人が

行ったところはアロウエー（Alloway）である。そこでは詩人の生家を訪ね，物語詩タモ・シャンタ

（Tam o’Shanter）に出てくる廃寺を訪れている。その後，伊東の短信にもあるように，詩人一家

が移り住んだマウント・オリファント（Mount  Oliphant），ロッホリー（Lochlea），モスギール

（Mossgiel）の農場を訪れている。10日ほど滞在したエアを去り，二人はバスでダムフリーズ

（Dumfries）に向かう。生之助はこの旅の情景を次のように記している。

途中ニウ・カムノック（New Cumnock）で乗換，サンカ（Sanquhar）で午食をとる。この

辺の土地はバーンズが収税吏となってしばしば往来したところ。（中略）サンカからさきはニス

の川に沿うて下るので甚だ景色がよい。この川はバーンズの一番すきな川だった。両側の木の

美しさ，ホースチェスナットの大きな葉がくれにはもう大分実が大きくなっている。オーク，

シカモア，エルムなどいづれも夏のおごりの姿美しく，日の光が青葉をもれて葉かげをパッと

明るくする趣は得もいわれぬ。時々その間からニスの河が見えがくれする 。

ニス河を下ったこのバスの旅は，生之助にとって忘れ難い思い出になったようで，後年，いろい

ろなところでこのバスの旅を回想している 。バーンズは生涯で４回農場を転住しているが，最後

に移り住んだのはエリスランド（Ellisland）である。そこはダムフリーズから６マイルほど離れた

ところにあり，生之助と伊東は農場近くを通るバスを見つけ出してそこを訪れている。二人が宿を

取ったダムフリーズはバーンズが37歳の短い生涯を終えた地である。そこには詩人の墓があり，ま

た，妻子と共に住んだ建物や，友人と一緒に通った居酒屋などが残されている。二人は長かったバー

ンズ・カントリーの旅をこのダムフリーズで締めくくっている。因みに，この「バーンス・カント

リー」の章は，生之助が帰国後，昭和５年１月から４回にわたって『英語研究』に書いた「バーン

ズの遺跡を訪ねて」と題する紀行文に，筆を加えて掲載したものである。
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次に二人が訪れたのはブロンテ・カントリーである。生之助は，章の冒頭，「ここはヨークシャア

（Yorkshire）のウエスト・ライディング（West Riding），リイヅ（Leeds）から西北へ十六哩の小

さな町，Keighleyと書いて，キースリと “th”の音に読ませる乱暴なところだ。」と書いている 。

二人はこのキースリに宿をとり，翌日バスでホーアス（Haworth）に出かけた。そこはブロンテ一

家が住んだ牧師館があり，生之助の筆はこの館で次々と世を去っていった薄命の一家を描いて妙で

ある。伊東の短信にもあるように，二人はホーアスから少し足を延ばし，小説『嵐が丘』の舞台と

なった場所を訪れている。荒涼としたムアを烈しい風が吹き抜ける。歩みを止めると，嗚咽するよ

うな風の音が丘からくぼみへ，くぼみから丘へと伝わっていく。生之助は，「それが七月ももう末の

夏の最中である，冬の木枯の頃はどんなだろうかと思う。ワザリング・ハイツ（嵐が岡）の名ある

所以であろう。」と述べている 。

伊東勇太郎との約１ヶ月に及ぶ旅行を終えたあと，生之助はケムブリッヂ大学での夏期講習に出

た。この夏期講習は８月に行われたのであろう。彼は講習を受けるためにこの町に３週間滞在し

た 。ケムブリッヂ大学は多くの有名な文人を輩出しているが，生之助は滞在中町に点在するコ

レッヂを訪れ，その思い出を各コレッジで学んだ文人のエピソードを交えながら，「剣橋」の章に綴っ

ている。

９月に入ると，彼はウェセックスへの旅に出かけた。それはハーディ文学ゆかりの地を訪ねる旅

であった。ボーンマス（Bournemouth）に三週間滞在し，そこを拠点にして，ある時はシャラバン

で，ある時は鉄道で，またある時は汽船を使ってドーチェスター（Dorchester），シャフツベリ

（Shaftesbury），ウール（Wool），ソールズベリ（Salisbury），ウィンチェスタ（Winchester），ウェ

イマス（Weymouth），スウォネヂ（Swanage）といった町を訪れている。ドーチェスターにはハー

ディが長年住み慣れた邸宅や彼の生家があり，郊外の教会には彼の眠る墓がある。そこはまた，『カ

スターブリッヂの市長（The Mayor of Casterbridge）』の舞台ともなったところで，生之助はこの

地を訪れるのを楽しみにしていたらしく，「ドーチェスタへついたときは流石に心のときめきを覚え

た」と書いている 。「ウェセックス」篇にはハーディの作品の引用があちこちでなされ，ハーディ

文学に寄せる生之助の思いがよく表れている。のちに彼は，『夏・旅・書物』と題する随筆の中でこ

のウェセックスへの旅に触れ，次のように述べている。

Max Gateのハーディーの邸宅（『英国文学巡礼』より）
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南イギリスの旅では無論ハーディを読んだ。大ていは以前に読んだものだったけれども，親

しくその土地を踏んでそこでもう一度読み直して見ると面白かった。

驚いたのはハーディの叙述の精密なことであった。「ヂュード」その他の物語りに出るソール

スベリの大伽藍，海水浴場のボーンマス，さてはストーンヘンヂの風光など微に入り細を穿っ

た叙述が，すこしも実物とちがっていないことだ。

彼は青年時代に建築技師を志して，南英のありとあらゆる有名な建築物を見て歩いた経験を

もち，その旅行中に跋渉した山野をも手にとる様に知っていたという話であるから，彼の「ウェ

セックス物語り」はそのまゝ南英の旅行案内になるということを兼々耳にしてはいたが，こん

なに忠実な叙述があろうとは現地を踏むまで想像できなかった 。

10月に入り大学の秋学期が始まった頃，生之助は小樽高商の生徒に便りを送っていて，それが「英

京から――浜林先生近況」と題して高商新聞『緑丘』に掲載されている。

霧の都ロンドンに向けて英語御研究の為に昨年６月留学の途につかれた浜林先生から暫らく

振りでお便りを戴くことが出来ました。是れは三年某君への十月十三日付けの私信の一節であ

りますが，その儘拝借して先生の御近況御知らせの一端としたいと思います。写真は極最近の

もので，場所は牛津のツリニティ・カレッヂで撮られたものです。

「秋がきました。木の葉が盛んに散ります。古いコレッヂの壁にまつはるヴァーヂニア・ト

リーは真紅に燃える様です。これが日本だと青い月を眺めて我が身一つの秋にはあらねどと嘆

息するところですが，月なんかにはお構いなしの外国，お昼の様に電気をつけて，ラヂオを聴

き乍ら，踊る，はねる，玉突，トランプ，享楽気分の盛んなのには呆れる外はありません。貧

乏を看板の留学生は安あがりの生活を余儀なくせられ，古本かって，はしゃぐ人々を欲しそう

に眺め乍ら，古人を友に……」

因みに，伊東勇太郎はこの頃ロンドンにいて，帰国の日が近づいていた。彼は，『英語青年』に次

のような便りを寄せている。

小生この十二月で在留期限が満了いたしますので十一月廿八日サウサンプトン発英国を立ち

米国に一ヶ月滞在，明年一月ニ日の船で桑港から横浜に向います。倫敦も秋意漸く深く風毎に

雨毎にペーヴメントに散り敷く街路樹の枯れ葉が掃除人夫を忙しがらせております。今日同宿

の瀬川君（四高教授）とChalfont St. Gilesにミルトンの家を訪ねにゆきましたが路傍に立並

ぶエルムの木の葉が黄ばみまして風にほろほろと散るけしき金の粉を撒くようで夏の緑とは亦

別個の趣があって英国の秋も捨て難いと思いました。（以下略） 十月二十四日ロンドンにて伊

東勇太郎

生之助のオックスフォードでの生活については，『英国文学巡礼』に，「最初そこ（レチレード

（Lechlade）：筆者註）へ私を連れて行ってくれたのは同宿のパウエル君だった。」 「いつかシン

フィールド（Shinfield）を見たいと願っていたのであるが，十二月のある日商用で近所までゆく宿

の主人にねだって連れて行って貰って遂に望みを遂げることが出来た。」 などの記述があり，滞

在中は町のどこかに下宿していたのであろう。また，「牛津に来てまづ第一に思い出すのはヂョンス
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ンである。（中略）わたくしはヂョンスンの寄宿していたペンブルク・コレッヂ（Pembroke College）

に友人がいて時々お茶に招かれて行った」とも書いている 。時々，都が恋しくなると日帰りでロ

ンドンに出かけて行った 。また，次のような記述も見られる。

ブラウニングのこの傑作（The Ring and the Book：筆者註）に由緒のふかい指輪と書物と

がこの地のベーリオル・コレッヂ（Balliol College）に秘蔵せられている由を兼々きいていた

が，見せて貰う手つヾきが面倒なので長い間そのまゝにしていた。牛津を去る日が近づいてか

ら，そのころ講義をきいていたリー女史の紹介状を貰って二人で出かけて行った 。

この「牛津を去る日」がいつであったかは明らかでないが，少なくとも大学の秋学期が終るまでは

その地に滞在していたと思われる。

年が明けて昭和４年（1929年），この年の２月に生之助はヨーロッパ大陸を旅行している。彼はの

ちに『緑丘』に「ゲーテ百年祭に因みて」と題する文章を寄せ，その中で，「ドレスデンからミュン

ヘンに向う途中ライプチッヒで汽車を乗り換え，ワイマという小さな田舎町へ着いたのは，今から

三年前の二月五日もう日も暮れ方に近い頃でした。」と書いている 。ワイマールを訪れた目的は，

ゲーテが住んだ家や彼の別荘（ガルテンハウス）などゲーテゆかりの場所を訪れるためであった。

生之助はしきりにゲーテの偉大さに感嘆し，次のように記している。

ある意味に於てゲーテは沙翁以上である。何となれば，成程沙翁は英文学の頂上に立っては

いるが，その周囲には幾多の小さな山がある。彼の前にはチョウサがある，スペンサがある，

同じ時代にもベン・ジョンスンがある。そうした伝統をうけてこの上に彼の偉大を築いた沙翁

に比較すると，ドイツ文学の建設者として，ほとんど独力の徒手空拳で沙翁の塁を摩すほどの

高峰をうちたてたゲーテの天才は世にも珍しいものと申さねばならぬ 。

昭和５年発行の校友会誌『緑丘学人』には，「旅のおもいで」と題する生之助の文章が掲載されて

いて，フィレンツェを訪れたときの思い出が綴られている。そして，その最後が，「二月半ばのイタ

リアの旅の思いで」という言葉で結ばれている 。また，「ルーブルを何度訪れたか知れない」とも

書いていることから，この欧州旅行のときもパリに滞在してルーブルへ行ったのであろう。

欧州旅行を終えたあと，生之助はシェイクスピアの生地であるストラトフォード・アポン・エイ

ボン（Stratford-upon-Avon）を訪れている。ここは以前にも来たことがあるらしく，『英国文学巡

礼』の中で次のように書いている。

「どこが一番気にいりました？」

わたくしが欧州の遍歴を終って二度目にストラトファドを訪れたときに以前知り合いになっ

たその地の誰彼がこういって私に訊いた。

「そうですね，景色からいったらネイプルスなどはいゝところでしょう。青い空に煙を吐い

ているヴェスーヴィアスがあの湾に影をひたしている姿はまるで絵の様です，しかし町は汚く

て落付きがない上に，人がずるくてその点はいやなところでした。歴史的の連想からいうとフ

ロレンスは一番なつかしい町でした，しかしアルノはエーヴォンとは比べものになりません。

景色の点ではここは駄目です。風光の明媚と史的の連想と人情の純朴と合せそなえたところと
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いえばストラトファドより外にはありません。だから僕はまたこゝへかえって来たのです」

――こう流暢にいったかどうかは請合いかねるが，ともかくもわたくしはこの様な意味のこと

を答えたのであった 。

４月23日はシェイクスピアの誕生日で，ストラトフォードではこの日を中心に祝賀行事が行われ

る。祝賀週間の日曜日には特別の儀式が行われ，生之助も町長の招待でその儀式に参加した。タウ

ン・ホールから教会まで警官を先頭に，消防隊，楽隊，町長，参事会員，町会議員などが行列をな

して歩む。教会では沙翁誕生の特別説教が行われ，式が済むとまた行列を組んでタウン・ホールへ

戻り，祝杯をあげる。23日の誕生日には，各国の代表者が広場でそれぞれ自国の国旗を掲げ，日本

の旗は駐英大使の手で掲げられたという。それが済むと皆が行列を組んでシェイクスピアの墓へ

参って花を捧げた。午後は茶の会があり，夜には記念の特別興行が行われ，『空騒ぎ（Much Ado
 

about Nothing）』が演じられた。会場は満員で，息ぐるしいほどの大盛況であったという 。生之

助はストラトフォードの雰囲気がよほど気に入ったらしく，次のように書いている。

単にコスモポリタンな都会というだけなら外にいくらもあるだろう，しかしストラトファド

ほどインテレクチュアルでしかもコスモポリタンな町は少かろう。それはそこに沙翁という大

きな共通点があるからだ。ともすれば外国人としての
・
け
・
も
・
の
・
にされ，されなくともされている

だろうとひ
・
が
・
み
・
をもつわれわれもこの地をふむと一切こんな偏見から解放されて沙翁の一崇拝

者としてみんなと肩をならべる，そのアトホームな感じは異郷の游子にとっては忘れがたく嬉

しいものである 。

また，エイヴォン川のほとりの風景も心に残る思い出となったらしく，次のように記している。

英国は木の美しい国である，“leafy Warwickshire”と呼ばれるこの地方はわけても美しい樹

木が多い。そうしてたまたまそれが清らかな水を伴うときはそこに言い知れぬ詩趣が生まれる。

エーヴォンのほとりの美しい所以である，大詩人を生むにふさわしい所以である。わたくしは

暇あるごとにこの川のほとりに出た，そうして岸辺をそヾろ歩いたり，水の上に舟を浮かべた

りした，あるときはひとりで，またあるときは友だちとうちつれだって。

ヘンリ七世の御代にクロプトンが架けたという古い石橋がある，その上から見た夕ぐれの川

ぞいの景色は忘れがたい思い出である。沙翁もいく度かこゝに立って行く水に思いをやり，岸

の草花のめでたきを賞したことであろうと思う。狂乱のオフィーリアが舞台へもって出る花束

の雛菊
デージ

や三色菫
パンジー

や迷迭香
ロウズマリ

や 菫
ヴアイオレツト

や小田巻草
コラムパイン

はみんなこのあたりに咲く草だ。「斜に生えた青柳

が白い葉裏を河水の鏡にうつす岸」などもこの川ぞいにはざ
・
ら
・
に見あたる景色である 。

生之助は，ストラトフォードを拠点にしてチャールコト・パーク（Charlecote Park），ウォリッ

ク（Warwick），ケニルワス（Kenilworth），コヴェントリ（Coventry）などに足を延ばしている。

ウォリックでは有名なウォリック城を訪れ，古色蒼然としたその城の印象を，「欧州の旅では伯林や

巴里の近郊で随分多くの城を見たが，フォンテンブローのナポレオンの離宮をのぞいてはこれほど

立派な御殿を見た事がない。」と書いている 。

同じく４月に，生之助は西部地方を訪れている。『英国文学巡礼』の「バース（Bath）」の篇には，
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「ヴィクトーリア・パークには花が一面に咲きみだれていた。（中略）きょうは四月の二十八日であ

る」の記述があり ，旅程を考えるとこの旅行はストラトフォードの旅のすぐあとに行われたもの

であろう。ブリストル（Bristol）とカーディフ（Cardiff）には特に感興を催さなかったようだが，

廃墟となった寺院を見るために訪れたティンターン（Tintern）では，ワイ（Wye）川に沿って展開

する美しい景色に魅了され，また，ティンターン・アベ（Tintern Abbey）では，昔の僧院の生活

が想見できて興味深かったようである 。

生之助は，ロチェスタ（Rochester），チャタム（Chatham），カンタベリー（Canterbury）など

チャールズ・ディケンズの作品の舞台となった場所や，ディケンズ自身が住んだ地を訪れている。

それらはロンドン郊外，あるいはロンドンから日帰り圏のところにあり，ロンドン滞在中にこうし

た場所に足を延ばしたのであろう。ロチェスタは『ピクイック・ペイパーズ（Pickwick Papers）』

や『エドウィン・ドルードの謎（The Mystery of Edwin Drood）』の中に出てくる町で，生之助が

そこを訪れたのは英国での滞在も残り少なくなった頃であった 。因みに，ロンドン滞在中，彼は

幾度か住まいを変えている。ロンドンに着いた当座はハムステッドに住んでいた。『英国文学巡礼』

の中で，「わたくしは一ときサウス・ヒル・パークにいて」とあるのは，ハムステッドの住まいのこ

とであろう 。そのあと，『緑丘』に宛てた便りの中にあるクロムウェル・アヴェニューに移ったの

であろう。生之助が使用した大英図書館の入室許可証が残されていて，そこに記されている住所も

クロムウェル・アヴェニューとなっている。また，チヂック（Chiswick）にしばらく住んだことも

あった 。

時はずっと下るが，昭和58年12月発行の小樽商大同窓会報『緑丘』に，大庭定男氏が「ロンド

ンに残る緑丘人の筆蹟」と題する一文を寄せている 。氏によれば，ロンドンの日本クラブには昭

和４年から11年までの来館者署名簿が残っていて，氏がその名簿を繰っているうちに，

I．Hamabayashiというサインを見つけたという。生之助は３，４回そこを訪れているそうである。

当時の日本クラブは談話室，ビリヤード，食堂などを備えた立派なもので，滞在者や旅行者にとっ

ても何よりの憩いの場所であったらしい。そのクラブを訪れた人々のなかには，後年名を成した政

治家，作家，実業家などが数多くいるという。そこはクラブのため非会員は会員の紹介がなくては

入れず，生之助は加地幸一の紹介で来館しているそうである。加地は生之助の教え子で，小樽高商

を大正12年に卒業し，当時，堀越商会の駐在員としてロンドンにいた。彼は，生之助の滞英中よく

エーヴォン川のほとり（『英国文学巡礼』より）
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行動を共にしていたらしく，のちに，留学中の生之助の思い出を次のように綴っている。

浜さんの会話は正確無比で，よく英国人の英語が文法的に誤りだらけで聞くに堪えぬという

ので，会話の途中で直してやっていたが，彼自身の英語は抑揚に乏しく，英国人には必ずしも

聞き易くなかった。それでいて愉快な冗談や，辛辣な皮肉を連発するので，初めの頃は私は側

にいてハラハラしたことが多い。それは冗談や皮肉が仲々一回で通じない。冗談や皮肉と言う

ものは，二度も三度も説明したり敷衍したりしては，興が醒めるものである。あとでは大分上

達し，あるいは経験で先方に判ること請合いの奴だけをやるので百発百中，浜さんのwitは有

名になった。英国人の間の浜さんのpet nameはHamaだったが，「Hamaは透き通る頭の持ち

主だ」と言われたのを数回聞いた。

三十七年前の浜さんのこんな英国での話が未だ耳に残っている。ある英国の田舎の学校で，

校長が生徒に声高らかに『ハムレット』は誰が書いたのかと叫んだ。指された生徒は校長の剣

幕に恐れをなし，急に泣き出し，「私が書いたのではありません」と嗚咽した。その生徒は帰宅

して父親に，今日校長先生にひどく叱られた旨を伝えた。父親はどうしたのかと問うたので，

生徒は「校長は『ハムレット』は誰が書いたと私を指したので，私が書いたのでないから，わ

たしではないと答えた」と言ったら，父親は色をなして，「お前が書いたのなら正直に書いたと

言いなさい」と怒ったと言うのである。英国人一般が如何に英文学に無知であるかという諷刺

で，浜さんの原作ではないが，浜さんの性格には打ってつけの皮肉で，よく英国人に披露して

いた。留学土産の一つだったかと思う。

私はその頃，悩みが多かった。郷里では父が事業に失敗した後病死し，六人の弟妹が大学か

ら中学に在学中であった。毎日の仕事も赴任 々で大変であった。浜さんは「永い人生から見

れば，いまの我慢と奮闘は血となり肉となるだろう」といつも慰めてくれた。実は，それにも

増して毎日私を悩ませていた下宿での習慣があった。この事も先生に相談した。当時の英国は，

未だビクトリア王朝の習慣が残っていて，毎日の会社への通勤は，黒の上着，縞のズボン，そ

れに山高帽という姿であった。夕方帰宅すると，汚れのないシャツやカラーに取り換え，必ず

髭を剃り，頭髪を梳り食堂へ行って主婦に挨拶し，一同揃って祈禱をして食事をする習慣であっ

た。私は会社の責任者であったので，早く帰ることが難しく，退社の時間は不規則で，夕食は

毎夕の如く滑り込みだった。髭を剃らないで食堂に行く，昼着ていたシャツの儘で食卓につく，

しかもそれが祈禱の済んだ直後の滑り込みであったりしたから堪らない。初めは主婦に対する

敬意が欠けるという不満が，後では主婦に対する侮辱だという事に発展し，不機嫌を通り越し

て喧嘩になる。半ばヒステリックになった婦人を相手に，英語で毎日喧嘩をする事は，そう簡

単ではない。時々浜さんに応援に来て貰った。しかし浜さんの英語も喧嘩用ではなかったので，

余り利き目はなく，「これでは君が可哀想だから，俺の下宿に来い」ということになり，早速浜

さんの下宿に移ってしまった。そこに四年いた 。

加地によれば，生之助は模範的な留学生で，当時ロンドンでは評判であったという。

生之助はロンドンのことを，「ヴィクトーリアへ着いたそもそもの始まりからウォータールーを発

つときまで，はなれてみたり舞い戻ってみたり，ともかくもまる二年間外遊中の中心地」であった

と書いている 。
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５．妻の実家と留守家族

ここで，生之助の留学中，家族が身を寄せていた一枝の実家と，生之助の子供たちのことに触れ

ておきたい。先に書いたように，一枝の父岡田辰蔵は当時斎宮村で町医者をしていた。彼はもとも

とこの斎宮村の出身で，明治元年（1868年）に森ノ内捨松・み の二男として生まれている。明治

23年に大阪医学校（大阪大学医学部の前身）を卒業したのち岡田ゑいと結婚し，岡田家の分家とい

う形でゑいの実家の近くで医院を開業していた。ゑいは明治５年の生まれで，生家は地主であり質

屋なども営んでいたという。親類には当時松阪の有名な木綿問屋があり，ゑいは叔母の養女になっ

てその商家を継いでいた時期があった。ゑいは辰蔵とは２度目の結婚であった。後年，息子の稔は

母親のことを，「家庭の複雑な事情に巻き込まれて，生涯結婚生活に人知れぬ傷を受けていた」と書

いている 。辰蔵とゑいの間には６人の子供が生まれている。長女一枝は明治29年の生まれで，生

之助とは９歳年下である。彼女は当時松阪に創設されたばかりの郡立飯南女学校（現松阪高校）に

学んでいる。一枝はその第一回卒業生であり，卒業生名簿には「旧姓白塚」と記されている。戸籍

を見ると，明治43年３月に松阪町日野町の白塚大三郎祖母ちゑへ養子縁組をしており，大正２年４

月には養子縁組を解消している。一枝が白塚家の養女になった理由は，養子縁組をしていた期間が

彼女の女学校の在学期間と一致することから，通学の利便性を考えてのことであったと思われる。

飯南女学校は創立の翌年に郡立実科高等女学校と改められ，当時の学則には，「生徒ハ自宅ヨリ通学

スルモノノ外其宿泊所ニ就キテハ学校長ノ許可ヲ受クベシ」とある 。現在では，一枝の実家があっ

たところのすぐ裏を近鉄が走っていて，斎宮駅へは徒歩で数分のところであるが，その頃はまだ近

鉄（戦前は参宮急行電鉄）はなく，女学生にとって斎宮村から松阪への通学が困難であったことは

想像に難くない。両親にすれば，一枝が白塚家の養女となり，そこから女学校へ通う方法を選ばせ

たのであろう。

一枝のすぐ下の弟は忠亮といい，戸籍上は二男となっている。長男は生後間もなく死んだのか，

戸籍には記載されていない。忠亮は明治33年の生まれで，地元の第四中学を卒業後，府立大阪医科

大学予科に進学し，大正14年に大阪医科大学（現大阪大学医学部）を卒業している。支那事変が勃

発すると軍医として従軍し，その後もずっと外地にいたが，昭和20年４月，ルソン島のバギオにあっ

た陸軍病院が爆撃を受け，その時受けた傷のため死亡している。三男稔は明治35年の生まれで，小

学校６年生のとき自分から進んで大阪市築港の他人の家に養子に入った。しかし，稔はその家が馴

染めず，市岡中学を中退して実家に戻ってきた。父辰蔵は黙って稔を受け入れたという。帰って来

てからあちこちの学校に編入学を試みたがどこも受け入れてもらえず，結局，大正７年の春，宇治

山田商業の２年次に入学を許可される。稔は山商在学中，日本基督教団山田教会で開かれていた英

語のバイブル勉強会に通い始めた。当初は英語の勉強をするのが目的だったようだが，聖書の魅力

にすっかり取り付かれ，大正10年の７月には洗礼を受けている。当時山商のクラスには前回名前の

出た西川正巳がいた。西川もこの英語バイブルの勉強会に出ていたという 。二人が在学中に学制

が改まり，宇治山田商業は甲種商業学校となったため，在学期間が一年延びることになった。西川

は大正12年の春，６年がかりで山商を卒業したあと小樽高商に進学し，そこで生之助と出会うこと

になる。一方，稔は卒業を待ちきれずとうとう山商を中退し，大正11年の春，神戸神学校の予科に

別科生として入学している。稔が神学校への進学を決めて山商を中退することを両親に打ち明けた
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とき，両親は反対した。とりわけ母親は猛反対した。「この伊勢神宮のお膝元からキリスト教徒を出

すとはご先祖さま，村の人たちに顔向けできない」，ゑいはこう言って，岡田本家を継いだ自分の弟

の助力を借りながら，必死に説得を試みたという。後年，稔は，「私は夜十二時を更けるまで，本家

の土間で（部屋に上がりもせず）この苦手な叔父を相手に懸命の論戦を戦わせました」と書いてい

る 。稔が入学した神戸神学校はその後大阪神学院と合併し，神戸中央神学校となる。彼は２年間

の兵役をはさんで，昭和３年にこの神学校を卒業している。その後，牧師となり，戦後は神戸改革

派神学校の校長を勤め，昭和42年からは四国学院大学教授になっている。そして，平成４年，数多

くの著作を残しながら89歳で亡くなっている。稔によれば，父辰蔵も学生時代には教会に通ってい

たそうであり，晩年結核で療養している時も聖書に親しんだり，説教集などをよく読んでいたとい

う。稔は生之助の思い出を次のように語っている。

私は導かれて神戸神学校に入りました。それは大正十一年のことです。その後間もなく義兄

は英国に留学することになって，神戸港から船出されたのですが，その時は波止場に見送って

甲板の上で記念の写真をとりました。また横浜に帰朝された時にも姉たちのお供をして出迎え

たものです。（中略）義兄は広島時代に一米人から受洗はしたが，キリスト教信仰は持っていな

い。ただ文学書として聖書は愛読しているというようなことを私に話された記憶があります。

私のところに泊っていて「一寸コンコーダンスを見せろ」と言うので「私は持っていない」と

答えると「それでよく牧師ができるなあ」とあきれていましたが，神学校を出たばかりの伝道

者には，まだそこまで手が届かなかった頃のことです 。

稔の下に喜久子（次女）と左武郎（四男）が生まれている。喜久子は一時生之助夫婦が小樽で預

かっていたことがあったが，郷里に戻ったあと，大正14年に18歳で亡くなっている。その翌年に

は左武郎も16歳の若さで亡くなっている。いずれも結核による死であった。辰蔵は自分が医者であ

りながら次々に病魔に倒れていく我が子を救うことができず，悶々と日々を送っていたという。そ

の辰蔵も昭和13年に，結核のため70歳で世を去っている。ゑいについて，稔は，「私が，母の姿に

女らしさ母親らしさを一番感じさせられたのは，この二人の末っ子の死んだ時だったと思います。」

と書いている 。

生之助の留学に伴い，一家が小樽の官舎を引き払って一枝の実家に来た時，４人の子供のうち年

長の春雄は小学一年生を終える頃であり，末子の正夫はまだ一歳半に達していなかった。春雄は実

家近くの斎宮小学校に転校している。生之助が英国滞在中，次女照子に宛てた次のようなカタカナ

の手紙が残されている。

テルチャン

オテガミヲアリガトウ，マダガッコウヘモユカナイノニ タイソウヨクカケマシタ。ゴホウ

ビニ ロンドンノ ドウブツエンノ エハガキヲアゲマス，ナニトナニダカアテゝゴランナサ

イ，ウマクアタッタラ オカアサンカラ ゴホウビヲイタダキナサイ。四ガツカラ ガクカウ

へイクノデセウ，ウレシイネ，カバンヲカッテモラヒマシタカ。エムピツヤ フデイレハ タ

クサンウチニアリマシタネ。

エハガキヲ トシニモスコシワケテヤリナサイ。マサオハワケナシダカラ ムリヲイフテモ
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ゴメンシテヤリナサイ，ソシテ イロイロナコトヲ オシヘテヤリナサイ。

アタタカイヒハ ナルベクソトデアソビナサイ。

父ヨリ

テルコサマ

この手紙の日付けは不明であるが，文面から，照子の小学校入学が近くなった頃に書かれたもの

と思われる。照子は大正10年12月の生まれであるから，入学は昭和３年４月である。従って，生

之助がオクスフォードに移る前，まだロンドンにいる頃に宛てたものであろう。

生之助がいつイギリスを去って帰国の途についたかは明らかでないが，ニューヨークから家族に

宛てた絵葉書が残されていて，その日付けは「1929年６月23日」となっている。生之助が横浜港に

着いたのは昭和４年（1929年）８月２日であった。（つづく）

註

⑴ 『緑丘（浜林生之助先生追憶特集号）』1964．No.35，p.3．

⑵ 小樽高商新聞『緑丘』1927年（昭和２年）１月26日．

⑶ 『緑丘五十年史』1961．小樽商科大学，pp.38-40．

⑷ 『緑丘（手塚寿郎先生特集号）』1967．No.55，p.28．

⑸ 『大野純一先生追想集』1983．「大野純一先生追想集」刊行会，pp.173-4．

⑹ 小樽高商新聞『緑丘』1927年（昭和２年）５月５日．

⑺ 小林象三「ランダンより緑丘へ」小樽高商新聞『緑丘』1930年（昭和５年）10月13日．

⑻ 『緑丘（浜林生之助先生追憶特集号）』1964．No.35，p.6．

⑼ 『英語青年』Vol.44．No.11，p.347．

⑽ 『英語青年』Vol.45．No.2，p.62．

官報124号（1927年（昭和２年）５月31日）及び『英語青年』Vol.56．No.12，p.429．

浜林生之助「英京の宿から」小樽高商新聞『緑丘』1927年（昭和２年）10月18日．

妻と子供たち（左から照子，正夫，一枝，春雄，俊子）

89浜林生之助のこと⑶（東）



小林象三「ランダンより緑丘へ」小樽高商新聞『緑丘』1930年（昭和５年）10月13日．

『英語青年』Vol.58．No.6，p.211．

『英語青年』Vol.60．No.1，p.30．

小樽高商新聞『緑丘』1928年（昭和３年）２月８日．

小樽高商新聞『緑丘』1927年（昭和２年）12月19日．

『英語青年』Vol.59．No.1，pp.8-9．

『英語青年』Vol.59．No.1-8．

浜林生之助「思い出すことなど」小樽高商新聞『緑丘』1940年（昭和15年）７月25日．

浜林生之助『英国文学巡礼』1930．健文社，p.166．

『英語青年』Vol.59．No.12，pp.429-30．

『英語青年』Vol.58．No.2，p.69．

『英語青年』Vol.58．No.7，p.234．

『英語青年』Vol.58．No.11，p.393．

伊東勇太郎『正述心緒』1965．丹桂書房，p.112．

『英国文学巡礼』，p.86．

同上，p.151．

同上，pp.160-1．

同上，p.165．

浜林生之助「思い出すことなど」小樽高商新聞『緑丘』1940年（昭和15年）７月25日．

『英国文学巡礼』，p.189．

同上，pp.216-8．

「思い出すことなど」（昭和15年７月25日『緑丘』）や「新緑のおもいで」（昭和９年５月30日）の中で言及し

ている。

『英国文学巡礼』，p.235．

同上，p.248．

同上，p.260．

同上，p.9．

浜林生之助「夏・旅・書物」小樽高商新聞『緑丘』1937年（昭和12年）６月19日．

小樽高商新聞『緑丘』1928年（昭和３年）12月５日．

『英語青年』Vol.60．No.6，p.225．

『英国文学巡礼』，p.122．

同上，p.88．

同上，p.95．

同上，p.118．

同上，p.113．

浜林生之助「「ゲーテ百年祭」に因みて」小樽高商新聞『緑丘』1932年（昭和７年）４月26日．

同上．

浜林生之助「旅のおもいで」校友会誌『緑丘学人』1930，pp.21-3．

『英国文学巡礼』，pp.277-8．

同上，p.291．

同上，pp.280-1．

同上，p.298．

同上，pp.300-1．

90 第４巻 第３号



同上，p.322．

同上，pp.324-6．

同上，p.346．

同上，p.386．

同上，p.366．

大庭定男「ロンドンに残る緑丘人の筆蹟」『緑丘』1983．No.56，p.26．

加地幸一「師弟の情に厚かった浜さん」『緑丘』1964．No.36，pp.8-10．

『英国文学巡礼』，p.357．

岡田稔「私の神学的自叙伝」『岡田稔著作集』1993．いのちのことば社，第５巻，p.374．

『松阪高等学校九十年史』2000．県立松阪高等学校，p.8．

西川勉編『ひとすじの道――西川正巳遺稿集』1973．p.9．

岡田稔「私の神学的自叙伝」『岡田稔著作集』第５巻，p.375．

『緑丘（浜林生之助先生追憶特集号）』1964．No.35，p.28．

岡田稔「私の神学的自叙伝」『岡田稔著作集』第５巻，p.374．

（この伝記を書くに当たり，今回も多くの方々のお世話になった。とりわけ，尼崎市在住の岡田忠

良氏，高知市在住の鈴木純さま，三重県明和町在住の岡田隆郎氏からは貴重なお話を伺うことがで

きた。また，浜林正夫氏には写真や色々な資料をお借りした。記して感謝の意を表したい。）

91浜林生之助のこと⑶（東）



英

国

ま

で

鹿
島
丸
船
中
に
て

濱

林

生

之

助

（
一
）
船
出

昭
和
二
年
五
月
十
二
日
、
命
を

う
け
て
英
國
留
學
の

に
上
る
、

ま
づ
ミ
ス
リ
〳
〵
と
參
ら
う
。

十
日
の
夜
は
奈
良
ホ
テ
ル
に
泊

つ
て
外
に
客
が
な
い
の
か
と
思
は

れ
る
ほ
ど
ひ
つ
そ
り
閑
と
し
た
大

建
物
の
一
室
に
ピ
シ
ン
と
錠
を
下

し
て
心
ゆ
く
ば
か
り
に
快
眠
を
貪

つ
た
が
、
十
一
日
は
、
生
れ
落
ち

る
か
ら
眠
り
慣
た

に
し
ば
ら
く

の
別
れ
を
惜
し
む
と
あ
つ
て
、
神

の
驛
に

い
、
と
あ
る
宿
屋
に

案
内
さ
れ
る
、
女
中
が
茶
を

ん

で
來
た
り
、
ど﹅
て﹅
ら﹅
を
貸
し
て
く

れ
た
り
、「
お
疲
れ
で
ご
ざ
い
ま
せ

う
。」と
い
つ
て
番
頭
が
挨
拶
に
來

る
の
を
、
床
柱
を
後
ろ
に
大
胡
坐

を
か
い
て
、
鷹
楊
に
あ﹅
ご﹅
で
受
け

流
す
氣
も
ち
は
、
ホ
テ
ル
で
女
中

に
室
を
教
へ
て
貰
つ
た
き
り
て﹅
ん﹅

で﹅
相
手
に
さ
れ
な
い
の
と
は
雲
泥

の
相

だ
が
、
さ
て

る
と
い
う

段
に
な
る
と
、
ど
こ
か
で
客
の
聲

高
に
話
す
聲
が
氣
に
な
つ
て

つ

か
れ
な
い
、

は
ふ
と
眼
を
さ
ま

す
と
室
中
が
が
ん
〳
〵
し
て
ゐ
る

の
で
、
正
午
の
出
帆
に
乗
り

れ

て
は
醜
態
だ
と
慌
て
て
飛
び
起
き

る
と
、
何
の
事
ま
だ
六
時
に
も
な

つ
て
ゐ
な
い
、
見
る
と
室
の
明
る

い
の
も

理
、
南
向
き
の
障
子
の

外
は
一
面
の

子

に
な
つ
て
ゐ

て
、
初
夏
の
太
陽
が
一
杯
に
そ
れ

を
照
し
て
ゐ
る
、
ホ
テ
ル
で
は

カ
ー
テ
ン
や
ら
ブ
ラ
イ
ン
ド
や
ら

が
三
重
に
窓
を
ふ
さ
い
で
ゐ
て
、

こ
の
ま
ゝ

た
ら
窒
息
す
る
だ
ら

う
と
考
へ
た
か
ら
、
上
の
窓
を
あ

け
た
こ
と
を
思
ひ
出
す
。
お
ま
け

に
、
顔
を
洗
ふ
と
き
に
、
何
だ
か

頸
か
ら
胸
の
あ
た
り
に
か
け
て
痛

痒
い
様
な
氣
が
す
る
の
で
、
よ
く

見
て
み
る
と
ま
た
南
京
虫
に

は

れ
て
ゐ
る
。
ま
た
と
い
ふ
の
は
二

度
目
だ
か
ら
で
あ
る
。ず
つ
と
昔
、

ま
だ
神

の
宿
屋
に
南
京
虫
が
ゐ

る
こ
と
な
ど
は
夢
に
も
知
ら
な
か

つ
た
こ
ろ
、
知
ら
ぬ
が
佛
で
瀬

内

ひ
の
紅
くれなゐ

丸まる
か
ら
上
陸
す

る
と
す
ぐ
水
に

い
宿
屋
に
泊
り

こ
ん
で
一
晩
中
こ
の
虫
に

ま
さ

れ
た
こ
と
が
あ
る
、
そ
れ
以
來
神

の
宿
と
き
く
と
身
震
ひ
を
し
て

ゐ
た
の
だ
が
、
な
あ
に
そ
れ
は
港

附

だ
け
の
こ
と
さ
、
と
知
つ
た

か
ぶ
り
に
人
の
い
ふ
の
を
眞
に
う

け
て
、
こ
の
邊
な
ら
大
丈
夫
と
町

の
眞
ん
中
に

た
結
果
が
こ
の

り
で
あ
る
。
因
に
こ
の

は
れ
た

あ
と
は
、
門
司
を
出
て
響
灘
か
ら

玄

灘
、
楊
子
江
へ
入
つ
て
黄
浦

江
を
上
つ
て
下
つ
て
、
支
那
東
岸

の

島
を
右
舷
に
眺
め
る
臺
灣

峡
の
邊
ま
で
癒
ら
な
か
つ
た
も
の

だ
か
ら
、
い
ま
〳
〵
し
な
ん
ど
い

ふ
ば
か
り
で
な
い
。
こ
ん
な
虫
に

包
囲
攻
撃
を
さ
れ
て
、
こ
ん
な
ま

ぶ
し
い
室
の
中
で
ぐ
つ
す
り
眠
れ

る
お
客
さ
ん

に
對
し
て
多
大
の

敬
意
を
表
す
る
と
同
時
に
、
ホ
テ

ル
式
の
厳
重
な
固
め
を
せ
な
け
れ

ば
熟
睡
の
出
來
な
い
自
分
が
可
哀

相
に
な
る
。

之
を
要
す
る
に
、
日
本
式
の
宿

屋
に
も
い
ゝ
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、

洋
式
の
ホ
テ
ル
の
方
が
勝
れ
た
點

も
あ
る
、
そ
れ
と
同
じ
様
に
日
本

も
い
ゝ
が
、
西
洋
の
方
が
い
ゝ
と

こ
ろ
も
あ
る
、
外
國
へ
か
し
ま
立

ち
の
首

に
、
日
本
の
宿
屋
に
多

少
愛
想
を
つ
か
し
た
の
は
幸
か
不

幸
か
、
こ
れ
で
ま
づ
在
外
中
に
懐

病
に
も
か
ゝ
る
ま
い
。

そ
れ
は
さ
う
と
し
て
、
支
度
が

出
來
た
ら
そ
ろ
〳
〵
船
に
乗
り

む
と
し
よ
う
。

洲
航
路
の
船
客
は
神

か
ら

乗
る
人
が
多
い
、
僕
の
船
室
キャビン

で
も

四
人
の
中
三
人
ま
で
神

で
乗
船

し
た
、
だ
か
ら
神

の
埠
頭
は

洲

ひ
の
船
が
出
る
日
に
は
ご
つ

た

す
様
な
大
賑
ひ
を
呈
す
る
。

一
人
の
船
客
に
平
均
十
人
の
見

り
人
が
あ
る
、
そ
れ
に
赤
帽
が

つ
く
、
テ
ー
プ
賣
り
が
交
る
、
大

變
な
騒
ぎ
で
あ
る
。
自
分
の
荷
物

が
ど
こ
へ
ど
う
な
つ
た
の
や
ら
分

ら
な
い
。
久
々
で
會
つ
た
友
人
に

「
御
機
嫌
よ
う
」
と
「
左
様
な
ら
」

と
を
一
し
よ
に
い
つ
て
ゐ
る
と
、

い
つ
の
間
に
か
船
と

堤
と
の
間

に
、
蜘
蛛
の
巢
の
様
な
テ
ー
プ
の

網
が
張
ら
れ
て
ゐ
る
。
赤
や
青
や

白
や
黄
や
が
縦
横
無
盡
に
錯
綜
す

る
の
は
い
か
に
も
派
手
に
は
相

な
い
が
、

君
が
ゆ
く

邊
の
宿
に
霧
立
た

ば
わ
が
た
ち
嘆
く
息
と
知
り

ま
せ

と
詠
ん
だ
ば
か
り
で
見

り
に
も

來
な
か
つ
た
萬
葉
の
人
々
に
も
す

て
難
い

趣
は
あ
る
、
何
し
ろ
變

つ
て
來
た
も
の
だ
。

手
に
握
つ
た
テ
ー
プ
が
緊
張
す

る
、
と
思
ふ
と
も
う
船
が
動
き
出

し
て
ゐ
る
の
で
あ
つ
た
。
下
に
は

眼
に
ハ
ン
ケ
チ
を
あ
て
ゝ
ゐ
る
婦

人
も
見
え
る
、
一
寸
變
な
氣
も
ち

に
な
る
。
ま
こ
と
に
意
氣
地
の
な

い
話
な
が
ら
事
實
だ
か
ら
致
し
方

が
な
い
、
あ
と
で
聞
く
と
外
の

中
も
平
氣
ぢ
や
ゐ
ら
れ
な
か
つ
た

と
白

し
て
ゐ
た
か
ら
、
僕
ば
か

り
ぢ
や
な
か
つ
た
と
み
え
る
。

船
が

力
スピード

を
出
す
と

堤
の
人

影
が
次
第
に
小
さ
く
な
つ
て
ゆ

く
、そ
れ
で
も
人
垣
は

れ
な
い
、

船
の
上
で
も
み
ん
な
欄
干
に
か
ぢ

り
つ
い
て
ゐ
る
。
も
う
誰
が
誰
だ

か
見
わ
け
が
つ
か
な
く
な
つ
て
も

ま
だ
双
方
か
ら
帽
子
や
ハ
ン
ケ
チ

を
振
つ
て
ゐ
る
。
肉
眼
で
は
見
へ

な
く
な
つ
た
こ
ろ
午
餐
の
銅
羅
が

鳴
つ
た
の
を
機
會
に
、
み
ん
な
諦

め
て

堂
に
下
り
る
、
こ
の
時
始

め
て
相

客

フエロー・パセンヂアの
顔
を
見
渡
す
。

（
ニ
）
船
客

横
濱
か
ら
乗
つ
た
大
野
さ
ん
が
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三
日
の
長
と
あ
つ
て
得
意
顔
に
船

中
を
案
内
し
て
く
れ
た
り

知
の

船
客
に
紹
介
し
て
く
れ
た
り
す

る
。
そ
の
中
に
佛

西
へ
飛
行

を
研
究
に
ゆ
く
金
子
さ
ん
が
ゐ

る
、
獨

語
を
研
究
に
ゆ
く
文
留

の
川
本
さ
ん
が
ゐ
る
、
こ
の
二
人

は
あ
と
か
ら
も
名
が
出
る
か
ら
一

寸
こ
ゝ
で
讀

君
に
も
御
紹
介

し
て
置
く
。

あ
と
は
文
留
が
大
部
分
ら
し
い

が
始
め
の
う
ち
は
よ
く
分
ら
な

い
、
西
洋
人
は
五
六
人
ゐ
る
丈
、

日
本
人
の
方
が
壓
倒
的
大
多
數
な

の
で
、
日
本
語
で
大
い
に
國
威
を

發
楊
し
て
ゐ
る
。

同
じ

卓
に
着
物
な
ら
お
化
粧

な
ら
あ
く
ま
で
も

々
し
い
娼
婦

型
の
女
が
二
人
向
ひ
あ
つ
て
ゐ

る
、
い
や
な
奴
だ
。
西
洋
人
だ
つ

て
好
き
な
人
も
あ
れ
ば
嫌
ひ
な
奴

も
あ
る
、
こ
の
二
人
と
は
僕
は
彼

等
が
上

で
上
陸
す
る
ま
で

に

一
語
を
も
交
へ
な
か
つ
た
。
聞
く

と
も
な
し
に
そ
の
話
を
き
い
て
ゐ

る
と
、
怪
し
げ
な
英
語
で
、
マ
ニ

ラ
に
七
年
ゐ
て
上

に
八
年
ゐ
た

と
か
云
つ
て
ゐ
る
、
ま
だ
瀬

内

を
走
つ
て
ゐ
る
の
だ
が
、
こ
ん

な
話
を
き
く
と
も
う
日
本
を
出
た

様
な
氣
が
す
る
。
何
を
し
て
ゐ
る

女
か
し
ら
。
ふ
と
コ
ン
ラ
ッ
ド
の

描
い
た
化
粧
の
女
、「
そ
り
あ
初
戀

は
ね
え
、
だ
け
ど
あ
と
の
男
は

…
…
」
と
言
葉
を
切
つ
た
ア
ニ
の

こ
と
が
頭
に

ぶ
。

（
三
）
門
司

門
司
で
上
陸
し
た
時
カ
バ
ン
を

あ
け
ら
れ
た
の
は
一
寸
意
外
だ
つ

た
。雨

の
降
る
中
を
案
内
さ
れ
て
早

鞆

峡
を
見
た
り
、
下
の
關
に
渡

つ
て
安
徳
帝
の
陵
に
詣
で
た
り
す

る
、
大
野
さ
ん
は
疲
れ
た
と
云
つ

て
川かは
卯う
で

て
ゐ
た
。

夜
は
學
校
の
卒
業
生
に
招
待
さ

れ
て
門
司
ク
ラ
ブ
で
支
那
料
理
を

御
馳
走
に
な
つ
た
、
卵
を
腐
ら
せ

た
の
が
う
ま
い
ん
だ
さ
う
だ
が
、

素
人
に
は
本
當
の
味
は
分
ら
な

い
。（

四
）
上

門
司
を
出
て
か
ら
二
日
目
の

起
き
て
甲
板
に
出
る
と
船
は
も
う

楊
子
江
に
入
つ
て
、
支
流
の
黄
浦

江
を
遡
つ
て
ゐ
る
。
随
分
汚
い
水

だ
。
兩
岸
に
は
滴
る
様
な
楊
柳
が

微
風
に
靡
い
て
、
と
こ
ろ
〴
〵
に

支
那
風
の
建
物
や
洋

が

見
し

て
ゐ
る
、
沃
野
千
里
と
い
ふ
の
が

こ
れ
だ
ら
う
、
ど
つ
ち
を
向
い
て

も
山
の
影
も
見
へ
ぬ
。
あ
と
で
聞

い
た
ら
、
上

か
ら
二
時
間
位
汽

車
に

ら
れ
て
行
か
ぬ
と
山
の
見

へ
る
と
こ
ろ
ま
で
行
け
な
い
さ
う

な
、
以
て
そ
の
廣
袤

くわうばう
を
知
る
べ

し
。各

種
各
國
の
船
が
う
ぢ
や
〳
〵

碇
泊
し
て
ゐ
る
間
を
縫
ふ
て
下
の

ブ
イ
に
船
を
つ
な
ぐ
。「
一
番
危
険

險
な
と
こ
ろ
で
す
か
ら
お
荷
物
に

氣
を
つ
け
て
下
さ
い
。」と
ス
チ
ュ

ワ
ー
ド
が
一
々
注
意
し
て
歩
い
て

ゐ
る
。
外
に
出
る
と
支
那
人
の
汚

い
奴
が
も
う
ど
や
〳
〵
と
上
つ
て

來
て
ゐ
る
、
船
員
が
「
お

は
物

を

む
か
ら
入
つ
ち
ゃ
い
け
な
い

ぞ
」
と
申
し
渡
し
て
ゐ
る
、
隨
分

物

な
所
ら
し
い
。

三
井
物
產
の
佐
々
木
さ
ん
に
案

内
し
て
貰
っ
て
上
陸
、
生
れ
て
始

め
て
外
國
の
土
を
踏
む
。

普

に
バ
ン
ド
と
呼
ば
れ
て
ゐ

る
河
岸

り
に
は
正
金
銀
行
だ
の

香
港
上

銀
行
だ
の
莊
麗
な
建
物

が
並
ん
で
ゐ
る
。
そ
れ
だ
け
な
ら

別
に
珍
し
く
も
な
い
が
そ
の
綺
麗

な
建
築
を
背
景
に
し
て
汚
い
支
那

人
が
大
勢
う
よ
〳
〵
し
て
ゐ
る
の

は
一
寸
外
で
は
見
ら
れ
な
い
圖
だ

ら
う
。
井
上
正
夫
の
ヂ
ャ
ン
バ
ル

ヂ
ャ
ン
よ
ろ
し
く
と
い
ふ
様
な
む

さ
く
ろ
し
い
奴
に
も
時
々
出
會

ふ
。お

晝
は
卒
業
生
に
招
待
さ
れ
て

四
馬
路
の
杏
花
樓

アンフーロー
で
支
那
料
理
を

ご
馳
走
に
な
る
。
こ
の
邊
は
「
茶

、
酒
樓
、
戯
園
等
軒
を
並
べ
、

夜
は
滿
街
不
夜
城
と
化
し
て
絃
歌

さ
ん
ざ
め
く
群
集
雑
沓
の
巷
」
だ

さ
う
だ
が
、
僕
の
眼
に
映
じ
た
四

馬
路
は
｜
｜
昔
銀
座
の
中
央
に
岩

谷
天
狗
の
眞
赤
な
店
が
あ
つ
て
、

勿

驚

をどろくなかれ

金
ニ
百
萬
圓
と
い
つ

た
風
の
無

に

々
し
い
廣
告
や

色

が
行
人
の
眼
を
そ
ば
だ
て
し

め
た
、
こ
の
種
の
店
が
軒
を
並
べ

て

々
し
さ
を
競
ひ
、
そ
の
間
を

世
界
中
の
人
種
が
め
い
〳
〵
勝
手

な
風
を
し
て
歩
き
廻
つ
て
ゐ
る
も

の
と
思
つ
た
ら
ま
づ
大
差
な
か
ろ

う
。圓

卓
を
か
こ
ん
で
次
か
ら
次
へ

と

ば
れ
る
御
馳
走
を

き
合
つ

て
た
べ
る
。
支
那
料
理
は
、

に

門
司
で
卒
業
ず
み
だ
が
、
本
家
本

元
で
喰
べ
る
と
ま
た
格
別
の
味
が

す
る
。
中
に
家
鴨
の
全
煮
ま
る
に

と
い
ふ

の
が
あ
つ
て
、
ど
こ
で
も

べ
ら

れ
る
と
い
ふ
話
だ
つ
た
か
ら
、

い
ゝ
加
減
に
箸
を

ん
で
引
つ

ぱ
り
出
す
と
と﹅
さ﹅
か﹅
が
そ
の
ま
ゝ

の
形
で
つ
い
て
居
り
、
鈍
い
眼
球

が
光
つ
て
ゐ
る
頭
だ
つ
た
の
で
、

大
野
令
夫
人
の
忠
告
に
從
つ
て
こ

れ
は
箸
を
つ
け
ず
に
割
愛
し
た
。

こ
ゝ
を
出
て
か
ら
自
動
車
で
ぐ

る
〳
〵
と
市
中
を
見
て
あ
る
く
。

薪
公
園
で
は
日
本
の
陸

が

兵
を
や
つ
て
ゐ
た
。
さ
つ
き
か
ら

繁
華
な
町
の
眞
中
に
鐡
條
網
が
張

つ
て
あ
つ
た
り
、
土
囊
が
積
ん
で

あ
つ
た
り
す
る
の
を
見
て
、
多
少

心
元
な
く
な
つ
て
ゐ
た
の
だ
が
、

元
氣
の
い
ゝ

軍
の
兵

さ
ん
を

見
て
や
れ
〳
〵
と
思
ふ
。
そ
の
調

を
見
な
が
ら
佐
々
木
さ
ん
盛
ん

に
軍
國
主
義
を

く
。

日
船
の
出
帆
迄
に
も
う
一
度

上
陸
し
て
南
京
路
を
ぶ
ら
つ
く
。

大
野
さ
ん
に
令
夫
人
、
金
子
さ
ん

に
川
本
さ
ん
に
僕
と
一
行
五
人
で

あ
る
。
俥
夫
が
う
る
さ
く
つ
け
ま

と
ふ
、
大
野
さ
ん
が
一
々
こ
れ
に

「
不
要
ブーヨー

不
要
ブーヨー

」
と
挨
拶
し
て
ゐ

る
、
序
な
が
ら
こ
れ
は
大
野
さ
ん

が
知
つ
て
ゐ
る
唯
一
の
支
那
語
で

あ
る
。

上

の
貨
幣
は
い
ろ
〳
〵
あ
つ

て
贋
金
も
少
な
か
ら
ず
流

し
て

ゐ
る
か
ら
旅
客
は
注
意
が
肝
要
だ

と
ど
の
案
内
記
に
も
書
い
て
あ
る

が
、
本
物
を
見
た
こ
と
が
な
い
の
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だ
か
ら
贋
金
の
見
分
け
が
つ
く
筈

は
な
い
、
注
意
が
肝
要
か
も
知
れ

ぬ
が
注
意
の
し
や
う
が
な
い
。
金

子
さ
ん
は
、「
こ
れ
駄
目

」と

き

さ
れ
て
、
始
め
て
贋

貨
幣

を
珍
ら
し
さ
う
に
見
て
「
と
う

〳
〵
つ
か
ま
さ
れ
た
」
と
喜
ん
で

ゐ
た
。

上

の
町
に
は
印
度
人
の

査

が
ゐ
る
、
銀
行
會
社
の
入
口
に
も

必
ず
一
人
づ
ゝ
威
風
堂
々
と
立
つ

て
ゐ
る
、
一
ケ
月
二
十
五
弗ドル
位
で

雇
つ
て
あ
る
の
だ
さ
う
だ
が
、
支

那
人
の
鼠
賊
を

つ
拂
ふ
に
は
屈

竟
だ
さ
う
な
。
こ
の
印
度
人
は
非

常
に
日
本
人
に
好
感
を
も
つ
て
ゐ

る
か
ら
何
か
事
が
あ
つ
た
ら
こ
れ

に
頼
め
と
教
へ
て
貰
つ
た
が
、
別

に
印
度
人
を
煩
は
す
様
な
悶
着
も

起
ら
な
か
つ
た
。
四
辻
を
横
ぎ
る

と
き
に
、
印
度
人
の
交

査
が

わ
れ
〳
〵
に
向
つ
て
「
危
い

左

様
な
ら

」
と
い
つ
た
、
あ
の

で
存
外
の
愛
嬌
家
で
は
あ
る
。

船
は
四
時
に
出
帆
し
た
が
、
こ

の
と
き

く
に
碇
泊
し
て
ゐ
た
わ

が
「
桃
」
や
英
艦
の
「
ア
ー
ガ
ス
」

が
飛
行
機
の
襲
撃
を
う
け
た
こ
と

を
香
港
へ
來
て
か
ら
聞
い
た
、
そ

れ
か
ら
黄
浦
江
が
楊
子
江
に
合
す

る
と
こ
ろ
の
呉ウーソン
沖
で

く
南
北

の
會

が
あ
る
と
い
ふ
記
事
を
讀

ん
だ
、
や
れ
〳
〵
危
い
と
こ
ろ
だ

つ
た（

五
）
ヴ
エ
ラ

上

か
ら
楊
子
江
の
河
口
ま
で

は
四
十
浬
あ
る
、

に
出
な
い
う

ち
に
日
が
暮
れ
て
し
ま
つ
た
。
尤

も
ウーソン

沖
で
潮
待
ち
を
す
る
と
あ

つ
て
二
時
間

く
も
船
を
と
め
て

ゐ
た
。

源
を
西
藏
チベット

に
發
す
る
楊
子
江
は

流
域
三
千
里
、
兩
岸
が
か
す
か
に

見
え
て
ゐ
る
の
は
た
し
か
に
雄
大

だ
、

く
な
つ
て
水
の
汚
い
の
も

分
ら
な
く
な
つ
て
し
ま
つ
た
、
折

か
ら
東
の
波
間
か
ら
大
き
な
月
が

り
出
る
、
僕
が
十
五
夜
の
滿
月

だ
と
い
ふ
の
を
、
上

で
値
切
ら

な
く
て
は
す
ま
な
い
様
に
癖
づ
け

ら
れ
た
大
野
さ
ん
が
、
一
日
値
切

つ
て
無
理
矢
理
十
四
日
に
し
て
了

ふ
。楊

子
江

の
月
の
出
、
仲
麿
の

や
う
な
セ
ン
チ
メ
ン
タ
ル
な
氣
分

に
な
ら
な
い
ま
で
も
少
し
は
詩

が
動
き
さ
う
な
も
の
を
、
こ
れ
ま

た
意
外
、
こ
の
天
地
の
壯

を

に
し
て
、
微
風
に

を
な
ぶ
ら
せ

な
が
ら
、
船
尾
の
甲
板
で
は
甚
だ

や
か
な
ら
ぬ
話
が
は
づ
ん
で
ゐ

る
事
の

り
は
か
う
で
あ
る
。

こ
の
船
の
特
別
三
等
に
一
人
の

英
國
の
女
が
乗
つ
て
ゐ
る
。
名
を

ヴ
エ
ラ
・
バ
ー
ゼ
ス
と
い
つ
て
今

年
十
八
、
日
本
人
に

れ
ら
れ
て

東
京
に
來
て
ゐ
た
の
が
父
親
が
病

氣
に
な
つ
た
の
で
、
一
人
旅
を
し

て
家
に

る
の
だ
と
い
ふ
、
生
れ

は
倫
敦
ロンドン

の
サ
レ
ー
サ
イ
ド
、
癖
の

無
い
分
り
や
す
い
英
語
を
話
す
女

だ
。
ヴ
エ
ラ
は
敎
育
は
あ
ま
り
な

い
ら
し
い
が
、
日
本
で
仕

ま
れ

た
せ
い
か
、天
性
お
轉
婆
な
の
か
、

と
も
か
く
も
英
國
人
に
し
て
は
珍

し
く
愛
嬌
が
あ
つ
て
誰
に
で
も
話

し
相
手
に
な
る
の
が
取
柄
と
あ
つ

て
到
る
と
こ
ろ
で
も
て
ゝ
ゐ
る
。

ヴ
エ
ラ
は
横
濱
か
ら
乗
船
し
た

の
だ
さ
う
な
、
神

に
つ
く
迄
は

日
本
人
の
獨
占
で
、
ど
う
せ
向
ふ

へ
行
つ
た
ら
先
生
を
と
つ
て
會
話

の

を
し
よ
う
と
い
ふ

中
う

ま
い
奴
を
捕
ま
へ
た
と
後
生
大
事

に
機
嫌
を
と
つ
て
い
ゝ
氣
に
な
つ

て
𥡴
古
臺
に
し
て
ゐ
る
と
、
月
に

む
ら
雲
、
神

か
ら
乗
つ
た
ス

コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の

中
數
名
、
揃

ひ
も
揃
つ
て
い
ゝ
老
人
の
く
せ
に

す
つ
か
り
ヴ
エ
ラ
を
自
分

の
も

の
に
し
て
了
つ
て
、
日
本
人
の
先

取
特
権
を

害
し
た
、
こ
の
恨
み

を
ど
う
し
て
晴
ら
さ
う
か
と
い
ふ

の
が
話
の
中
心
で
あ
る
。

中
で
も
一
人
の
デ
ッ
プ
リ
太
つ

た
五
十
男
、
話
の

子
で
は
年
中

に
出
る
船
頭
ら
し
い
の
が
、
し

つ
つ
こ
く
ヴ
エ
ラ
に
く
つ
つ
い

て
、
檻
の
中
の
虎
み
た
い
に
甲
板

の
上
を

れ
立
つ
て
行
き
つ

り

つ
や
つ
て
ゐ
る
、
あ
い
つ
を

殺

し
て
は
と
い
ふ
議
が

る
。

殺

は
愚
に
し
て
拙
だ
、
一
體
船
中
で

殺
と
い
ふ
法
は
無
い
、
板
プランクを

歩

か
せ
る
と
か
マ
ル
ー
ン
と
云
つ
て

島
へ
置
き
ざ
り
に
す
る
と
か
然
る

べ
き
方
法
が
い
く
ら
も
あ
る
、
少

し
は
ス
チ
ー
ヴ
ン
ス
ン
で
も
讀
む

が
い
ゝ
と
い
ふ
抗
議
が
出
て

殺

は
お
流
れ
に
な
る
。

の
中
へ

ほ
う
り

む
の
は
ど
う
だ
ら
う
と

い
ふ

が
出
る
、
楊
子
江
は
恐
ろ

し
い
河
で
下
の
方
に

流
が
あ
つ

て
渦
を

い
て
ゐ
て
落
ち
た
が
最

後
助
か
り
つ
こ
は
無
い
さ
う
な
、

何
と
名
案
で
は
ご
ざ
ら
ぬ
か
と
提

案

が
鼻
を
う
ご
め
か
し
た
が
、

猫
の
頸
に
鈴
を
か
け
る
の
と
同
じ

で
、
相
手
が

さ
う
な
の
に
恐
れ

を
な
し
て
、
誰
一
人
自
分
が
や
ら

う
と
い
ふ
も
の
が
な
い
の
で
こ
れ

も
自
然

滅
、
結
局
は
そ
ん
な
直

接
行
動
を
と
ら
な
く
と
も
三
寸
不

爛
の
舌
を
揮ふる
つ
て
う
ま
く
ヴ
エ
ラ

を
こ
つ
ち
に
引
き
つ
け

と
い
ふ

健

が
勝
ち
を
制
し
て
、
呼
び

出
し
の
役
は
、
馴
染
の
古
い
と
こ

ろ
か
ら
大
野
さ
ん
が
相
つ
と
め
る

こ
と
に
な
つ
て
、
漫
談
會
は
解
散

し
た
。

潮
が
變
つ
た
の
か
船
が
動
き
出

す
、
月
は
も
う
三
竿
の
高
き
に
の

ぼ
つ
て
ゐ
る
。

「
汝
は
今
晩
八
時
に
わ
れ
〳
〵

の
茶
話
會
に
加
は
る
で
あ
ら
う

か
？
」
と
大
野
さ
ん
が
交
渉
し
て

來
る
。
氣
を
利
か
し
た
つ
も
り
の

ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
が
ど
う
感

ひ
を

し
た
も
の
か
、
八
時
に
ヴ
エ
ラ
を

僕
の
キ
ャ
ビ
ン
に

れ
て
來
た
の

で
僕
は
湯
上
り
の
だ
ら
し
な
い
と

こ
ろ
を
見
つ
け
ら
れ
て
少
々
面
喰

ら
っ
た
。

船
中
、
あ
み
だ
く
じ
と
い
ふ
わ

け
に
も
行
か
な
い
の
で
め
い
め
い

に
思
ひ
〳
〵
の
も
の
を
も
ち
よ
つ

て
甲
板
で
コ
ン
パ
を
や
る
。
ヴ
エ

ラ
を
中
心
に
し
て
話
の
花
が

く

｜
｜
と
い
ふ
と
聞
え
が
よ
い
が
、

實
は
會
話
篇
の
始
め
の
方
を
音
讀

し
て
ゐ
る

な
体
裁
と
思
へ
ば
大

し
た
間

ひ
は
な
い
。

一
人
、二
人
と
仲
間
が
ふ
え
て
、
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グ
ル
ー
プ
が
段
々
大
き
く
な
る
。

あ
と
か
ら
來
た
英
學

の
一
人
が

ヴ
エ
ラ
に
「
お

ヂ
ョ
ー
ヂ
・
エ

リ
オ
ッ
ト
は
好
き
か
。」と
無
理
な

こ
と
を
訊
く
。ヴ
エ
ラ
の
い
ふ「
彼ヒー

は
非
常
に
面
白
い
。」
い
か
さ
ま

ヂ
ョ
ー
ヂ
は
男
の
名
だ
。
ま
づ
こ

の
程
度
の
女
と
思
へ
ば
よ
ろ
し
。

そ
の
中うち
に

殺
さ
れ
損
つ
た
デ

ブ
さ
ん
ま
で
出
て
來
る
、
仕
方
が

な
い
か
ら
仲
間
に
入
れ
て
や
る
、

話
し
て
見
る
と
仲
々
面
白
い
親
爺

だ
、

殺
す
る
の
は
可
愛
想
だ
。

怪
し
い
文
句
の
う
た
を
う
た
つ
て

き
か
せ
て
か
ら
今
度
は
お

の
番

だ
と
隣
り
の
人
を
い
ぢ
め
て
ゐ

る
。
こ
の
邊
の
体
裁
總
て
洋
の
東

西
に
變
り
は
な
い
。
こ
の
親
爺
、

誰
も
名

を
知
ら
な
い
の
で
不
便

で
困
る
。
何
と
か
名
を
附
け
や
う

ぢ
や
な
い
か
と
い
ふ
相
談
が
出
て

ピ
ク
ヰ
ツ
ク
は
ど
う
だ
と
い
ふ

と
、
ヴ
エ
ラ
が
「
勿
體
な
い
わ
。」

と
い
つ
た
。
勿
論
こ
れ
は
僕
が
勝

手
に
日
本
の
女
の
言
葉
に
直
し
た

の
で
實
際
は
「
彼
は
そ
れ
に
値
せ

ぬ
」
と
い
つ
た
の
だ
が
と
も
か
く

も
ピ
ク
ヰ
ツ
ク
を
知
つ
て
ゐ
る
の

は
感
心
だ
。
と
う
〳
〵
ヴ
エ
ラ
が

一
晩
考
へ
て
こ
の
親
爺
に
羊シエパド
の

號
を
奉
る
こ
と
に
な
つ
た
、
ヴ

エ
ラ
自
身
が
小
羊
ラ
ム

で
そ
の
番
を
す

る
か
ら
だ
さ
う
だ
、
成
程
さ
う
い

へ
ば
狼
ら
し
い
奴
も
そ
の
邊
に
澤

山
ゐ
る
。

そ
の
外
ヴ
エ
ラ
は
い
ろ
ん
な
人

に
い
ろ
ん
な
渾
名
を
つ
け
て
ゐ

る
、
が
、
横
柄
な
女
、
高
慢
夫
人

な
ど
は
隨
分
知
慧
が
な
い
、
何
と

い
つ
て
も
敎
育
が
な
い
の
だ
か
ら

致
し
方
が
無
い
。
し
か
し
敎
へ
る

こ
と
に
興
味
を
も
つ
て
、
下
ら
な

い
こ
と
を
何

で
も
く
り

し
て

く
れ
る
か
ら
、
成
程
會
話
の
先
生

に
は

だ
ら
う
。
度
々
こ
ん
な

コ
ン
パ
を
や
ら
う
ぢ
や
な
い
か
と

約
束
し
て
そ
の
晩
は
閉
會
し
た
。

（
六
）
香
港

上

上

を
出
て
か
ら
三
日
目
の

ま
だ
き
船
は
香
港
の
港
に
入
る
。

入
口
左
手
に
む
き
出
し
の
大
砲
が

三
門
僕
た
ち
の
艀はしけ
を
睨
ん
で
ゐ

る
。「
大
砲
を
か
く
し
て
置
い
て
寫

眞
を
撮
る
な
、
な
ん
て
、
日
本
み

た
い
な
ケ
チ

い
こ
と
は
英
國
は

云
は
ね
い
ぞ
。
寫
眞
な
ん
か
撮
り

た
け
り
ゃ
い
く
ら
で
も
撮
れ
」
と

羊シエパド
が
香
港
の
總
督
み
た
い
な

を
し
て
い
ふ
。
け
れ
ど
も
船
の

示
板
に
は
「
撮
つ
ち
や
い
か
ん
」

と
出
て
ゐ
た
か
ら
、
と
う
〳
〵
撮

ら
な
か
つ
た
。

香
港
は
丁
度
雨
期
の
眞
最
中
で

あ
る
。
し
ば
ら
く
は
町
も
山
も
一

面
の
霧
に
包
ま
れ
て
ゐ
た
が
、
そ

の
う
ち
霧
が
晴
れ
て
ゆ
く
と
左
手

の
山
麓
に

ふ
て
蜂
の
巢
み
た
い

に
穴
だ
ら
け
の
四
角
な
建
物
が
並

ん
で
ゐ
る
町
が
夢
の

に
姿
を
現

は
す
。「

仙

境

の

魔

法

城

フエアリランドエンチャンテツド・キャスル

を
見
る
や
う
だ
。」
と
僕
が
い
ふ

と
、
ヴ
エ
ラ
が
傍
か
ら
「
わ
た
し

も
丁
度
さ
う
思
つ
て
ゐ
ま
し
た
。」

と
い
ふ
、
人
の
眞
似
を
す
る
な
。

そ
の
中
船
が
と
ま
る
、
例
に
よ

つ
て
汚
い
支
那
人
が
ど
や
〳
〵
入

り
こ
ん
で
來
る
。
甲
板
に
出
て
み

る
と
マ
ッ
チ
の
軸
で
賭
博
を
始
め

て
ゐ
る
。
賭
博
は
彼
ら
に
は
お
茶

を

む
の
と
同
じ
だ
さ
う
な
。
し

ば
ら
く
見
て
ゐ
る
と
、
同
じ
二
等

に
乗
つ
て
ゐ
る
敎
育
の
あ
る
ら
し

い
支
那
の
靑
年
が
傍
に
來
て

「
賭
博
か

ギャムブリング
？
」
と
訊
く
。「
さ
う

だ
。」
と
い
ふ
と
「
困
つ
た
癖
だ
な

あ
、
ど
こ
で
ゞ
も
こ
ん
な
事
を
始

め
て
。」と
眉
を
ひ
そ
め
る
。
文
字

り
の
列
國
環

の
中
で
、
か
う

し
た
同
國
人
の
醜
態
を
眼
の

に

見
せ
つ
け
ら
れ
て
ゐ
る
靑
年
の
心

に
一
寸
な
つ
て
み
る
。

香
港
の
見
物
は
自
動
車
で
島
の

ぐ
る
り
を
一
周
し
て
ピ
ー
ク
に
登

る
の
が
お
定
ま
り
に
な
つ
て
ゐ

る
。
僕
た
ち
も
例
の
五
人
で
案
内

人
に

れ
ら
れ
て
文
字

り
の
お

上
り
さ
ん
と
な
る
。

桟
橋
を
出
た
と
こ
ろ
が
ク
ヰ
イ

ン
ス
・
ス
ク
エ
ア
で
そ
の
右
手
に

は
ク
ヰ
イ
ン
ス
・
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ

だ
の
プ
リ
ン
セ
ス
・
ビ
ル
デ
ィ
ン

グ
だ
の
、
丸
ビ
ル
式
の
で
か
い
奴

が
い
く
つ
も
な
ら
ん
で
ゐ
る
。
雨

が
ぱ
ら
〳
〵
降
つ
て
ゐ
る
の
で
そ

の
軒
下
で
自
動
車
を
待
つ
て
ゐ
る

と
、

り
が
か
り
の
支
那
人
が
無

雑
作
に
紙
片
を

き
つ
け
て
金
子

さ
ん
を
驚
か
す
。
何
だ
と
い
ふ
が

分
ら
な
い
、
紙
片
を
見
る
と
ア
レ

キ
サ
ン
ド
リ
ア
・
ホ
テ
ル
と
書
い

て
あ
る
、
ホ
テ
ル
を
尋
ね
て
ゐ
る

の
ら
し
い
、
例
の
い
か
め
し
い
印

度
人
の
番
人
に
引
渡
し
て
や
る
。

生
れ
て
初
め
て
上
陸
し
た
ば
か
り

の
人
間
を
つ
か
ま
へ
て

を
き
く

と
は
氣
楽
な
奴
だ
。

自
動
車
に
の
つ
て
ド
ラ
イ
ヴ
に

出
か
け
る
、
蜂
の
巢
の
中
に
は
人

間
が
う
ぢ
や
〳
〵
う
ご
め
い
て
ゐ

る
、
こ
れ
が
總
督
の
邸
宅
で
、
こ

れ
が
植
物
園
で
、
こ
れ
が
醫
科
大

學
で
、
と
案
内

が
一
々

明
し

て
ゆ
く
。
町
を
は
な
れ
て
か
ら
も

の
綺
麗
な
こ
と
は
變
ら
な
い
。

東
京
の
眞
中
に
入
れ
て
も
勿
體
な

い
ほ
ど
の

路
を
惜
し
げ
も
な
く

山
の
中
へ

横
に

し
て
ゐ
る
。

ヂ
ョ
ン
・
ブ
ル
は
生
れ
つ
き
頑
固

で
、
一
旦
方
針
を
き
め
た
ら
徹
底

的
に
や
り

す
性
格
で
あ
る
上

に
、
金
が
豐
富
な
の
だ
か
ら
、
日

本
人
が
競

し
て
も
叶
は
な
い
。

こ
の
島
だ
つ
て
隨
分
氣
候
の

い
、
そ
れ
こ
そ
瘴せう
癘れい
の
地
だ
つ
た

ん
だ
が
、
不
屈
不
撓
の
努
力
で
と

う
〳
〵
自
然
を
征

し
て
了
つ
た

ん
だ
、
い
ま
〳
〵
し
い
ほ
ど
し
つ

こ
い
奴
だ
。

一
時
間

ほ
ど
の
ド
ラ
イ
ヴ
で

す
つ
か
り
島
を
廻
つ
て
了
つ
た
。

丁
度
雨
が
晴
れ
間
な
の
で
、
ケ
ー

ブ
ル
カ
ー
に
乗
つ
て
ピ
ー
ク
に
登

る
。
車
内
に

示
が
あ
つ
て
、

の
席
は
總
督
及
隨
員
の
席
だ
か
ら

閣
下
が
お
出
の
と
き
は
か
け
て
は

い
け
な
い
と
あ
る
、
御
威
光
ぶ
り

に
ま
づ
敬
意
を
表
す
る
。

こ
ゝ
の
軌

は
一
部
平
坦
な
と

こ
ろ
が
あ
る
の
で
、
車
躰
の
構

は
普

の
電
車
と
變
り
が
な
い
、

こ
の
點
は
日
本
で
今
方
々
に
や
つ

て
ゐ
る
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
と
多
少
趣

を
異
に
し
て
ゐ
る
。
從
つ
て
傾
斜

の

な
と
こ
ろ
へ
來
る
と
、
窓
か
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ら
見
へ
る
建
物
が
み
ん
な
傾
い
て

見
へ
る
。
大
野
さ
ん
は

を
糸
で

吊
し
て
見
て
妙
だ
妙
だ
と
喜
ん
で

ゐ
る
。

終
點
で
下
り
る
と
支
那
人
の
駕

屋
が
大
勢
ゐ
る
。
そ
こ
が
八
合
目

位
で
、
そ
こ
に
ま
た
山
を
鉢

に

い
て
ゐ
る
ア
ス
フ
ア
ル
ト
の

が
あ
る
。
そ
れ
を
五
分
の
一
ほ
ど

歩
い
て
山
の
上
か
ら
蜂
の
巢
を
見

下
す
。
折
よ
く
空
が
晴
れ
て
香
港

の
町
が
手
に
と
る

に
見
へ
る
。

こ
の
人
口
は
五
百
萬
あ
り
ま
す
、

と
案
内

が
い
ゝ
加
減
な
こ
と
を

い
ふ
。
そ
ん
な
に
あ
る
も
の
か
と

多
數

で
き
め
て
し
ま
ふ
、
尤
も

た
し
か
な
こ
と
は
こ
ち
ら
も
知
ら

な
い
。
い
や
誰
も
知
る
ま
い
。
上

で
き
い
た
と
き
は
百
萬
乃
至
二

百
萬
と
い
ふ
答
へ
で
あ
つ
た
。
乃

至
は
よ
か
つ
た
。
國
勢
調
査
を
や

ら
な
い
か
ら
致
し
方
が
な
い
。

町
の
上
を
舞
つ
て
ゐ
る
鳶
が
足

の
下
に
見
へ
る
、
港
に
輻
輳
し
て

ゐ
る
船
の
上
を
飛
行
機
が
二
三
臺

飛
ん
で
ゐ
る
、
そ
れ
も
遙
に
下
の

方
だ
。
金
子
さ
ん
が
お
得
意
の
飛

行
機
の
講
釋
を
始
め
る
。

を

と
ら
な
か
つ
た
令
夫
人
の
お
腹
に

氣
兼
を
し
て
、
山
上
の
展
望
を
割

愛
し
て
降
る
。

千
歳
ホ
テ
ル
と
い
ふ
日
本
人
經

營
の
旅

で
晝

を
た
べ
る
、
ま

だ
日
本
を
出
て
か
ら
十
日
に
も
な

ら
な
い
の
に
そ
ん
な
畳
の
上
を
な

つ
か
し
が
る
。
そ
ろ
〳
〵
船
の
洋

に
厭
き
て
來
て
ゐ
る
際
と
て
、

と
ろ
ろ
汁
や
香
の
物
も
馬
鹿
に
お

い
し
か
つ
た
。

案
内

を

つ
拂
つ
て
五
人
で

手
に
町
を
歩
く
。大
野
さ
ん
が
、

岸

り
を
走
つ
て
ゐ
る
二
階
の

電
車
ダ
ブ
ル
デ
カ
ー
と
い
ふ
奴
を

珍
ら
し
が
つ
て
是
非
乗
つ
て
見
た

い
と
せ
が
む
の
で
十

仙セント
奮
發
し

て
二
階
に
乗
る
。
冷
し
く
そ
し
て

安
く
町
を
見
物
す
る
の
に
は
い
ゝ

方
法
だ
。
勿
論
こ
の
電
車
が
ど
こ

へ
行
く
か
は
誰
も
知
ら
ぬ
、
兪
園

と
書
い
て
あ
る
か
ら
大
か
た

園

地
の

な
と
こ
ろ
へ
行
く
の
だ
ら

う
と
見
當
を
つ
け
て
ゐ
る
丈
で
、

下
さ
れ
る
と
こ
ろ
ま
で
行
く
氣
で

冷
し
い

を
し
て
ゐ
る
。

競
馬
場
ま
で
來
る
と
、
修
繕
中

の

路
が

行
止
め
に
な
つ
て
ゐ

る
の
で
否
應
な
し
に
下
さ
れ
て
了

ふ
。少
し
あ
る
く
と
墓
地
に
出
た
、

一
寸
入
つ
て
見
る
。
金
子
さ
ん
は

め﹅
か﹅
し
て
新
し
い
靴
を
穿
い
た
も

の
だ
か
ら
豆
が
出
來
て
困
つ
て
ゐ

る
、
大
野
さ
ん
は
無

に
喉
を
か

は
か
し
て
、
墓
地
内
の
噴
水
の
水

を

み
た
い
と
い
ひ
出
す
。
墓
地

を
出
て
誰
も
ゐ
な
い
競
馬
場
の

覧
席
で
休
憩
す
る
。
か
う
し
て
ゐ

る
と
豆
は
い
ゝ
が
、
喉
は
ま
す

〳
〵
ひ
ど
く
な
る
。
仕
方
が
な
い

か
ら
、
競
馬
場
の

り
を

分
廻

つ
て
ま
た
電
車
の
二
階
に
乗
つ
て

町
の
中
央
迄

つ
た
。

（
六
）
香
港

下

大
野
さ
ん
の
喉
に
敬
意
を
表
し

て
、
電
車
を
降
り
る
と
早

安

園
と
い
ふ
料
亭
に
上
つ
た
、
令
夫

人
の
威
光
で
婦
人
室
に

さ
れ

る
。ボ

ー
イ
が
メ
ニ
ュ
ー
を
も
つ
て

來
る
、
見
る
と
九
品
あ
つ
て
八
十

仙
と
あ
る
、
馬
鹿
に
安
い
。
そ
の

分
量
が
ま
た
頗
る
驚
く
べ
き
も
の

で
、
こ
れ
だ
け
あ
つ
た
ら
僕
の

な
上
品
な
人
間
な
ら
優
に
二
日
分

の

糧
は
あ
る
。
支
那
人
は
こ
れ

を
み
ん
な
た
べ
る
の
か
知
ら
ん
と

今
更
の

に
驚
嘆
す
る
。

デ
ザ
ー
ト
・
コ
ー
ス
に
入
る
と
、

ボ
ー
イ
が「
珈
琲
か
、
お
茶
か
？
」

と
訊
ね
に
來
る
、
代
り
に
ア
イ
ス

ク
リ
ー
ム
を

べ
や
う
と
衆
議
一

し
た
の
で
ボ
ー
イ
に
さ
う
い
ふ

と
「
變
へ
ら
れ
な
い

ノ
ー
・
カ
ン
・
チ
エ
ン
ヂ

」
と
い
ふ
。

變
へ
ら
れ
な
い
の
は
承
知
だ
、
別

に
お
金
を
拂
ふ
ん
だ
よ
、
と
い
つ

て
や
る
と
分
つ
た

な

を
し
て

引
下
る
。
し
ば
ら
く
す
る
と

や

つ
て
來
て「
珈
琲
か
、
お
茶
か
？
」

と
訊
く
。「
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
だ

よ
。」
と
い
ふ
と
ま
た
「
ノ
ー
、
カ

ン
、
チ
エ
ン
ヂ

」
分
か
ら
な
い

奴
だ
、
こ
い
つ
英
語
を
知
ら
ぬ
と

見
へ
る
。
み
ん
な
で
い
ろ
〳
〵
に

わ
い
〳
〵
い
ふ
と
、
そ
れ
で
も
到

頭
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
を
も
つ
て
來

た
。勘

定
を
も
つ
て
來
た
の
で
「
日

本
の
金
を
と
る
か
？
」と
訊
く
と
、

勘
定
書
の

明
を
始
め
る
、
ア
イ

ス
ク
リ
ー
ム
の
代
が
計
上
し
て
あ

る
の
を
小
言
を
い
ふ
と
で
も
勘

を
し
た
ら
し
い
。
こ
ん
な
奴
を
相

手
に
し
て
も
仕
方
が
な
い
か
ら
、

收
銀
處
と
い
ふ
札
が
出
て
ゐ
る
勘

定
臺
に
ゆ
く
。
書
き
附
け
を
見
せ

て
「
日
本
の
金
を
と
る
か
」
と
き

く
と
、
ま
た

明
を
始
め
る
、
こ

い
つ
も
駄
目
と
見
へ
る
。
仕
方
が

な
い
か
ら
紙
幣
を
出
し
て
見
せ

る
、
い
け
な
い
と
い
ふ
、
金
子
さ

ん
が
磅ポンド
の
金
貨
を
出
し
て
見
せ

る
、
矢
張
り
い
け
な
い
、
英
領
で

も
英
貨
は

ら
な
い
の
と
見
へ

る
。向
ふ
で
は
し
き
り
に「

外
アウトサイド、

外アウトサイド」と
い
つ
て
ゐ
る
。
外
で
兩

替
を
し
て
來
い
と
い
ふ
ら
し
い
。

「
兩
替
屋
は
ど
こ
だ
」
と
き
く
、

矢
つ
張
り
分
か
ら
な
い
。
最
後
の

ラ
ン
チ
が
八
時
だ
の
に
も
う
七
時

を
廻
つ
て
ゐ
る
、
困
つ
た
こ
と

に
な
つ
て
來
た
。
仕
方
な
く
み
ん

な
が
揃
つ
て
出
て
ゆ
く
と
店
の
小

が
先
に
立
つ
、
さ
て
は
此
奴
が

案
内
す
る
の
と
見
へ
る
。
馬
を
附

け
る
と
い
ふ
こ
と
が
あ
る
が
、
こ

ん
な
調
子
か
な
と
考
へ
る
。

町

ば
か
り
行
つ
た
煙
草
屋
へ
入
る
、

金
を
替
へ
る
か
と
き
く
と
、
い
く

ら
で
も
と
い
ふ
、
商
賣

だ
け
あ

つ
て
こ
い
つ
仲
々
流
暢
に
英
語
を

話
す
、
始
め
て
明
る
み
へ
出
た
心

も
ち
に
な
る
。

立
て
替
へ
つ
づ
き
で
金
子
さ
ん

は
も
う
す
つ
か
り
邦
貨
を
き
ら
し

て
了
つ
た
。
こ
の
邊
で
一
つ

算

を
し
よ
う
と
、
船
へ

つ
て
か
ら

喫

室
で
計
算
を
や
る
。
こ
の
計

算
が
上

以
來
う
つ
ち
や
つ
て
あ

る
の
で
面
倒
な
こ
と
夥
し
い
。
甲

が
邦
貨
で
出
し
た
の
も
あ
る
、
乙

が
上

の

銀
で
拂
つ
た
の
も
あ

る
、
兩テールの
香
港
の
金
へ
甲
乙
の
上

の
金
や
邦
貨
を
兩
替
し
て
足
し

た
こ
と
も
あ
る
。
上

で
は
邦
貨

一
圓
で
一
弗ドル
六
仙セントだ
つ
た
、
香
港
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で
は
邦
貨
一
圓
が
九
十
四
仙セント
だ
。

考
へ
る
ほ
ど
分
ら
な
く
な
つ
て
來

る
。
平
生
金
融
だ
の
貨
幣
論
だ
の

と
金
の
こ
と
ば
か
り
い
つ
て
ゐ
る

く
せ
に
、
邦
貨
一
圓
は
凡
て
一
弗ドル

の
計
算
に
し
よ
う
と
大
野
さ
ん
が

暴
な
こ
と
を
云
ひ
出
す
、
異
議

も
あ
つ
た
が
、
さ
て
簡
単
に
計
算

す
る
。
名
案
も

ば
な
い
の
で
、

と
う
〳
〵
こ
の
横
車
が

つ
て
誰

が
損
を
し
た
の
か
得
を
し
た
の
か

分
ら
ず
了
ひ
に

る
。

日
は
十
一
時
の
出
帆
だ
と
い

ふ
の
を
、
大
野
さ
ん
と
二
人
切
り

で
、
ト
ー
ス
ト
丈
け
で

を
棄

権
し
て
ま
た
買
物
に
上
陸
す
る
。

香
港
や
上

の
金
を

し
て
置

く
の
が
厭
な
の
で
あ
る
丈
使
つ
て

了
ふ
こ
と
に
す
る
。

郵
便
局
を
出
る
と
香
港
の
五
仙

貨
幣
一
つ

つ
て
ゐ
た
。
そ
れ
で

ば
た
の

草
屋
で

草
を
買

ふ
。
錢
を
出
し
て
、
ゴ
ー
ル
ド
と

い
ふ

草
を
と
る
と

草
屋
の
親

爺
が
う
な
づ
い
て
見
せ
る
。
向
ふ

に
は
異
議
は
な
い
ら
し
い
が
こ
ち

ら
に
損
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。

ド
ラ
ゴ
ン
と
い
ふ
の
を
と
る
、
矢

つ
張
り

つ
て
ゐ
る
、
ネ
イ
ヴ
イ

カ
ツ
ト
を
と
る
と
い
け
な
い
と
い

つ
て
指
を
八
本
出
す
、
八
仙
な
ん

だ
ら
う
。
ど
う
も

不
足
な
し
と

い
ふ
と
こ
ろ
を
見
つ
け
る
の
は
骨

が
折
れ
る
。
グ
ロ
ー
ブ
を
と
つ
て

大
野
さ
ん
が
「
幾
何
い
く
ら

」
と
書
い
て

見
せ
る
、
さ
つ
ぱ
り

じ
な
い
、

こ
の
親
爺
無
學
と
見
え
る
。
諦
め

て
グ
ロ
ー
ブ
に
す
る
。
そ
の
次
に

は
大
野
さ
ん
が
日
本
の
銅
貨
を
二

つ
出
し
て
こ
れ
で
一
箱
せ
し
め

と
す
る
、
親
爺
承
知
し
な
い
、
こ

ん
な

草
屋
に
は

働

相
手
の

草
の
一
本
賣
り
が
あ
る
、
そ

ん
な
箱
が
三
つ
口
を
あ
け
て
あ

る
。
大
野
さ
ん
そ
れ
に
眼
を
つ
け

て
そ
れ
か
ら
二
本
ぬ
き
出
す
、
親

爺
が

つ
て
ゐ
る
の
で
も
う
二
本

ぬ
き
出
す
、
中
々
圖
々
し
い
。
あ

と
で
き
く
と
こ
の
一
本
賣
り
は
矢

張
り
二
本
で
一
仙
な
ん
だ
さ
う
だ

が
、
日
本
の
一
錢
は
こ
ゝ
の
一
仙

に
は

ら
な
い
ん
だ
か
ら
、
そ
れ

だ
け
は
こ
の
親
爺
損
を
し
た
わ
け

だ
、
大
野
さ
ん
も
罪
な
人
だ
。

こ
ん
度
は
大
野
さ
ん
の
も
つ
て

ゐ
る
二
十
五

仙セント
で
俥
屋
を
ひ
や

か
す
、「
棧
橋

」と
い
つ
て
二
十

五

仙セント
出
し
て
み
せ
る
と
い
け
な

い
、
指
を
三
本
出
す
、
そ
ん
な
に

は
金
が
無
い
。
そ
の
中
よ
い
鳥
が

來
た
と
で
も
思
つ
た
も
の
か
四
方

か
ら
車
夫
が
集
つ
て
來
る
。
日
本

で
い
つ
た
ら
一
寸
丸
の
内
と
い
つ

た

な
と
こ
ろ
で
汚
い
車
夫
の
包

圍
攻
撃
を
う
け
た
の
は
些
か
面
喰

ら
つ
た
。
二
人
で
二
十
五
仙セントし
か

な
い
と
も
知
ら
な
い
で
摑
み
合
は

ぬ
ば
か
り
に
奪
ひ
合
ひ
を
や
つ
て

ゐ
る
奴
も
あ
る
。
大
野
さ
ん
う
ろ

た
へ
て
し
き
り
に「
不
要
ブーヨー

不
要
ブーヨー

」

と
唯
一
の

語
を
振
り
ま
わ
す
が

一
向
利
き
目
が
無
い
、
無
い
の
も

理
、
香
港
で
は
同
じ
意
味
を

「
無ムーハイ
」

は
「
無
有
ムーユー

」
と
い
ふ

の
だ
さ
う
な
、
錢
も
同
じ
だ
、
手

を
振
り
な
が
ら
や
つ
と
圍
み
を
ぬ

け
て
出
る
、
腋
の
下
か
ら
汗
が
出

た
。
で
も
し
ま
ひ
に
と
う
〳
〵
目

的
を

し
て
一
人
十

仙セント
づ
つ
で

棧
橋
ま
で
支
那
の
俥
に
乗
つ
て
見

た
。香

港
は
上

ほ
ど
物
價
は
安
く

な
い
が
秩
序
の
維
持
さ
れ
て
ゐ
る

こ
と
は
上

と
は
比
較
に
な
ら

ぬ
。
旅
客
は
安
心
し
て
一
人
歩
き

が
出
來
る
。
俥
夫
だ
つ
て
無

に

ね
だ
り
は
せ
な
か
つ
た
、
そ
れ
で

も
泥
棒
町
と
い
ふ
の
が
あ
つ
て

公
々
然
と
臓
品
の
販
賣
を
や
つ
て

ゐ
て
、
自
分
の

ら
れ
た
品
と

然
し
て
も
金
を
出
さ
ぬ
と
手
に
入

ら
な
い
さ
う
な
。
時
計
な
ん
か
嘘

み
た
い
に
安
い
か
ら
行
つ
て
御
覧

な
さ
い
と
す
ゝ
め
ら
れ
た
が
馬
鹿

ら
し
い
か
ら
行
か
な
か
つ
た
。
日

本
の
や
う
に
無

と
警
察
の
威
張

る
國
も
滿
更

い
こ
と
ば
か
り
で

は
な
い
。

十
一
時
蜂
の
巢
の
町
に
わ
か
れ

を
告
げ
て
出
帆
す
る
。

（
七
）
新
嘉
坡
ま
で

香
港
ま
で
來
る
と

に
暑
く
な

つ
た
。

計
は
八
十
度
位
な
ん

だ
け
れ
ど
、

氣
の
多
い
せ
い
か

非
常
に
身
に
こ
た
へ
る
、
キ
ャ
ビ

ン
の
中
へ
入
る
と
む﹅
つ﹅
と
す
る
、

こ
れ
か
ら

苦
し
い
夜
が
つ
ゞ
く

に
な
つ
た
、
こ
れ
で

り
ま
で

か
ら
だ
が
つ
づ
く
か
知
ら
と
心
細

い
こ
と
を
い
ふ
人
も
出
來
て
來

た
。か

う

く
な
る
と
そ
ろ
〳
〵
禮

儀
が

れ
て
來
る
。
ワ
イ
シ
ャ
ツ

を
着
て
ダ
ブ
ル
カ
ラ
を
つ
け
て
ゐ

る
の
が
い
か
に
も
苦
し
い
。
西
洋

の
女
の
凉
し
さ
う
な

が
羨
ま
し

く
て
仕
方
が
な
い
。「
あ
い
つ
等
生

意
氣
だ
、
わ
れ
〳
〵
に
こ
ん
な
窮

屈
な
思
ひ
を
さ
せ
て
」
と
そ
ろ

〳
〵
不
平
が
出
る
、
國
に
ゐ
る
と

自
分

も
女
に
重
い
お
太

を
脊

負
は
せ
て
ゐ
る
こ
と
は
棚
に
あ
げ

て
ゐ
る
。

御
承
知
の

り
船
の
お
湯
は
鹽

水
だ
、
こ
い
つ
に
入
つ
て
出
て
來

る
と
汗
が
と
め
度
な
く
出
る
、
ダ

ブ
ル
カ
ラ
な
ど
思
ひ
も
よ
ら
ぬ
、

と
い
つ
て
い
く
ら
浴
衣
一
枚
で
も

キ
ャ
ビ
ン
の
中
は
狹
苦
し
い
。

に
最
も
勇
敢
な
の
が
思
ひ
切
つ
て

そ
の
ま
ゝ
甲
板
に
飛
び
出
す
と
、

待
つ
て
ま
し
た
と
い
は
ぬ
ば
か
り

に
續
々
と
浴
衣
姿
が
甲
板
に
並

ぶ
、
よ
く
ぞ
男
に
生
れ
け
る
と
ば

か
り
、
碧
い
眼
の
女
ど
も
を
尻
目

に
か
け
て
、
甲
板
椅
子

デ
ツ
キ
チ
エ
ア

の
上
に
ふ

ん
ぞ
り

る
と
、

は
遠
く
波
を

か
す
め
て
、
浪
の
彼
方
は

か
越

か
、
明
月
に
似
た
太
白
が
き
ら
き

ら
と
き
ら
め
き
出
す
。

衣

足
つ
て
禮

を
知
る
と
孔

子

が
仰
し
や
つ
た
、
成
程
衣

足
る
の
は
そ
の
第
一
條
件
に
は
相

あ
る
ま
い
が

度
の
適
當
な
こ

と
も
た
し
か
に
そ
の
一
條
件
だ
、

流
石
に
西
洋
の
紳
士

も
欄
干
の

エ
ナ
メ
ル
が
溶
け
て
着
物
に
く
つ

つ
き
出
す
と
た
ま
り
か
ね
て

動

シ
ヤ
ツ
で
胡
魔
化
し
出
す
、
中
に

は
ネ
ク
タ
イ
ま
で
さ
ぼ
つ
て
ゐ
る

奴
も
あ
る
。

日
本
人
で
は
夕

後
洋

を
着

て
ゐ
る
の
は
一
人
も
な
く
な
つ

た
。
着
物
が
ゆ
る
め
ば
氣
も
ゆ
る
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む
、
左
黨
は
更
に
蜀
を
望
ん
で

ビ
ー
ル
を
呼
ぶ
、

ひ
が
廻
れ
ば

も
う
孔
子

と
は
縁
が
切
れ
る
。

デ
カ
ン
シ
ヨ
が
は
じ
ま
る
、
は
て

は
安
來

の
合
唱
と
あ
つ
て

合
唱
ク
ワ
イ
ア

が
甲
板
の
一
隅
に
陣
ど
る

と
、
ス
チ
ュ
ー
ワ
ー
ド
が
帽
子
を

ざ
る
の
代
り
に
し
て
怪
し
い

鰌
掬

どぜうすく
ひ
の
踊
り
が
始
ま
る
。
お
弟

子
さ
ん
の
晝

を
叱
つ
て
糞
土
の

牆しやうは
塗
る
べ
か
ら
ず
と
仰
し
や
つ

た
聖
人
が
こ
れ
を
御
覧
に
な
つ
た

ら
何
と
い
は
れ
る
か
知
ら
。

マ
ル
セ
イ
ユ
ま
で
の
四
十
日
を

た
だ

ぶ
の
は
勿
體
な
い
と
僕
は

大
分
慾
ば
つ
て
い
ろ
〳
〵
仕
事
を

も
ち

ん
で
來
た
の
だ
が
、
二
三

日
經
つ
と
そ
れ
は
絶
對
不
可
能
だ

と
分
つ
た
。
第
一
は
落
付
い
て
仕

事
を
す
る

な
場
所
が
な
い
、
第

二
に
は
少
し
仕
事
に
か
ゝ
る
と
矢

張
り
氣
分
が

く
な
る
。
そ
れ
に

さ
が
加
は
つ
て
か
ら
は
か
ら
だ

一
つ
を
も
て
あ
ま
し
て
、

不
足

の
重
い
頭
を
ぐ
ら
つ
か
せ
て
ゐ
る

の
だ
か
ら
碌
な
こ
と
の
出
來
る
筈

は
な
い
。
仕
方
が
な
い
か
ら
デ
ツ

キ
ゴ
ル
フ
を
や
つ
た
り
、

雀
を

や
つ
た
り
、
晝

を
し
た
り
、
漫

談
を
し
た
り
で
一
日
を
つ
ぶ
し
て

し
ま
ふ
。
岡
で
み
ん
な
が
一
生
懸

命
や
つ
て
ゐ
る
の
を
考
へ
る
と
、

甚
だ
相
濟
ま
ぬ
氣
が
す
る
が
、
目

的
地
に
向
つ
て

行
す
る
と
い
ふ

仕
事
丈
は
や
つ
て
ゐ
る
の
だ
か
ら

外
は
ま
づ
止
む
を
得
ぬ
と
妙
な
と

こ
ろ
で
あ
き
ら
め
を
つ
け
る
。

尤
も
ど
こ
で
も
み
ん
な
同
じ

態
ら
し
い
。
甲
板
椅
子
で
ゐ
ね
む

り
を
し
て
ゐ
る
、
ぽ﹅
か﹅
ん﹅
と

を

眺
め
て
ゐ
る
、
た
ま
た
ま
本
を
讀

ん
で
ゐ
る
か
と
思
ふ
と
大
衆
文
藝

位
が
落
ち
、
西
洋
人
の
見
て
ゐ
る

本
だ
つ
て
横
に
書
い
て
あ
る
だ
け

で
、

に
書
き
直
し
た
ら
講
談
倶

部
位
の
と
こ
ろ
だ
。
喫

室
に

入
つ
て
見
る
と
花
合
せ
、

雀
、

チ
エ
ス
、
ト
ラ
ン
プ
、
そ
れ
か
ら

ビ
ー
ル
、
呆
れ
て
も
の
が
い
へ
な

い
、
な
に
、
僕
は
何
を
し
て
ゐ
る

か
つ
て
？
、
僕
は
、
そ
の
そ
れ
か

う
い
ふ

態
を

察
し
て
あ
る
い

て
ゐ
る
の
さ
。

香
港
か
ら
大
分
澤
山
西
洋
人
が

乗
り
こ
ん
だ
の
で
一
等
の
方
で
は

兎
角
日
本
人
が
壓
倒
さ
れ

だ
さ

う
な
、
そ
し
て
双
方
と
も
ツ
ン
と

し
て
ぎ﹅
こ﹅
ち﹅
な
い
思
ひ
で
日
を

つ
て
ゐ
る
と
い
ふ
。
わ
れ
わ
れ
の

方
は
特
三
を
い
れ
て
西
洋
人
と
日

本
人
と
略ほゞ
同
數
で
し
か
も
頗
る
平

民
的
に
交
り
合
つ
て
ゐ
る
か
ら
一

向
窮
屈
な
思
ひ
は
せ
な
い
で
す
む

が
あ
ま
り
品
の
よ
い
の
が
少
い
の

は
少
々
悲

す
る
。

羊セパード
で

つ
て
ゐ
る
船
長
は
世

界
を
跨
に
か
け
て
何
十
年
か
を

で

つ
た
古

だ
。
上

か
ら

乗
つ
た
片
目
の
親
爺
は
漢
口
の
落

武

で
、
喰
つ
き
相
な
恰
好
を
し

て
い
つ
も
マ
ド
ロ
ス
パ
イ
プ
を
放

さ
ぬ
と
こ
ろ
は
ど
う
し
て
も
デ
イ

ケ
ン
ス
に
あ
り
さ
う
な
奴
、
そ
の

外

か
ら
ウ
ヰ
ス
キ
ー
を
あ
ほ
つ

て
は
痰
ば
か
り
吐
い
て
ゐ
る
髪
の

毛
の
薄
い
男
、
上
陸
す
る
度
に
ト

フ
ヒ
ー
を
買
つ
て
來
て
は
ヴ
エ
ラ

の
機
嫌
を
と
つ
て
ゐ
る
顎
の
無
い

男
等
等
、
碌
な
の
は
ゐ
な
い
。
此

奴
等
み
ん
な
シ
ル
ヴ
ァ
の
手
下

で
、
い
つ
か
僕
た
ち
を
縛
り
あ
げ

て
凄
い
文
句
を
並
べ
る

賊
の
一

味
で
は
な
い
か
知
ら
と
時
々
考
へ

て
見
る
。
こ
の
荒
く
れ
男
の
中
に

交
つ
て
、
學
校
に
行
く
た
め
倫
敦

に

つ
て
ゆ
く
と
い
ふ
十
二
の

イ
ー
ヴ
ァ
が

で
捕
へ
た
カ
ナ
リ

ヤ
を

ひ
な
ら
し
て
手
に
の
せ
て

パ
ン
や

つ
葉
を
た
べ
さ
せ
て
ゐ

る
の
は
レ
フ
レ
ツ
シ
ン
グ
な
光
景

だ
。こ

の

賊
共
が
、
相
手
に
な
つ

て
や
れ
ば
い
ゝ
氣
に
な
つ
て
、
夕

が
す
む
と
い
つ
も
ウ
ヰ
ス
ト
に

呼
び
に
來
る
の
は
い
ゝ
と
し
て
、

同
じ
身
分
と
で
も
思
つ
て
ゐ
る
の

か
、
お

、
お

と
仲
間
扱
に
す

る
、
見
損
つ
て
無
禮
を
申
す
な
、

か
う
見
へ
て
も
我
輩
は
日
本
政
府

の
命
を
う
け
て
お

の
國
へ
お

の
生
活
を
研
究
に
ゆ
く
留
學

生
だ
、
か
う
し
て
他
愛
も
な
く
お

と
ト
ラ
ン
プ
を
弄
ん
で
ゐ
る

間
に
で
も
絶
え
ず
お

に

察

の
眼
を
光
ら
せ
て
ゐ
る
の
だ
。

二
十
四
日
正
午
の
報
告
に
は
北

緯
七
度
五
十
七
分
と
出
て
ゐ
る
、

夜
甲
板
に
出
て
見
る
と
北
極
星
が

地
平
線
に
く
つ
つ
き
さ
う
に
な
つ

て
ゐ
る
、
思
へ
ば
一
路
は
る
け
く

も
來
つ
る
も
の
か
な
、
あ
す
は
未

明
に
新
嘉
坡

シンガポール
に
入
港
す
る
豫
定

だ
。（

八
）
新
嘉
坡

午

六
時
新
嘉
坡

シンガポール
に
入
港
す

る
、
と
忽
ち
名
物
の
錢
拾
ひ
、
カ

ヌ
ー
に
乗
つ
た
素
裸
の
黑
い
奴
が

舷
側
を
目
が
け
て
集
ま
つ
て
來

る
。
銀
貨
を
投
げ
て
や
る
と
つ
と

飛
び

ん
で
拾
つ
て
來
る
の
は
別

に
珍
ら
し
く
も
な
い
藝
當
だ
が
、

草
を
く
は
へ
て
ゐ
る
奴
が
矢

庭
に
火
の
つ
い
た
方
を
口
に
入
れ

て
、
飛
び
こ
ん
で
拾
つ
て
上
つ
て

來
る
と
、
す
ま
し
て
そ
い
つ
を
口

か
ら
出
し
て
氣

さ
う
に
す
ぱ
り

す
ぱ
り
と
や
る
の
は
些
か
珍
と
す

る
に
足
る
。「
あ
い
つ
等
黄
色
い
唾

を
吐
く
よ
」
と
大
野
さ
ん
し
き
り

に
妙
な
こ
と
を
感
心
し
て
ゐ
る
。

九
時

ぎ
に
例
の
五
人
で
上
陸

し
た
。
新
嘉
坡
は
自
動
車
で
駈
廻

る
べ
き
町
で
あ
る
、
ぢ
つ
と
し
て

ゐ
る
と
す
ぐ
汗
が
滲
み
出
る
。
町

を
か
け
ぬ
け
て
ゆ
く
と
い
ろ
い
ろ

の

ひ
が
鼻
を
う
つ
、
支
那
人
街

特
有
の

ひ
、
甘
つ
た
る
い
パ
イ

ン
ア
プ
ル
罐
詰
工
場
の

ひ
、
胸

の

く
な
る
ゴ
ム
會
社
の

ひ
、

す
ぐ
頭
に
來
る
カ
レ
ー
の

ひ

等
、
等
。

町
に
は
種
々
雑
多
な
人
種
が
の

ら
り
く
ら
り
と
歩
い
て
ゐ
る
、
支

那
人
、
マ
レ
ー
人
、
印
度
人
、
日

本
人
そ
れ
に
白
人
種
、
ま
る
で
世

界
人
種
博
覧
會
を
見
る
や
う
だ
。

眞
黑
な
の
は
印
度
人
の
一
種
だ
さ

う
な
、
茄
子
み
た
い
に
黑
光
に
光

つ
た
見
事
な
奴
が
時
々
眼
に
つ

く
、
佛
像
は
色
も
そ
の
ま
ゝ
に
あ

ら
は
し
た
も
の
ぢ
や
な
い
か
と
不

圖
考
へ
た
。
但
し
悉

太
子
は
元

來
金
枝
玉
葉
の
お
ん
身
で
も
つ
と

お
白
く
在
し
た
筈
だ
が
。
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町
を
は
な
れ
る
と
椰
子
の
林
に

出
る
、
こ
れ
が
タ
ン
ヂ
ヨ
ン
・
カ

ト
ン
だ
。
六
七
丈
も
あ
ら
う
と
い

ふ
ひ
よ
ろ
長
い
椰
子
の
木
が
矗ちく
々

と
立
ち
並
ぶ
林
の
中
を
走
つ
て
ゆ

く
と
、
何
だ
か
野

人
に
な
つ
て

し
ま
つ
た
や
う
で
、

轉
手
自
慢

の
ド
ウ
ヂ
が
と
ん
だ
時
代
錯

の

な
氣
が
す
る
。

そ
の
う
ち
水
源
地
に
出
た
、
靑

い
池
の
向
ふ
に
こ
ん
も
り
と
茂
つ

た
森
が
い
く
つ
も
並
ん
で
、
ひ
つ

そ
り
と
靜
ま
り
か
へ
つ
て
ゐ
る
の

が
何
と
な
く
物
凄
い
。
何
萬
年
と

落
ち
積
ん
だ
朽
葉
に
磁
氣
が
生
じ

て
こ
れ
に

る
れ
ば
忽
ち
に
生
命

を
失
ふ
と
い
ふ
恐
ろ
し
い
熱
帯
の

森
の
物
語
を
思
ひ
出
す
。「
こ
の
奥

に
は
鰐
が
住
ん
で
ゐ
て
時
々
出
て

來
ま
す
」
と
案
内

が
と
ん
だ
打

こ
は
し
を
い
ふ
。
壯
美
と
滑
𥡴
と

は
相
距
る
僅
に
一
歩
の
み
、
こ
れ

で
僕
の
空
想
は
滅
茶
滅
茶
に
さ
れ

て
し
ま
つ
た
。

水
源
地
を
出
て
か
ら
ゴ
ム
園
を

訪
ふ
て
ゴ
ム
の

取
方
法
や
製

法
を

明
し
て
貰
ふ
。

こ
ゝ
で
一
旦
切
り
あ
げ
て
旅

で
晝

を
た
べ
て
か
ら
、
ヂ
ヨ

ホ
ー
ル
に
出
か
け
る
。
ヂ
ヨ
ホ
ー

ル
は
ヂ
ヨ
ホ
ー
ル
王
國
の
首

で

新
嘉
坡
か
ら
十
八
哩
、
そ
の
間
を

工
場
の
ベ
ル
ト
を
の
ば
し
て
敷
い

た

な
黑
い
つ
や
〳
〵
し
い
ア
ス

フ
ア
ル
ト
の

が
つ
づ
く
。
そ
の

上
を
ド
ウ
ヂ
が
快
く
滑
る
、
兩
側

に
は
ゴ
ム
の
林
が
は
て
も
な
く
ひ

ろ
が
つ
て
ゐ
る
。

新
嘉
坡
と
ヂ
ヨ
ホ
ー
ル
と
の
間

の

峽
に
は
コ
ー
ズ
ウ
エ
ー
が
築

か
れ
て
ゐ
て
こ
の
島
を

島
に
つ

な
い
で
ゐ
る
が
、
そ
の
兩
端
に
は

關
が
あ
つ
て
土
人
の
役
人
が
見

張
り
を
や
つ
て
ゐ
る
。
阿
片
の
密

出
入
な
ど
は
中
々
嚴
し
く
取
締

る
の
だ
さ
う
な
。
第
一
の
關
門
で

は

若

い

番

人

が

「
お

り
な
さ
い

ゴ
・
ア
ヘ
ツ
ド
・
マ
ス
タ

」
と
云
つ
た

き
り
で
あ
つ
た
が
第
二
の
關
門
で

は
自
動
車
を
と
め
て
中
を
ぢ
ろ

〳
〵
の
ぞ
い
た
。

自
動
車
は
ヂ
ヨ
ホ
ー
ル
の
王

の
宮
庭
へ

慮
な
く
入
つ
て
ゆ

く
、
い
か
め
し
い
歩
哨
が
立
つ
て

ゐ
る
が
何
と
も
い
は
な
い
、
宮
殿

の

を

る
と
中
で
は
何
か
催
し

が
あ
る
ら
し
く
、

快
な
音

の

音
が
聞
へ
て
ゐ
た
。

そ
れ
か
ら
回
々
敎
の
會
堂
を
見

た
、
堂
は
大
理
石
の
素
晴
ら
し
い

建
築
だ
が
、
中
は
が
ら
ん
と
し
て

敎
壇
の
外
何
も
な
い
の
は
何
だ

か
少
し
物
足
ら
ぬ
氣
が
し
た
、
番

人
に
お
禮
を
二
十
仙
や
つ
た
ら

「
テ
レ
マ
カ
セ
」
と
い
つ
て
に
つ

こ
り
し
た
、「
有
り
難
う
」と
い
ふ

意
味
だ
さ
う
な
。

そ
の
次
に
は
國
王
の
墓
所
を
見

た
、
大
理
石
の
立
派
な
も
の
だ
。

丁
度
土
人
が
二
人
經
典
を
開
い
て

鼻
唄
で
も
う
た
ふ

な
調
子
で
お

經
を
讀
ん
で
ゐ
た
。
五
分
ほ
ど

に
覺
え
た
ば
か
り
の
テ
レ
マ
カ
セ

を
早

役

に
應
用
し
て
こ
ゝ
を

辭
し
た
。

新
嘉
坡

シンガポール
へ

つ
て
植
物
園
を
見

た
、
熱
帶
植
物
が
一
と

り
集
め

て
あ
る
ら
し
く
、
そ
の

の
人
が

見
た
ら
貴
重
な
研
究
資
料
が
豐
富

に
あ
る
の
だ
ら
う
が
、
悲
し
い
こ

と
に
は
無
學
で
豚
に
眞
珠
だ
。
そ

れ
に

明
が
小
さ
な
札
に
書
い
て

木
の
根
元
に
立
て
て
あ
つ
た
り
、

ま
る
き
り
無
か
つ
た
り
す
る
の

で
、
い
よ
〳
〵
豚
と
眞
珠
と
の
距

離
が
大
き
く
な
る
。

花
み
た
い

な
大
き
な

の
花
や
、
お
化
け
み

た
い
な
羊

類
に
脅
か
さ
れ
た
位

を
お
土
產
に
し
て
こ
ゝ
を
出
る
。

こ
の
植
物
園
に
は
野
生
の
猿
が
澤

山
ゐ
て
春
日
神
社
の
鹿
み
た
い
に

ぞ
ろ
〳
〵
集
ま
つ
て
く
る
の
は
可

愛
ら
し
か
つ
た
。

こ
ゝ
を
出
て
か
ら
僕
は
一
人
一

行
と
別
れ
て
永
福
氏
に
招
か
れ
て

行
つ
た
。
氏
は
大
規
模
な
漁
業
を

や
つ
て
こ
ゝ
に
住
む
こ
と
十
三

年
、
土
地
の
事

に

し
て
ゐ

る
の
で
、
町
の
内
外
を
ド
ラ
イ
ヴ

し
な
が
ら
い
ろ
ん
な

明
を
聞
か

し
て
貰
つ
た
。
船
に

つ
た
の
は

十
一
時
だ
つ
た
。
南
十
字
星

サ
ザ
ー
ン
ク
ロ
ス

が
南

の
空
に
光
つ
て
ゐ
た
。

（
九
）
ペ
ナ
ン

ペ
ナ
ン
は
可
な
り
下
ら
な
い
と

こ
ろ
だ
。
蛇
寺
や
極

寺
の
つ
ま

ら
な
い
こ
と
も
已
に
定

が
あ

る
。
け
れ
ど
も
ぢ
つ
と
し
て
ゐ
る

と

く
て
た
ま
ら
な
い
か
ら
贅
澤

な
納
凉
を
や
る
氣
で
、
自
動
車
を

駆
っ
て
ど
の
位
つ
ま
ら
ぬ
も
の

か
、見
に
ゆ
く
例
の
五
人
で
あ
る
。

蛇
寺
は
生
き
た
蛇
を
本
堂
に
う

ぢ
や
〳
〵

っ
て
ゐ
る
の
で
こ
の

名
が
あ
る
、
隨
分
奇
抜
な
こ
と
を

考
へ
つ
い
た
も
の
だ
｜
｜
と
い
つ

て
了
へ
ば
も
う
そ
れ
で
お
し
ま
ひ

だ
。
役

が
手
眞
似
で
蛇
に
卵
を

や
れ
と
い
ふ
、
五
十
錢
奮
發
し
て

や
つ
た
ら
、
そ
の
ま
ま
蛇
の
そ
ば

の
箱
の
中
に
い
れ
て
置
く
、
こ
れ

ぢ
や
同
じ
卵
を
何
回
も
賣
る
の
か

も
知
れ
な
い
、
人
を
馬
鹿
に
し
て

ゐ
る
。中

と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
學
校
が

あ
つ
た
、
こ
い
つ
を
一
つ
參

し

よ
う
と
衆
議
一
決
し
た
が
、
そ
の

意
味
を

轉
手
に
傅
へ
る
の
に
は

一
寸
骨
が
折
れ
た
、
こ
の
先
生
た

ち
二
人
と
も
土
人
で
、
知
つ
て
ゐ

る
英
語
と
い
つ
て
は
、
商
賣
上
の

蛇

寺

スネークテムプルと
極

寺

チャイニーズテムプル
の
外
に

は
、
警

察

署

ポリースステーションと
鐡レールウエー
と
學
校
スクール

だ
け
ら
し
い
、
就
中
ポ
リ
ー
ス
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
は
非
常
に
得
意
で

を

る
度
に
敎
へ
て
く
れ
る
、
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
を
ス
タ
イ
シ
ョ
ン
と

發
音
す
る
。
一
體
こ
ん
な
小
さ
い

町
に
い
く
つ
ポ
リ
ー
ス
ス
タ
イ

シ
ョ
ン
が
あ
る
の
か
知
ら
、
こ
ん

な
奴
に
は
上
等
の
英
語
で
は
駄
目

だ
、

に
一
策
を
案
じ
て「
ス
ク
ー

ル
、
ス
ト
ツ
プ
」
と
や
つ
て
置
い

た
ら
、
感
心
に
と
あ
る
學
校
の

で
と
め
て
く
れ
た
。

「
お
邪
魔
を
し
て
す
ま
ぬ
が
授

業
を
見
せ
て
く
れ
ま
い
か
」
と
入

口
に
ゐ
た
若
い
敎
師
に
頼
む
と
こ

の
男
に
は
英
語
が
分
ら
ぬ
と
見
え

て
奥
の
方
か
ら
校
長
さ
ん
を
つ
れ

て
來
た
、
校
長
は
流
石
に
偉
い
、

早

來
意
を
諒
し
て
快
く
承
諾
し

て
く
れ
た
。

五
人
で
ぞ
ろ
〳
〵
入
り
こ
む
、
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小
さ
な
學
校
だ
、
一
室
に
四
學
級

を
み
ん
な
い
れ
て
一
所
に
敎
へ
て

ゐ
る
、
敎
師
は
二
人
一
組
は
生
徒

の
優
秀
な
の
が
敎
へ
て
ゐ
た
。
學

科
は
い
づ
れ
も
算

、
土
語
で
や

つ
て
ゐ
る
の
だ
か
ら
言
葉
の
内
容

は
分
ら
ぬ
が
、
一
組
は
分
數
の
寄

せ
算
で
生
徒
は
中
々
よ
く
活
動
し

て
ゐ
た
。校
長
さ
ん
に
聞
い
た
ら
、

就
學
は
七
歳
か
ら
十
一
歳
ま
で
滿

四
ケ
年
の
義
務
敎
育
、
授
業
は
午

中
三
時
間
と
い
ふ
事
で
あ
つ

た
。そ

の
次
に
は
世
界
動
物
園
と
看

板
だ
け
は
馬
鹿
に
大
袈
裟
な
動
物

園
に
入
つ
た
。
入
場
料
一
人

四

十
仙
は
高
い
、
も
つ
と
ま
け
ろ
と

大
野
さ
ん
が
例
の
手
で
談

し
た

が
、
番
人
が
「
駄
目
、
駄
目
」
と

笑
つ
て
取
合
な
い
、
こ
い
つ
感
心

に
日
本
語
を
知
つ
て
ゐ
る
。

中
は
猿
の
種
類
だ
け
が
馬
鹿
に

多
い
位
の
も
の
で
別
に
珍
し
い
動

物
も
ゐ
な
か
つ
た
、
鰐
の
子
が
汚

い
池
の
中
で
晝

を
し
て
ゐ
た
。

上
野
の
は
安
い
な
、
と

い
と
こ

ろ
か
ら
感
心
し
て
こ
ゝ
を
出
る
。

極

寺

で
自
動
車
を
降
り
た

時
土
地
名
物
の
驟
雨
に
會
つ
て
長

い
石
段
を
駈
け
あ
が
つ
た
の
は
苦

し
か
つ
た
。
こ
の
お
寺
は
土
地
名

物
の
一
つ
に
な
つ
て
ゐ
る
が
、
そ

れ
は
回
々
敎
ば
か
り
の

島
に
佛

寺
と
あ
る
の
で
珍
ら
し
い
も
の
に

な
つ
た
の
で
、
わ
れ
〳
〵
の

に

佛
敎
國
か
ら
來
た
も
の
に
は
何
の

奇
も
な
い
、
只
支
那
人
が
中
で
た

べ
物
を
賣
つ
て
ゐ
る
位
が
わ
が
國

の
お
寺
と
變
つ
て
ゐ
る
丈
だ
。

東
洋
ホ
テ
ル
で
自
動
車
を

し

て
晝
を
た
べ
た
、

ひ
の
宏
莊

な
建
物
で

堂
の
大
廣
間
も
感
じ

が
よ
か
つ
た
、
只
一
つ
ス
ー
プ
が

カ
レ
ー
の
辛
い
の
だ
つ
た
の
に
は

驚
い
た
。

こ
ゝ
を
出
て
か
ら
ラ
ン
チ
の
時

刻
に
ま
だ
少
し
間
が
あ
る
の
で
例

に
よ
つ
て
土
人
の
店
を
ひ
や
か

す
、
一
つ
二
十
仙
の
椰
子
の
實
を

十
仙
に
ま
け
ろ
と
大
野
さ
ん
が
身

振
り
可
笑
し
く
談

し
て
ゐ
る
、

所
の
た﹅
ど﹅
ん﹅
み
た
い
な
子
供
が

集
ま
つ
て
來
て
面
白
そ
う
に
囃
し

立
て
る
、
み
ん
な
が
包
圍
攻
撃
の

そ
ば
杖
を
喰
ふ
、
漸
く
云
ひ
値
の

二
十
仙
を
投
出
し
て
圍
み
を
衝
い

て
出
た
。
波
止
場
の
賣
店
で
大
野

さ
ん
が
ま
た
何
か
を
愚
圖
々
々
や

つ
て
ゐ
る
と
思
つ
た
ら
、
そ
の
中

細

の
葉

を
得
意
げ
に
ふ
か
し

て

つ
て
來
た
、
何
か
買
物
を
し

た
序
に
ま
け
さ
し
て
、
貰
つ
た
の

だ
さ
う
な
、
そ
れ
は
土
人
の
吸
ふ

二
三
仙
の
安
た
ば
こ
だ
。
船
へ
か

へ
る
ラ
ン
チ
の
中
で
黑
奴
くろんぼ

は
愛
す

べ
き
人
種
だ
と
衆

が
一
致
し

た
。（

十
）
古
倫
母
ま
で

ペ
ナ
ン
を
出
る
と
そ
ろ
〳
〵
風

が

く
な
つ
て
浪
も
高
く
な
つ
て

來
た
、
コ
ロ
ン
ボ
へ
は
五
日
目
で

な
け
れ
ば
着
か
ぬ
、
少
々
心
細
く

な
つ
て
來
た
。

モ
ン
ス
ー
ン
だ
と
船
員
が

明

す
る
、
モ
ン
ス
ー
ン
は
七
八
月
に

吹
く
と
あ
る
が
｜
｜
と
抗
議
を
申

ん
だ
が
、
議
論
に

つ
て
も
風

は
止
む
ま
い
か
ら
や
め
た
、
實
際

は
六
月
か
ら
九
月
ま
で
吹
く
風
だ

さ
う
な
、
一
年
の
三
分
の
一
吹
き

す
の
は
可
成
し
つ
こ
い
風
だ
。

「
ま
だ
五
月
で
す
よ
」
と
い
つ
て

借
金
取
り
の

に

つ
拂
ふ
わ
け

に
は
行
か
な
い
、

ら
れ
放
題
に

ら
れ
て
ゆ
く
。

夜
に
な
る
と
ま
す
〳
〵
ひ
ど
く

な
つ
て
來
た
。
隣
に
ゐ
た
羊セパード
、

本
名
は
船
長

キャピテン
ミ
ラ
と
い
ふ
、
三
十

三
年
を

で
暮
し
て
來
た
老
水
夫

に
話
し
か
け
る
。

「
大
分
荒
れ
ま
す
ね
。」

「
こ
の
位
で
は
荒
れ
る
と
は
い

は
ぬ
」

「
だ
つ
て
こ
れ
は
疾
風
ゲ
ー
ル

だ
ら

う
。」「

ゲ
ー
ル
は
四
・
八
だ
。
こ
れ

は
四
・
六
だ
か
ら
ゲ
ー
ル
と
ま
で

は
行
か
ぬ
。

風

ストロングブリーズだ
。」｜
｜
お

や
、
こ
の
老
爺
ま
で
い
つ
か
大
野

さ
ん
の
手
を
覺
え
て
と
ん
だ
と
こ

ろ
で
値
切
り
よ
る
。

に
な
る
と

堂
は

分
か
ら

つ
ぽ
、
甲
板
に
は

々
日
本
人
の

影
が
少
く
な
つ
て
來
た
。
新
鮮

フレッシュ
な

空
氣
エ
ア

を
信
仰
す
る
西
洋
人
共
は

つ
て
も
甲
板
に
出
て
甲
板
の
上
で

苦
し
ん
で
ゐ
る
。
姫
御

の
あ
ら

れ
も
な
い
そ
こ
で
公
然
と
小
間
物

店
を
ひ
ろ
げ
て
ゐ
る
の
も
あ
る
。

飛
ん
で
行
つ
て
介
抱
す
る
の
が
紳

士
と
し
て
の
義
務
だ
ら
う
か
と
考

へ
て
見
た
が
、
も
の
を
云
つ
た
こ

と
の
無
い
婦
人
だ
か
ら
傍
を
向
い

て
知
ら
ぬ

を
し
て
ゐ
た
。「
汝
は

そ
れ
を
い
か
に
考
へ
な
す
か
」
と

ヴ
エ
ラ
に
訊
い
た
ら
「
わ
た
し
だ

つ
て
さ
う
す
る
わ
、
知
ら
ぬ
方
な

ら
」
と
賛
成
し
て
く
れ
た
。
ヴ
エ

ラ
だ
と
さ
う
は
い
か
ぬ
と
い
ふ
結

論
に
な
る
が
こ
の
女
は
鈍
感
で
船

ひ
な
ど
す
る
柄
ぢ
や
な
い
か
ら

そ
ん
な
心

は
杞
憂
と
い
ふ
も
の

だ
。

賊
共
は
流
石
に
長
年

で
鍛

へ
た
丈
け
あ
つ
て
平
氣
の
平
左
で

あ
る
。「

が
靜
か
な
う
ち
は
と
ん

と

慾
が
つ
か
な
か
つ
た
が
こ
れ

で
や
つ
と
蘇
生
し
た
。」と
洒
々
し

て
ゐ
る
態
度
、
忌
々
し
い
な
ど
の

段
ぢ
や
な
い
。
堂
々
た
る

國
男

子
が
｜
｜
と
地
團
太
を
踏
ん
で
見

て
も
、
地
團
太
丈
け
ぢ
や
氣
分
は

直
ら
な
い
か
ら
致
し
方
が
な
い
。

ゴ
ル
フ
を
や
つ
た
り
漫
談
を
や
つ

た
り
し
て
ゐ
る
と
僅
に
人
間
ら
し

い
氣
も
ち
で
ゐ
ら
れ
る
が
、
何
か

讀
む
か
書
く
か
す
る
と
す
ぐ
頭
が

痛
く
な
る
。
こ
の

信
だ
つ
て
可

な
り
苦
し
い
思
ひ
を
し
て
稿
を
つ

づ
け
て
ゐ
る
の
だ
、
粗
末
に
讀
ん

で
は
罰
が
當
ら
う
。

大
野
さ
ん
夫
婦
は
さ
つ
ぱ
り

堂
に
姿
を
見
せ
な
い
、
船
室
に
行

つ
て
見
る
と
御
馳
走
を

に
積
ん

で
頭
痛
鉢

の
躰
と
あ
る
。「
ど
う

し
た
ん
だ
い
。」
と
き
く
と
「
こ
れ

を
ど
う
處
理
し
た
も
の
か
と

方

に
暮
て
ゐ
る
と
こ
ろ
だ
。」と
細
い

聲
を
出
す
。

べ
な
い
と
ス
チ
ュ

ワ
デ
ス
の
伯
母
さ
ん
に
散
々
叱
り

つ
け
ら
れ
る
の
だ
さ
う
な
。
こ
の

不
景
氣
な
世
の
中
に
、
御
馳
走
を

べ
な
き
や
な
ら
ぬ
と
い
つ
て
困

る
の
は
ち
と
贅
澤
が
す
ぎ
ま
せ
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う
。

つ
て
ゐ
る
の
は
大
野
さ
ん
ば

か
り
ぢ
や
な
い
、
も
つ
と
ひ
ど
い

の
が
ザ﹅
ラ﹅
に
あ
る
。
水
ば
か
り

ん
で
唸
つ
て
ゐ
る
人
、
も
う
外
國

行
き
は
こ﹅
り﹅
﹅〳
﹅〵

だ
と
こ
ぼ
す

人
、

り
は
米
國
經
由
を
や
め
て

シ
ベ
リ
ア
か
ら

る
と
い
ふ
人

等
、
等
。
頑
張
つ
て

堂
に
出
て

ゐ
る

中
も
、
來
た
か
と
思
ふ
と

す
ぐ

つ
て
了
ふ
。
ス
チ
ュ
ワ
ー

ド
の

中
ま
で
一
人
二
人
と

ん
で
し
ま
ふ
仕
末
で
あ
る
。

船
の
人
に
訊
い
た
ら
上
下
動

ピ
ッ
チ
ン
グ

の

振
幅
が
一
番
ひ
ど
い
時
に
十
二
尺

だ
つ
た
と
い
ふ
、
僕
た
ち
の
ゐ
る

船
尾
で
は
こ
の
十
二
尺
を
完
全
に

味
は
つ
て
ゐ
た
の
だ
か
ら
少
し
は

は
せ
て
頂
き
た
い
、
甲
板
に
出

て
ゐ
る
と
靑
い
巨
大
な
浪
が
山
の

に
去
來
す
る
の
が
實
に
壯

だ

｜
｜
こ
れ
を

岸
の
岩
の
上
か
ら

で
も
眺
め
て
ゐ
た
ら
一

の
壯

だ
ら
う
と
思
ふ
、
そ
の

度

り

上
げ

り
下
げ
ら
れ
る
の
は
、
總

て
の
理
論
に
拘
ら
ず
、
ど
う
し
て

も
あ
ま
り
氣
も
ち
の
い
ゝ
も
の
で

は
な
い
。

お
ま
け
に
こ
の
航

中
、

新
嘉
坡

シンガポール
か
ら
乘
船
し
た
甲
板
乘
客

デツキパセンヂア

の
一
人
が
病
死
し
た
の
で
話
し
は

ま
す
〳
〵
滅
入
つ
て
來
る
。「

る

に
し
て
も
同
じ

の
り
だ
し

…
…
」と
靑
息
吐
息
の
人
も
あ
る
、

さ
ら
で
も
厭
な
こ
の
航

が
、
風

は

、
潮
は

と
來
て

力

減

と
い
ふ
の
だ
か
ら
ま
す
〳
〵
以
て

仕
末
が

い
。
六
月
一
日
の
夜
に

入
つ
て
錦

島
の
燈
臺
が
見
え
出

し
た
と
き
に
は
、
本
當
に
や
れ

〳
〵
と
思
つ
た
。

（
一
一
）
古
倫
母

六
時

に
一
等
の
喫
烟
室
で
旅

の

査
が
あ
る
。
香
港
で
も
新

嘉
坡
で
も
や
ら
な
か
つ
た
事
で

こ
ゝ
が
始
め
て
だ
。
獨
立

動
、

赤
化

動
を
恐
れ
て
の
取
締
だ
さ

う
だ
が
、
上
陸
せ
ぬ
こ
と
に
き
め

て
ゐ
る
人
々
、
た
と
へ
ば
ヴ
エ
ラ

の
如
き
で
さ
へ
、
無
理
や
り
に

査
し
て「
碇
泊
中
上
陸
を
許
可
す
」

と
ス
タ
ン
プ
を
押
す
の
は
隨
分
人

を
馬
鹿
に
し
て
ゐ
る
。

八
時

モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
で
上

陸
す
る
、
例
に
よ
つ
て
例
の
五
人

で
あ
る
。

黑
ん
坊
が
う
る
さ
く
つ
き
ま
と

ふ
、
お
話
に
な
ら
ぬ
ほ
ど
し
つ
つ

こ
い
、自
動
車
を
す
ゝ
め
る
も
の
、

旅

を
呼
ぶ
も
の
、
案
内
を
ね
だ

る
も
の
、
新
聞
を
押
し
賣
り
す
る

も
の
等
々
、
あ
れ
だ
け
物
好
き
な

大
野
さ
ん
が
閉
口
し
て
取
合
は
な

く
な
つ
た
の
を
見
て
も
そ
の
う
る

さ
さ
加
減
は
想
像
が
出
來
や
う
。

何
と
い
つ
て

つ
拂
つ
て
も
ど
こ

ま
で
も
圖
々
し
く
つ
い
て
來
る
の

が
あ
る
、
小
さ
な
子
供
ま
で
一
錢

二
錢
を
せ
び
ら
う
と
つ
き
ま
と
ふ

の
だ
か
ら
助
か
ら
な
い
、
自
動
車

の
中
へ
花
を
投
げ
こ
ん
で
、
く
れ

た
の
か
と
思
ふ
と
代
金
を
よ
こ
せ

と
來
る
、
ヴ
イ
ク
ト
リ
ア
パ
ー
ク

で
肉
桂
の
樹
を
見
て
ゐ
る
と
馴
々

し
く
寄
つ
て
來
て
肉
桂
の
講
釋
を

始
め
る
奴
が
あ
る
、
う
つ
か
り
相

手
に
な
つ
て
ゐ
る
と
あ
と
で
ど
う

か
お
志
を
と
來
る
。
み
ん
な
乞

だ
、
そ
の
乞

が
厚

無
恥
で
ど

こ
に
潜
伏
し
て
ゐ
る
か
分
ら
な
い

の
だ
か
ら
油

も
𨻶
も
な
ら
ぬ
。

こ
れ
は
後
の
話
だ
が
、
十
時

ご
ろ
波
止
場
に

つ
て
來
る
と
、

黑
ん
坊
が
覺
束
な
い
英
語
で
、「
も

う
日
本
の
船
な
い
、
サ
ン
パ
ン
に

乘
る
よ
ろ
し
い
。」と
う
る
さ
く
つ

い
て
來
る
。
實
際
は
十
一
時
と
十

一
時

と
に
ラ
ン
チ
が
出
る
の

だ
。
圖
々
し
い
噓
を
い
ふ
に
も
程

が
あ
る
、「
待
つ
て
見
ろ

ウ
エ
イ
ト
ア
ン
ド
シ
イ

」と
冷

や

か

に

云

つ

て

や

る

と
、

「
よ
ろ
し
い
、

オ
ー
ル
ラ
イ
ト
・

私
待
つ
て
見
て
ゐ

ア
イ
・
ウ
エ
イ
ト
・
ア
ン
ド
・

るシイ

」
と
洒
々
と
し
て
相
變
ら
ず

ぺ
ち
や
く
ち
や
や
る
、
流
石
の
僕

も
堪
忍
袋
の
緒
を
切
ら
し
て
、

「

つ
て
ろ

シ
ャ
ッ
ト
ア
ッ
プ

」
と
大
喝
一
聲
し

て
や
つ
た
。

之
を
マ
ク
ス
・
オ
レ
ル
に
き
く

「
英
國
に
は
と
て
も
う
る
さ
い
女

が
時
々
ゐ
る
、
あ
な
た
は
何
來
死

ん
で
も
い
ゝ
覺
悟
が
お
あ
り
で
す

か
｜
｜
と
い
つ
て
汽
車
の
中
で

敎
を
始
め
る
奴
が
そ
れ
で
あ
る
。

こ
ん
な
奴
に
捕
ま
つ
た
ら
も
う
最

後
で
あ
る
、
こ
れ
を
撃
退
す
る
唯

一
の
方
法
は
「
私
英
國
な
い

ミーナットイングリツシユ
」
と

や
る
に
限
る
。
さ
う
す
れ
ば
い
か

に

圖

々

し

い

奴

で

も

「
あ
ら
仕

が
な
い
わ
ね

オ
ー
・
ホ
ワ
ッ
ト
・
ア
・
ピ
テ
ィ

」
と

い
つ
て

り
こ
ん
で
し
ま
ふ
こ
と

合
で
あ
る
。」と
。
し
ま
ひ
に
は

わ
れ
〳
〵
も
こ
の
故
智
に
倣
つ
て

佛

西
語
や
獨

語
を
振
り
廻
す

こ
と
に
し
た
、
な
に
關
係
が
あ
つ

て
も
な
く
て
も
、
文
法
に
合
つ
て

ゐ
て
も
合
は
な
く
て
も
た
だ
無

と
い
ゝ
加
減
な
こ
と
を
ま
く
し
立

て
れ
ば
い
ゝ
の
だ
、
結
局
こ
れ
が

尤
も
有
効
だ
つ
た
、
な
ま
じ
ひ
英

語
な
ん
か
で
相
手
に
な
つ
て
ゐ
る

と
果
し
が
な
い
、
日
本
語
も
駄
目

で
あ
る
、
と
て
も
流
暢
な
奴
が
ゐ

る
か
ら
。

え
ゝ
と
、
大
分
話
が

後
し
た

が
、
例
に
よ
つ
て
自
動
車
で
町
を

見
て
あ
る
く
。
案
内
の
男
、
印
度

人
だ
が
、
二
十
人
の
ガ
イ
ド
の
一

人
と
あ
つ
て
、
ペ
ナ
ン
の
先
生
よ

り
も
よ
ほ
ど
英
語
は

だ
。

始
め
に
ヴ
イ
ク
ト
リ
ア
・
ブ
リ

ツ
ヂ
へ
行
つ
て
見
た
。
い
ま
こ
の

地
は
雨
期
の
最
中
で
、
十
九
年
來

の
出
水
と
か
で
河
の

岸
は
浸
水

家
屋
が
可
な
り
多
か
つ
た
。

こ
ゝ
に
は
ヂ
ヤ
ツ
ク
・
フ
ル
ー

ト
と
い
つ
て
西
瓜
位
の
大
き
さ
の

物
が
あ
る
、
こ
い
つ
が
幹
の
中

ほ
ど
に
ぶ
ら
り
と
下
つ
て
ゐ
る
の

は
と
て
も
奇

だ
。
自
動
車
の
中

へ
と
り
よ
せ
て
走
り
な
が
ら
た
べ

て
見
る
、
粘
々
し
て
ゐ
る
が
中
々

う
ま
い
。

中
で
蛇
使
ひ
を
見
つ
け
て
一

と
藝
や
ら
せ
る
。
例
の
コ
ブ
ラ
と

い
ふ
恐
ろ
し
い
奴
だ
が

牙
は
ぬ

い
て
あ
る
の
だ
か
ら
わ
け
は
な

い
、
妙
な
笛
を
吹
き
な
ら
し
て
こ

い
つ
を
籠
か
ら
出
し
て
首
に
ま
き

つ
け
た
り
い
ろ
〳
〵
い
や
ら
し
い

こ
と
を
や
る
、そ
の
外
は
手
品
だ
、

實
に
下
ら
な
い
も
の
だ
。
十
分
位

見
て
ゐ
て
み
ん
な
で
五
十
錢
や
つ

た
ら
「
安
い
安
い
。」
と
い
つ
て
怒

つ
た
。
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ヴ
イ
ク
ト
リ
ア
公
園
で
車
を
と

め
て
降
り
て
歩
く
、
少
し

い
が

日
の
光
を

さ
ぬ
ほ
ど
に
繁
り
合

つ
た
靑
葉
の
蔭
を
歩
く
心
地
は
す

が
〳
〵
し
い
、
昔
は
肉
桂
の
樹
が

澤
山
あ
つ
た
が
切
つ
た
り
枯
れ
た

り
し
て
今
は
一
本
し
か

つ
て
ゐ

な
い
さ
う
な
。

そ
の
次
に
は
妙
な
お
寺
へ
つ
れ

て
行
か
れ
る
。
釋

の
像
や
一
代

記
の
繪

物
が
べ
た
一
面
に
な
ら

べ
て
あ
る
と
こ
ろ
で
何
の
奇
も
な

い
、
土
人
の
坊
主
が
紋
切
形
で

明
す
る
、
中
々
名
文
だ
が
惜
し
い

事
に
は
ア
ク
セ
ン
ト
や
イ
ン
ト

ネ
ー
シ
ョ
ン
が
滅
茶
苦
茶
で
聞
き

と
り
に
く
い
こ
と
夥
し
い
、
大
か

た
誰
か
に
作
つ
て
貰
つ
た
文
を
盲

記
に
覺
え
て
ゐ
る
の
だ
ら
う
、

こ
の
坊
主
が
同
じ
紋
切
形
で
最
後

に
謝
禮
を
要
求
し
た
の
に
は
一
寸

驚
い
た
。

そ
の
次
に
は
マ
ウ
ン
ト
・
ラ
ヴ

イ
ニ
ア
へ
行
つ
て
お
茶
を

ん

だ
。

ひ
の
奇
麗
な
ホ
テ
ル
だ
。

ボ
ー
イ
が
客
を
奪
ひ
合
つ
て
ぎ﹅
や﹅

あ﹅
〳
〵

ぐ
の
は
見
苦
し
い
、
そ

れ
か
ら
寶
石
だ
の
べ﹅
つ﹅
甲
細
工
だ

の
を
賣
る
賣
子
が
附
き
ま
と
ふ
の

も
頗
る
う
る
さ
い
、
早
々
に
し
て

こ
こ
を
出
る
。

ガ
ー
ル
・
フ
エ
ー
ス
・
ホ
テ
ル

へ
着
い
て
車
を

し
た
。
こ
ゝ
は

當
地
で
第
一
流
の
ホ
テ
ル
で
あ

る
。
こ
ゝ
で
一
部
屋
借
り
て
出
帆

ま
で
靜
養
す
る
こ
と
に
し
た
。

お
晝
は
こ
ゝ
の

堂
で
た
べ

た
。
川
本
さ
ん
が
錫セイロン
式
の
ラ
イ

ス
カ
レ
ー
を
註
文
し
て
ゐ
る
、
七

八
種
も
あ
る
藥
味
を

き
附
け
ら

れ
て
些
か
面
喰
ら
つ
た
態
で
あ
つ

た
が
、
痩
我
慢
か
意
地
か
結
局
う

ま
い
〳
〵
と
た
べ
て
ゐ
る
。
外
の

中
は
見
た
だ
け
で
辟
易
し
て
了

つ
た
。

午
後
町
を
ぶ
ら
つ
き
に
ゆ
く
。

ミ
カ
ド
で
大
野
さ
ん
が
寶
石
を
買

ふ
と
い
つ
て
、
あ
れ
で
も
な
い
、

こ
れ
で
も
な
い
と
二
時
間

く
も

待
た
せ
た
の
に
は
う﹅
ん﹅
ざ﹅
り﹅
し
て

了
つ
た
。
待
く
た
び
れ
て
と
う

〳
〵
僕
も
何
す
る
と
い
ふ
ア
テ
も

な
い
指
輪
を
一
つ
買
つ
て
し
ま
つ

た
。夕

は
町
で
簡
単
に
す
ま
せ

た
、
あ
と
で
パ
イ
ン
ア
ツ
プ
ル
を

二
つ
た
べ
た
ら
そ
の
金
で
十
仙
だ

つ
た
、日
本
の
金
で
は
八
錢
位
か
、

そ
の
上
内
地
で
た
べ
る
の
と
は
ま

た
格
別
の
味
が
あ
る
。

ホ
テ
ル
へ

つ
て
室
の
中
の
お

湯
へ
入
る
、
く
ぢ
引
で
順
番
を
き

め
た
、
眞
水
の
お
湯
は
船
の
客
に

は
何
よ
り
も
御
馳
走
で
あ
る
。
九

時
す
ぎ
に
ホ
テ
ル
を
出
た
。
少
し

町
を
あ
る
く
つ
も
り
で
ゐ
た
が
、

七
時
に
は

を
閉
め
る
と
い
ふ
。

町
は
眞

で
ひ
つ
そ
り
閑
と
し
て

ゐ
る
の
で
つ
ま
ら
な
い
こ
と
夥
し

く
、
ミ
カ
ド
で
珈
琲
を
御
馳
走
に

な
つ
て
、
十
一
時
の
ラ
ン
チ
で
船

に

つ
た
。
名
物
の
浪
が
防
波
堤

に
く
だ
け
る

が
夜
目
に
も
白
く

光
つ
て
物
凄
い
。
十
二
時
に
碇
を

あ
げ
て
出
帆
す
る
。

（
一
二
）
ア
デ
ン
ま
で

コ
ロ
ン
ボ
を
出
て
か
ら
始
め
て

今
ま
で
の

れ
方
が
、
ほ
ん
の

奏

プレリュード
で
あ
つ
た
こ
と
が
分
つ

た
。ピッチング
の
振
幅
が
十
二
尺
あ
る

と
こ
の

の

信
に
高
慢
ら
し
く

書
い
た
の
が
今
更
恥
し
く
な
つ

た
。
ア
ラ
ビ
ヤ

の
眞
中
で
は
三

丈
以
上
に
な
つ
た
さ
う
な
、
プ
ロ

ペ
ラ
が
始

空
廻
り
を
や
つ
て
ゐ

る
、
ど
う
か
す
る
と
浪
が
テ
ー

プ
・
デ
ツ
ク
の
手
欄
よ
り
も
高
く

見
へ
た
。
神

で
乘
つ
た
と
き
は

山
な
す
巨
船
と
思
つ
た
鹿
島
が

こ
ゝ
ま
で
來
る
と
も
う
木
の
葉
の

に
見
へ
て
來
る
、
折
ふ
し
風
が

雨
を

ふ
て
さ﹅
あ﹅
と
來
る
、
先
が

見
へ
な
く
な
る
の
で
汽
笛
を
吹

く
、
そ
れ
が
い
か
に
も
悲
鳴
の

に
聞
へ
る
。
そ
の
木
の
葉
に
生
命

を
託
し
て
唸
き
つ
ゝ
悶
え
つ
ゝ
浪

の
ま
に
ま
に

ら
れ
て
ゆ
く
人
間

の
哀
れ
さ
を
泌
々
と
痛
ま
し
く
思

つ
た
。堂

も
甲
板
も
再
び
ガ
ラ
空
き

に
な
る
。
船
室
に
見
舞
に
行
つ
て

見
る
と
み
ん
な
痩
こ
け
て
泣
き
言

を
並
べ
て
ゐ
る
。
痩
せ
る
の
も
無

理
は
な
い
、
腹
は
減
つ
て
も
胸
は

閊
へ
て
、
身
に
な
る

な
も
の
は

た
べ
る
氣
に
な
ら
な
い
の
だ
か

ら
。コ

ロ
ン
ボ
を
出
て
か
ら
ア
フ
リ

カ
の
東
北
端
ス
コ
ト
ラ
の
島
に

か
ゝ
る
ま
で
一

間
ば
か
り
の
航

に
大
野
さ
ん
の
た
べ
た
も
の
は

ラ
イ
ス
カ
レ
ー
一
、
天
ど
ん
一
、

ビ
フ
テ
キ
三
分
の
一
、
そ
れ
に
折

よ
し
の
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
と
果
物

だ
け
、
こ
れ
で
腹
が
減
ら
ぬ
と
は

人
間
も
妙
な

態
に
な
る
も
の

だ
。
も
う
孫
子
の
末
ま
で
夏
の
印

度
洋
は

ら
せ
な
い
の
だ
さ
う

な
。
風
が
止
ま
ぬ
以
上
、
船
が
と

ま
ら
ぬ
以
上
、
慰
め

も
な
い
の

で
小
樽
の
話
を
出
す
と
始
め
て
大

野
さ
ん
の
眼
が
輝
く
。「
今
ご
ろ
は

も
う
櫻
ん
ぼ
が
出
始
め
た
か
知

ら
、露
の
ま
ゝ
の
苺
も
う
ま
い
な
、

そ
れ
か
ら
鯖
の
新
し
い
の
も

…
…
」
と
ま
る
で
子
供
。

船

ひ
の
せ
い
ば
か
り
ぢ
や
な

い
、
實
際
船
の
料
理
に
は
も
う
皆

が
す
つ
か
り
厭
き
て
了
つ
た
。
第

一
材
料
が
な
い
、
第
二
變
化
が
な

い
。
大
野
さ
ん
は
し
ま
ひ
に
は
メ

ニ
ュ
ー
を
見
た
だ
け
で
も
胸
が

く
な
る

に
な
つ
た
。

苔
や

干
の

な
も
の
が
無
闇
に
戀
し
く

な
る
。
あ
る
ほ
ど
の
伊

し
つ
く

し
て
紙
子
か
な
、
と
い
ふ
と
こ
ろ

だ
ら
う
。

大
野
さ
ん
の

口
ば
か
り
書
い

た
が
、
僕
だ
つ
て

し
て
平
氣
で

ゐ
た
の
ぢ
や
な
い
、
何
か
仕
事
を

始
め
る
と
す
ぐ
頭
が
重
く
な
る
、

胸
が

く
な
る
。
止
む
を
得
ず
ト

ラ
ン
プ
を
や
つ
た
り
、
花
を
や
つ

た
り
、
ゴ
ル
フ
を
や
つ
た
り
、
一

等
へ

げ
て
行
つ
た
り
、
漫
談
を

や
つ
た
り
｜
｜
こ
ん
な
だ﹅
ら﹅
し﹅
の

な
い
生
活
を
や
つ
た
の
は
生
れ
て

か
ら
始
め
て
だ
。
吹

し
て
も

い
ゝ
事
は

日
一
時
間
位
づ
つ
ヴ

エ
ラ
と
一
し
よ
に
本
を
讀
ん
だ
こ

と
だ
け
。

一
日
の
長
い
の
に
は
う﹅
ん﹅
ざ﹅
り﹅

し
た
。
向
ひ
風
で
一
時
間
十
哩
そ

こ
〳
〵
し
か

力
が
出
な
く
て
ア
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デ
ン
着
の
豫
定
が
ま
る
一
日

れ

た
上
、

日
時
計
が

れ
て
行
つ

て
、
一
日
が
二
十
四
時
間
と
二
十

分
位
あ
る
の
だ
か
ら
助
か
ら
な

い
。
八
日
の
夕
方
ス
コ
ト
ラ
の
島

が
見
へ
出
し
た
時
は
心
か
ら
ほ
つ

と
一
と
息
し
た
。

日
本
を
出
て
か
ら
も
う
や
が
て

一
と
月
に
な
る
。
船
客
同
志
も
大

分
馴
染
ん
で
來
て
、
酒
は
キ
の
御

曹
司
宅
さ
ん
と
商
大
出
の
林
さ
ん

と
が
お
互
に
支
那
人
と
の
み
思
ひ

ん
で
苦
し
い
思
ひ
を
し
て
英
語

で
話
し
て
ゐ
た
な
ど
と
い
ふ
珍
場

面
は
も
う
見
ら
れ
な
く
な
つ
た
。

結
局
日
本
人
と
英
國
人
と
が
一

番
多
い
、
僕
の
隣
の
船
室
で
は
デ

ン
マ
ー
ク
と
ス
ペ
ー
ン
と
オ
ラ
ン

ダ
と
イ
ギ
リ
ス
と
が
雑
居
し
て
ゐ

る
が
、
こ
ん
な
の
は
例
外
で
、
大

て
い
は
同
じ
國
の
人
間
同
志
を
集

め
て
あ
る
、

卓
も
同
じ
だ
。
僕

の

卓
は
例
外
の
一
つ
で
デ
ン

マ
ー
ク
夫
婦
と
雑
居
し
て
ゐ
る
、

こ
の
夫
婦
が
奇
怪
な
、
そ
の
癖
流

暢
な
英
語
で
三
度
〳
〵
ま
く
し
立

て
る
の
に
は
少
か
ら
ず
辟
易
す

る
。い

つ
の
間
に
か
無
愛
想
な
む﹅

つ﹅
﹅ゝ

り﹅
し
た
英
國
人

と
も
口
を

き
く

に
な
つ
た
。
話
し
て
見
る

と
仲
々
も
の
ゝ
分
つ
た
人
間
も
あ

る
、
親
切
な
人
間
も
あ
る
。
英
國

人
は
す﹅
る﹅
め﹅
と
同
じ
で
よ
く
嚙
み

し
め
て
見
な
け
れ
ば
味
の
出
な
い

人
間
だ
、
一
口
嘗
め
た
計
り
で
う

ま
く
な
い
と
捨
て
ゝ
了
へ
ば
永
久

に
そ
の
味
を
知
ら
ず
に

る
。
香

港
か
ら
乘
つ
た
船
客
に
オ
ラ
ン
ダ

人
で
シ
ル
ヴ
ア
と
い
ふ
の
が
ゐ

る
、
そ
の
男
は
二
日
と
經
た
ぬ
中

に
自
己
の
一
切
を
廣
告
し
て
了
つ

た
、
そ
し
て
そ
の
後
は
語
る
べ
き

何
物
を
も
も
た
ぬ
こ
と
に
な
つ

た
。
こ
ん
な
手
合
に
較
べ
る
と
錦

を
着
て
も
け
を
上
に
し
て
ゐ
る
英

人
は
何
と
な
く
奥
床
し
い
。

グ
ラ
ス
ゴ
ー
に
學
ん
だ
と
い
ふ

若
い
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
技
師
が

ゐ
る
、
話
を
し
て
み
て
こ
の
男
が

本
を
讀
ん
で
ゐ
る
の
に
感

し

た
、
敎
育
が
あ
る
の
で
訛
り
も
な

く
て
言
葉
も
非
常
に
分
か
り
よ

い
。
た
ゞ
低
い
聲
で
早
口
に
い
ふ

の
は
困
る
が
英
人
に
は
こ
ん
な
の

は
澤
山
あ
る
、
と
も
か
く
も
こ
れ

な
ど
は
發
見
の
一
つ
だ
。

次
は
片
目
の
老
人
、
い
や
い
つ

ま
で
も
ワ
ン
ナ
イ
ド
・
ゼ
ン
ト
ル

マ
ン
で
は
人
聞
き
も
よ
く
な
い
の

で
、

卓
の

置
圖

プ
ラ
ン

で
し
ら
べ
て

み
る
と
驚
い
た
、
エ
フ
・
エ
ス
・

ブ
ラ
ウ
ニ
ン
グ
と
あ
る
、
汚
い
ブ

ラ
ウ
ニ
ン
グ
も
あ
れ
ば
あ
る
も
の

だ
。
訊
い
て
見
た
ら
詩
人
と
は
縁

も
ゆ
か
り
も
な
い
さ
う
だ
が
、「
ブ

ラ
ウ
ニ
ン
グ
さ
ん
、
お
早
う
。」な

ん
て
挨
拶
す
る
の
は
變
な
心
も
ち

だ
。
だ
が
こ
の
老
人
の
偉
い
の
は

名

ば
か
り
ぢ
や
な
い
、
こ
れ
で

こ
の
老
人
生
粹
の
倫
敦
兒
だ
さ
う

で
倫
敦
の
地
理
と
歴
史
は
仲
々

し
い
。
殊
に
デ
イ
ケ
ン
ズ
の
愛
讀

と
あ
つ
て
デ
イ
ケ
ン
ズ
時
代
の

倫
敦
と
來
た
ら
氣
焔
當
る
べ
か
ら

ざ
る
も
の
が
あ
る
、
そ
れ
に
作
品

の
文
學
的
價
値
に
つ
い
て
も
文
字

の
一
隻
眼
を
具
へ
て
ゐ
る
ら
し

い
の
は
賴
も
し
い
。「
倫
敦
へ
着
い

た
ら
乃
公
が
隅
か
ら
隅
ま
で
案
内

し
て
や
ら
う
。」と
い
つ
て
ゐ
る
か

ら
、
こ
の
老
人
に
は
ま
た
倫
敦
で

會
ふ
か
も
知
れ
な
い
。「
デ
イ
ケ
ン

ス
の
所
謂
何
と
か
云
つ
て
見
ろ
、

捻
を
く
は
し
て
く
れ
る
。」と
い

つ
た
風
の
恐
ろ
し
い
面
構
だ
が
、

ま
あ
我
慢
を
す
る
と
し
よ
う
。
漢

口
在
住
の
貿
易
商
だ
さ
う
な
。

羊シセパード
事
船
長

キャプテン
ミ
ラ
ー
は
え
ら
い

し
藝
を
も
つ
て
ゐ
る
、

へ
ば

ロ
バ
ー
ト
・
バ
ー
ン
ス
（
こ
の
老

人
は
バ
ル
ン
ス
と
ア
ー
ル
を
ひ
び

か
せ
る
）
の
詩
を

誦
す
る
の
が

そ
れ
だ
、

々

を
怒
鳴
つ
た
り
、

か
つ
ぽ
れ
を

る
の
よ
り
は
よ
ほ

ど
ま
し
だ
、
け
れ
ど
も
部
下
の

中
は
可
な
り
こ
い
つ
に
あ
て
ら
れ

て
ゐ
る
ら
し
く
、
僕
が
も
つ
と

〳
〵
と
せ
が
ん
で
聞
い
て
ゐ
る

と
、「
お

は
珍
し
い
男
だ
、
乃
公

が
こ
い
つ
を
始
め
る
と
皆

げ
出

す
ん
だ
が
。」と
御
機
嫌
甚
だ
麗
し

い
。
隨
分
下
ら
な
い
詩
も
覺
え
て

ゐ
る
が
、「
百
姓
の
土
曜
日
の
夜

コ
タ
ス
・
サ
タ
デ
ー
・
ナ
イ
ト

」

を
世
界
一
の
立
派
な
詩
だ
と
い
ふ

と
こ
ろ
な
ど
は
中
々
賴
も
し
い
。

僕
は
蘇
格
蘭

スコットランド
の
人
に
讀
ん
で
貰

は
う
と
思
つ
て
わ
ざ
〳
〵
バ
ル
ン

ス
の
詩
集
を
携
へ
て
來
た
ほ
ど
の

熱
心
家
だ
、
息
の
熟
柿
く
さ
い
の

を
我
憶
し
て
更
く
る
ま
で

に

及
ん
だ
。

こ
の
老
船
長

キャプテン
に
手
の
話
を
し

て
貰
つ
た
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
老

人
の
右
手
の
中
指
が

分
切
れ
て

ゐ
る
が
、
始
め
か
ら
苦
に
な
つ
て

ゐ
た
の
だ
が
ど
う
し
た
わ
け
か
と

訊
く
の
も
あ
ま
り
無
躾
な
の
で
控

へ
て
ゐ
た
と
こ
ろ
、
或
日
四
方
八

方
の
話
の
序
に
機
會
を
得
た
の
で

そ
の
手
の
話
を
聞
か
せ
て
貰
つ

た
。
隨
分
ひ
ど
い
目
に
會
つ
た
手

で
は
あ
る
。
指
の
無
く
な
つ
た
の

は
針
金
ワ
イ
ヤ

に

か
れ
て
も
ぎ
と
ら
れ

た
の
だ
さ
う
だ
が
、
こ
の
手
の
歴

史
は
そ
れ
だ
け
ぢ
や
な
い
、
掌
に

一
寸
位
の
傷
痕
が
あ
る
、
こ
れ
は

南
米
智
利
チ
リ

の
港
で
、
若
い
血
氣
盛

ん
な
こ
ろ
、
酒
場
で

つ
た
楊
句

に
土
人
と
喧
嘩
を
し
て
ナ
イ
フ
で

さ
ゝ
れ
た
の
だ
さ
う
な
、「
ハ
ン

ケ
チ
で

い
て
置
い
た
ら
、
ハ
ン

ケ
チ
が
あ
ん
な
色
に
な
つ
た
。」と

甲
板
に
こ
ろ
が
つ
て
ゐ
る
ゴ
ル
フ

の
赤
い
球
を
指
す
。
ま
だ
あ
る
。

そ
の
次
が
大
變
だ
。
こ
の

の
世

界

に
は
地
中

で
獨

の
潜

行
艇
に
や
ら
れ
て
乘
船
が
沈
ん
だ

時
、
夢
中
で
つ
か
ん
だ
繩
が
掌
の

皮
を
す
つ
か
り
む
い
て
了
つ
た
ん

だ
さ
う
な
、
そ
れ
か
ら
二
晝
夜

木
に
す
が
つ
て
波
に
漂
ふ
て
ゐ
た

が
、
生
傷
に
鹽
水
の
し
む
の
は
可

な
り
痛
か
つ
た
と
そ
ぞ
ろ
に
當
時

を

想
し
て
眉
を
ひ
そ
め
る
。
そ

れ
ぢ
や
勲
章
で
も
貰
つ
た
か
と
き

け
ば
、「
四
つ
貰
つ
た
け
れ
ど
、
み

ん
な
子
供
の
お
も
ち
や
に
く
れ
て

や
つ
た
。」｜
｜
は
こ
の
男
の
云
ひ

さ
う
な
言
葉
で
あ
る
。
こ
の
老
水

夫
が
身
の
毛
の
よ
だ
つ

な
物
語

を
平
氣
で
吃
々
と
や
る
の
を
き
い

て
ゐ
る
と
、
何
だ
か
コ
ン
ラ
ツ
ド

の
小

の
中
へ
入
つ
て
了
つ
た

な
氣
が
す
る
。
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ヴ
エ
ラ
の
話
は
分
り
よ
く
て
よ

い
け
れ
ど
、
こ
の
女
の
も
の
を
知

ら
な
い
の
に
は
う
ん
ざ
り
す
る
。

峽

ストレーツ
も
、
北
極
星

ポールスター
も
、
ク
レ
オ
パ

ト
ラ
も
知
ら
な
い
。
か
う
並
べ
る

と
何
だ
か
三
題
噺
の

だ
が
こ
れ

は
み
ん
な
世
間
話
の
間
に
自
然
と

出
て
來
た
の
だ
。
こ
の
位
の
こ
と

を
心
得
な
い
で
あ
ん
な
に
早
く
本

が
讀
め
る
の
は
ど
う
い
ふ
わ
け
だ

ら
う
、
こ
の
女
は
日
本
を
出
て
か

ら
頁
數
に
し
て
一
冊
三
百
頁
位
の

本
を
も
う
十
冊
位
讀
ん
で
ゐ
る
。

實
に
不
思
議
だ
。
｜
｜
そ
れ
か
ら

こ
れ
ほ
ど
何
で
も
心
得
て
ゐ
る
僕

が
本
を
讀
む
段
に
な
る
と
さ
つ
ぱ

り

行
し
な
い
の
は
二
の
不
思
議

だ
。（

一
三
）
ア
デ
ン

印
度
洋
の
モ
ン
ス
ー
ン
が
た
ゝ

つ
て
豫
定
よ
り
一
日

れ
た
六
月

十
日
の
午

に
ア
デ
ン
に
着
く
。

只
見
る
草
も
木
も
な
い
褐
色
の

岩
山
が
い
く
つ
も
〳
〵
に﹅
よ﹅
き﹅
に﹅

よ﹅
き﹅
と
並
ん
で
と
こ
ろ
〴
〵
に
信

號
所
や
要
塞
が
見
へ
る
、
山
の
麓

に

ふ
て
役
所
ら
し
い
建
物
が
か

た
ま
つ
て
ゐ
る
、
と
き
ど
き
思
ひ

出
し
た

に
自
動
車
が
一
つ
二
つ

建
物
の
間
を

ふ
て
走
る
の
が

見
す
る
外
は
ひ
つ
そ
り
閑
と
靜
ま

り
か
へ
つ
て
ゐ
る
の
が
い
か
に
も

い
國
ら
し
い
。

紅

の
咽
喉
を
扼やく
す
る
要
害
の

地
、
ヂ
ヨ
ン
・
ブ
ル
が
例
の
手
で

ま
き
あ
げ
て
軍

の
駐
屯
所
に
し

て
ゐ
る
所
で
、
軍
事
上
は
頗
る
重

要
な
港
だ
ら
う
が
、
わ
れ
〳
〵
に

は
仕
方
の
な
い
と
こ
ろ
だ
。
だ
が

船
に
か
う
し
て
ゴ
ロ
〳
〵
し
て
ゐ

た
つ
て

更
仕
方
が
な
い
の
で
、

晝
を
た
べ
て
か
ら
一
時
の
ラ
ン
チ

で
上
陸
す
る
。
大
野
夫
人
は
印
度

洋
を
夜
晝
ぶ
つ

し
に

つ
づ
け

た
の
で
歩
く
と
頭
が
ふ
ら
つ
く
と

い
つ
て
一
行
に
は
加
は
ら
な
か
つ

た
。波

止
場
に
つ
い
て
も
や
つ
ぱ
り

ひ
つ
そ
り
し
て
ゐ
る
、
コ
ロ
ン
ボ

で
は
う
る
さ
く
て
閉
口
し
た
が
、

か
う
な
る
と
少
し
も
の
足
ら
ぬ
。

一
向
町
ら
し
い
も
の
も
な
さ
さ
う

だ
が
、
と
も
か
く
も
自
動
車
で
ド

ラ
イ
ヴ
し
て
み
る
。

恐
ろ
し
く

い
と
こ
ろ
だ
。

新
嘉
坡

シンガポール
で
も
古
倫
母

コ
ロ
ン
ボ

で
も
ぢ
つ
と

し
て
ゐ
る
と

い
け
れ
ど
ド
ラ
イ

ヴ
し
て
ゐ
る
間
は
凉
風
腋
下
に
湧

く
趣
が
あ
つ
た
が
、
こ
ゝ
は
さ
う

で
な
い
、
ま
る
で
木
の
な
い
焦
土

の
上
に
吹
く
風
は
さ
な
が
ら
熔
鑛

爐
の
吐
く
息
に
も
似
て
、
い
つ
か

室

の
製
鋼
所
で
大
砲
を
鑄

し

て
ゐ
る
の
を
見
て
ゐ
た
時
の

な

氣
も
ち
に
な
る
。
機
關
室
な
ど
で

度
外
れ
の

さ
に
慣
て
ゐ
る
と
自

負
す
る
金
子
さ
ん
が
こ
の

さ
を

百
十
度
だ
と
隨
分

密
な
推
定
を

す
る
。
か
う
な
る
と
な
ま
じ
風
な

ぞ
吹
か
ぬ
方
が
よ
ほ
ど

だ
ら
う

と
思
は
れ
る
。
金
子
さ
ん
が
も
つ

て
來
た
カ
オ
ー
ル
を
み
ん
な
で
わ

け
て
、
口
の
中
に
一
寸
四
方
ほ
ど

の
凉
味
を
つ
く
つ
て
ド
ラ
イ
ヴ
を

つ
ゞ
け
る
。

山
越
え
を
し
て
舊
ア
デ
ン
へ
、

土
人
の
部
落
を
見
に
ゆ
く
、
軒
下

に
大
勢
土
人
が
ご
ろ
〳
〵
し
て
阿

片
を
の
ん
で
ゐ
た
。
駱
駝
に
ひ
か

せ
た
荷
車
に
時
々
出
會
ふ
が
、
そ

れ
が
馬
と
同
じ

に
見
へ
る
か
ら

妙
だ
。

三
ケ
月
に
一
度
位
し
か
降
ら
ぬ

雨
を
貯
へ
て

料
に
供
す
る
と
い

ふ
タ
ン
ク
が
澤
山
出
來
て
ゐ
る
。

植
物
の
生
長
せ
ぬ
の
も
雨
が
無
い

か
ら
だ
。
雨
降
り
に
は
氣
が
よ
ふ

ぐ
ほ
ど
雨
の
嫌
な
僕
だ
が
、
こ
ん

な
焦
土
を
眼
の
あ
た
り
に
見
せ
つ

け
ら
れ
る
と
少
し
考
へ
ざ
る
を
得

な
く
な
る
。

長
い
、
眞

な
ト
ン
ネ
ル
を
ぬ

け
る
。
ト
ン
ネ
ル
の
中
は
流
石
に

比
較
的
凉
し
い
が
、
か
す
か
に
白

く
圓
く
見
え
る
向
ふ
の
出
口
を
め

あ
て
に
自
動
車
が
平
氣
で
疾

す

る
の
に
は
膽
を
冷
や
し
た
。

時
間
が
あ
る
の
で
鹽
田
を
見
に

ゆ
く
。

轉
手
の
英
語
が
中
學
二

年
程
度
な
の
で

明
を
き
く
こ
と

も
出
來
な
か
つ
た
が
、
見
た
と
こ

ろ
で
は
日
本
の
鹽
田
と
同
じ
仕
掛

ら
し
い
、
た
だ
眞
白
な
鹽
の
山
が

い
く
つ
も
〳
〵
露
天
に
つ
く
〳
〵

と
並
ん
で
ゐ
る
の
は
珍
ら
し
か
つ

た
。町

に
か
へ
つ
て

轉
手
に
金
を

渡
す
と
も
う
三
ル
ピ
ー
よ
こ
せ
と

い
ふ
、
一
時
間
七
ル
ピ
ー
の
約
束

だ
、
ま
だ
五
十
八
分
し
か
經
つ
て

ゐ
な
い
ぞ
と
い
へ
ば
鹽
田
を
見
に

行
つ
て
二
十
七
哩
と
か
走
つ
た
か

ら
十
ル
ピ
ー
だ
と
頑
張
つ
て
承
知

せ
ぬ
。
ロ
ク
に
英
語
も
話
せ
な
い

く
せ
に
生
意
氣
な
奴
だ
。
仕
方
が

な
い
か
ら
波
止
場
の

査
の
と
こ

ろ
へ

れ
て
ゆ
く
。
す
る
と

査

め
、
チ
ヤ
ン
と
氣
脈
を

じ
て
で

も
ゐ
る
の
か
、
す
ぐ
と

轉
手
の

肩
を
も
つ
て
、
印
刷
の
賃
金
表
な

ど
を
も
ち
出
し
て
來
て
何
や
ら
く

ど
〳
〵
と

明
す
る
。
そ
ん
な
表

な
ど
見
る
氣
は
な
い
、
こ
ち
ら
は

約
束

り
時
間
で
拂
は
う
と
い
ふ

の
だ
、
何
哩
走
ら
う
と
ど
こ
へ
行

か
う
と
こ
つ
ち
の
知
つ
た
こ
と
ぢ

や
な
い
と
こ
つ
ち
も
中
々
負
て
ゐ

な
い
。
丁
度
そ
こ
に
居
合
せ
た
船

の
事
務
員
が
仲
裁
に
入
つ
て
く
れ

た
が
、
ど
こ
ま
で
行
つ
て
も
水
掛

論
で
果
し
が
な
い
。
面
倒
く
さ
い

か
ら
「
も
う

ら
う
〳
〵
」
と
さ

つ
さ
と
ラ
ン
チ
へ
引
あ
げ
た
。
ラ

ン
チ
が
出
て
し
ま
へ
ば
も
う
こ
つ

ち
の
も
の
だ
が
、
川
本
さ
ん
が
一

向
姿
を
見
せ
な
い
の
で
氣
を
も
ん

だ
。
人
質
に
で
も
と
ら
れ
た
の
で

は
な
い
か
と
心

し
た
が
、
あ
と

で
き
い
た
ら
パ
イ
プ
を
買
ふ
と
あ

つ
て
、
負
ろ
負
ぬ
と
押
問
答
を
し

て
ゐ
た
の
だ
さ
う
な
。
氣

な
男

だ
。
氣

と
い
へ
ば

査
も
元
氣

だ
。
事
務
員
に
「
姓
名
を
い
へ
」

と
い
か
め
し
い
こ
と
を
い
つ
て
ゐ

た
が
「
知
ら
な
い
よ

ア
イ
ド
ン
ト
ノ
ー

」
と
す
ま
し

て
ゐ
た
ら
、
そ
の
ま
ゝ

つ
て
引

つ

ん
で
了
つ
た
。
こ
れ
が
日
本

の
お

り
さ
ん
だ
と
「
本
署
ま
で

一
寸
來
い
」
と
や
ら
れ
る
に
き
ま

つ
て
ゐ
る
。

ア
デ
ン
は
恐
ろ
し
い
と
こ
ろ

だ
。
人
間
到
る
と
こ
ろ
靑
山
あ
り

と
ど
こ
に
で
も
落
着
い
て

し
い

生
活
を
營
む
こ
と
を
忘
れ
ぬ
ヂ
ヨ
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ン
・
ブ
ル
も
こ
の
地
ば
か
り
は
手

の
つ
け

が
な
い
と
見
へ
て
、
兵

さ
ん
は
二
年
で
交
代
す
る
の
だ

さ
う
な
。
も
う
大
分

に
ス
コ
ツ

ト
ラ
ン
ド
の
あ
る
聯

が
罰
と
し

て
こ
ゝ
に
駐
屯
を
命
ぜ
ら
れ
た
こ

と
が
あ
つ
た
と
例
の
技
師
先
生
が

話
し
て
ゐ
た
。

（
一
四
）
紅

午
後
六
時
に
ア
デ
ン
を
出
帆
し

た
。
日
が
く
れ
て
も
や
つ
ぱ
り

い
。
こ
の
邊
で

風
が
吹
い
て
、

そ
の
風

が
船
の

力
と
同
じ
に

な
つ
て
、

の

が
眞
直
に
昇

る

な
こ
と
が
始
ま
つ
た
ら
事

だ
、
け
ふ
な
ん
か
風
が
あ
る
だ
け

ま
だ
〳
〵
い
ゝ
方
だ
と
水
夫
長

ボ
ー
ス
ン

に

聞
か
せ
て
貰
つ
て
、
そ
ん
な
も
の

か
な
と
諦
め
を
つ
け
る
。

「
今
夜
十
二
時
と
一
時
と
の
間

に
涙
の
瀨

を

る
、
貿
易
風
に

乘
じ
て
印
度
に
渡
る
ア
ラ
ビ
ヤ
人

が
こ
ゝ
で
故
國
に
分
れ
を
惜
し
む

と
こ
ろ
か
ら
名
を
つ
け
た
も
の

だ
、
こ
の

峽
は
三
哩
ほ
ど
で
下

關
位
の
と
こ
ろ
だ
。」と
デ
ン
マ
ー

ク
が
敎
へ
て
く
れ
た
が
、
ね
む
い

か
ら
十
時
ご
ろ
に
は
床
に
入
つ
て

了
つ
た
。

に
な
つ
た
ら
、「
折
角

敎
へ
て
や
つ
た
の
に
、
な
ぜ

き

て
見
な
か
つ
た
か
。」
と
怒
ら
れ

た
。十

一
日
の
お
茶
の
時
間
に
一
等

の

堂
で
文
部
留
學
生
の
茶
話
會

を
開
い
た
。
新
潟
高
校
の
西
川
さ

ん
が
最
年
長

と
あ
つ
て
一
場
の

挨
拶
を

べ
ら
れ
た
。
そ
れ
か
ら

め
い
〳
〵
自
己
紹
介
を
や
つ
た
。

二
十
三
名
の
う
ち
、
英
國
に
渡
る

も
の
が
十
二
人
、獨

が
十
一
人
、

こ
の
う
ち
語
學
で
渡
英
す
る
も
の

が
八
人
あ
る
。

紅

に
入
つ
て
か
ら
思
つ
た
よ

り
す
ず
し
い
。
で
も
夜
の
甲
板
は

凉
み
の
客
で

晩
賑
や
か
な
こ
と

だ
、
し
ま
ひ
に
は
小
人
閑
居
し
て

ダ
ン
ス
を
始
め
た
。
安
も
の
ゝ
蓄

音
機
を
も
ち
出
し
て
怪
し
い
ス
テ

ツ
プ
の
幾
組
か
が
出
來
る
、
怪
し

く
な
か
つ
た
と
し
て
も
隨
分

調

な
子
供
く
さ
い
も
の
だ
、
こ
ん
な

こ
と
を
何
回
も
く
り

し
て

の

三
時
四
時
ま
で
も
厭
き
な
い
な
ん

て
い
ふ
人
の
氣
が
知
れ
な
い
。
英

國
人
は
い
や
に
大
人
び
て
、
ど
ん

な
こ
と
で
も
子
供
く
さ
い
と
鼻
で

あ
し
ら
ふ
人
種
だ
が
、
こ
ん
な
馬

鹿
げ
た
眞
似
を
さ
も
鹿
爪
ら
し
い

を
し
て
や
つ
て
ゐ
る
の
は
天
下

の
絶
景
だ
。
原
始
時
代
の
人
間
が

や
つ
て
ゐ
た

り
の
こ
と
を
い
か

め
し
い
二
十
世
紀
の
文
明
人
が
や

る
の
だ
か
ら
い
か
に
辯
護
し
て
み

て
も
そ
こ
に
大
き
な
矛
盾
が
あ
る

が
、
僕
と
て
も
自
分
で
や
る
の
だ

と
そ
ん
な
矛
盾
に
氣
は
つ
く
ま

い
。印

度
洋
あ
た
り
か
ら
そ
ろ
〳
〵

甲
板
に

る
も
の
が
多
く
な
つ

た
、
十
一
時
頃
甲
板
に
出
て
み
る

と
死
屍
累
々
の

が
あ
る
、
隨
分

危
な
つ
か
し
い
と
こ
ろ
で
ぐ
う

〳
〵
や
つ
て
ゐ
る
の
も
あ
る
。
そ

れ
は
い
い
と
し
て

六
時
に
は

水
夫
が
甲
板
を
洗
ふ
の
で
、

坊
の

中
に
は
非
常
に
困
る
ら
し

い
、
水
夫
長
が
「

き
ろ

ウ
エ
ク
ア
プ

き

ろ
」
と
呼
び
廻
つ
て
ゐ
る
。
と
こ

ろ
が
西
洋
の
女
の
中
に
は
恐
ろ
し

く
圖
々
し
い
の
が
ゐ
て
、
ポ
ン
プ

で

所
を
ざ
あ
〳
〵
や
つ
て
ゐ
る

の
に
平
氣
で
鼾
を
か
い
て
ゐ
る
の

が
あ
る
、
し
ま
ひ
に
は
他
人
の
私

有
の
ソ
ー
フ
ア
を
こ
は
し
た
と
か

で
、
危
く
國
際
問
題
が

り
か
け

た
が
、
そ
こ
は
女
の
特
權
で
そ
の

ま
ゝ
事
ず
み
に
な
つ
た
。
水
夫
た

ち
も
よ
つ
ぽ
ど
忌
々
し
い
と
見
え

て
「
死
ん
で
る
、
死
ん
で
る
。」
と

い
つ
て
お
經
を
唱
へ
な
が
ら
ソ
ー

フ
ア
の
廻
り
を
ぐ
る
〳
〵
や
つ
て

ゐ
た
り
し
た
。

六
月
十
四
日
の

で
あ
る
、

い
ゝ
氣
も
ち
で
夢
の
つ
ゞ
き
を
見

て

ゐ

る

と

耳

元

で

こ

の

「

き
ろ

ウ
エ
ク
ア
プ

」
を
や
る
も
の
が
あ

る
、
船
室
の

を
あ
け
つ
放
し
に

し
て

る
の
で
何
時
で
も
何
人
で

も
出
入
自
在
な
の
だ
、
眼
を
さ
ま

す
と
デ
ン
マ
ー
ク
が
傍
に
立
つ
て

ゐ
る
、
何
だ
と
訊
く
と
「
シ
ナ
イ

山
が
見
へ
る
か
ら

き
て
見
ろ
。」

と
い
ふ
、
シ
ナ
イ
山
だ
つ
て
や
つ

ぱ
り
只
の
山
だ
ら
う
と
思
つ
た
が

き
る
迄
動
か
な
い
か
ら
、

呆

け
眼
を
こ
す
り
な
が
ら
甲
板
に
出

て
み
る
。
日
が
出
て
ゐ
る
の
で
ま

ぶ
し
い
が
地
平
線
上
に
は
少
し
の

雲
も
な
い
、
雨
の
降
ら
ぬ
の
が
特

色
の
紅

に
し
て
珍
ら
し
い
好
天

氣
だ
。
デ
ン
マ
ー
ク
の
指
さ
す
方

を
見
る
と
う
ね
〳
〵
と

る
一
帶

の
山
が
う
す
紫
に
此
の
空
を
劃
つ

て
ゐ
る
、「
左
の
端
の
あ
の
一
番
高

い
の
が
そ
れ
だ
。」と
敎
へ
て
く
れ

る
。
す
つ
か
り
眼
が
覺
め
て
考
へ

て
見
る
と
、
こ
の
山
を
見
る
こ
と

も
日
本
を
出
る
と
き
か
ら

し
み

の
一
つ
に
し
て
ゐ
た
こ
と
が
思
ひ

出
さ
れ
て
來
た
の
で
「
よ
く
敎
へ

て
く
れ
た
、
有
り
難
う
。」と
お
禮

を
云
つ
て
や
つ
た
。

埃
及
エヂプト

の
墳
墓
を
發
く
と
き
つ
と

中
か
ら
書
き
も
の
が
出
る
、
世
に

「
死

の
書

ブツクオヴザデツド
」
と

す
る
の
が
そ

れ
だ
。
こ
れ
は
死

が
黄
泉
で
裁

き
を
う
け
る
と
き
、
か
う
い
へ
、

あ
ゝ
い
へ
と
裁

の
う
け
方
を
指

示
し
た
も
の
で
、
身
分
の
高
い
低

い
に
從
つ
て

し
さ
に
相

は
あ

る
が
、
根
本
の
要
迄
は
共

だ
、

ち
、
私
は
こ
ん
な
こ
と
は
致
し

ま
せ
ん
、
こ
ん
な
こ
と
も
致
し
ま

せ
ん
と
い
つ
た
類
の
世
に
い
ふ
ネ

ガ
テ
イ
ヴ
・
コ
ン
フ
エ
シ
ヨ
ン
が

そ
れ
で
あ
る
。
こ
れ
が
モ
ー
ゼ
の

十
誡
と
同
じ
と
こ
ろ
を
見
る
と
、

シ
ナ
イ
山
で
神

か
ら
授
か
つ
た

の
は
少
々
怪
し
く
な
つ
て
く
る

が
、
こ
ん
な
詮
議
を
始
め
た
ら
、

世
に
怪
し
く
な
い
も
の
は
澤
山
は

あ
る
ま
い
、
ま
あ
傳

の
ま
ゝ
に

神

的
な
も
の
と
し
て
置
か
う
。

（
一
五
）
埃
及

上

午
後
五
時

ぎ
に
ト
ウ
イ
フ
イ

ツ
ク
港
に
つ
く
、
こ
れ
が
ス
エ
ズ

河
の
東
の
入
口
だ
と
き
い
て
ゐ

た
が
、
そ
の
入
口
な
る
も
の
が
容

易
に
見
つ
か
ら
な
い
、
方
々
も
ち

廻
つ
た
末
と
う
〳
〵
デ
ン
マ
ー
ク

に
解

を
つ
け
て
貰
つ
た
、
こ
の

男
も
船
長
で
こ
の
邊
は
何

と
な

く

つ
た
こ
と
が
あ
る
の
だ
さ
う
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な
。埃

及
エヂプト

の
入
國
は
中
々
や
か
ま
し

い
、
査
證
に
關
し
て
も
郵
船
か
ら

特
に
注
意
を
う
け
て
ゐ
た
が
、
果

し
て
い
ろ
〳
〵
面
倒
で
あ
つ
た
。

査
證
は
英
國
の
官
憲
が
や
つ
た

が
、
旅

を
調
べ
に
來
た
の
は
ト

ル
コ
帽
を
被
つ
た
埃
及
の
役
人
で

あ
つ
た
、
こ
の
邊
が
埃
及
獨
立

動
の

渡
時
代
を
如
實
に
物
語
る

に
思
は
れ
て
一
寸
面
白
か
つ

た
。カ

イ
ロ
行
き
の
案
内
は
ト
マ

ス
・
ク
ツ
ク
と
南
部
氏
と
二
ケ
所

で
や
る
が
、
後

は
邦
人
で
あ
る

の
と
郵
船
に
特
別
關
係
が
あ
る
の

と
で
と
て
も
競

に
は
な
ら
ぬ
ら

し
い
、
こ
の
日
は
ク
ツ
ク
社
の
社

員
は
手
持
無
沙
汰
で

つ
て
行
つ

た
。
僕
た
ち
三
十
幾
名
か
の
一

は
南
部
氏
の
案
内

ア
ン
ト
ニ
オ

に

れ
ら
れ
て
上
陸
し
た
。

港
務
所
で

疫
が
あ
る
、
と
い

つ
て
も
醫
務
室
の
入
口
に
立
つ
て

ゐ
る
醫

の

を

る
だ
け
、
に

こ
〳
〵
し
た
感
じ
の
い
ゝ
男
だ
つ

た
。
賴
ま
れ
も
せ
ぬ
の
に
舌
を
出

し
て
見
せ
て
や
つ
た
の
は
僕
と
同

室
の
桂
田
さ
ん
だ
け
。

港
務
所
の

で
八
臺
の
自
動
車

に
分
乘
す
る
、
僕
た
ち
の
一
行
五

名
は
南
部
氏
に
紹
介
さ
れ
て
ゐ
た

大
野
さ
ん
の
威
光
で
一

の
先
頭

に
立
つ
た
、
先
頭
に
立
つ
た
の
を

威
張
る
の
ぢ
や
な
い
、
こ
れ
か
ら

砂
漠
を

破
す
る
の
に
あ
と
に
な

つ
た
ら
砂

が
た
ま
つ
た
も
の
ぢ

や
な
い
、

ち
特
に
記
す
價
値
の

あ
る
所
以
で
あ
る
。
一
寸
書
き
落

し
た
が
、
僕
た
ち
は
船
が
五
時
の

列
車
に
間
に
合
は
な
か
つ
た
の

で
、
自
動
車
で
カ
イ
ロ
に
向
つ
た

の
で
あ
つ
た
。

十
分
ば
か
り
で
ス
エ
ズ
の
町
に

つ
く
。
こ
ゝ
で
二
三
度

關
の
役

人
ら
し
い
の
が
自
動
車
を
と
め
て

中
を
の
ぞ
い
た
。

町
を
出
る
と
い
よ
〳
〵
砂
漠
に

か
ゝ
る
、
ア
ラ
ビ
ヤ
砂
漠
と
い
ふ

の
が
こ
れ
で
あ
る
。
北
極
星
の
位

置
で
見
る
と
、
自
動
車
は
西
西
北

の
方
角
に

ん
で
ゐ
る
、
ス
エ
ズ

か
ら
カ
イ
ロ
ま
で
一
直
線
に
走
る

の
ら
し
い
。
砂
漠
の
中
で
は
あ
る

が
廣
い

が
つ
い
て
ゐ
る
、
折
か

ら
の
月
明
に
乘
じ
て
文
字

り
の

こ
の
無
人
境
を
疾

し
て
ゆ
く
心

も
ち
は

く
な
い
。
｜
｜
が
、
そ

れ
は
僅
の
間
で
あ
つ
た
。
こ
の
行

程
九
十
哩
、
時
間
に
し
て
三
時
間

は
か
ゝ
る
の
だ
か
ら
、
三
分
の

一
ほ
ど
行
く
と
も
う
厭
き
て
了
つ

た
、
お
ま
け
に

さ
が
身
に
泌
み

る
、
｜
｜
砂
漠
の
中
で
夏
の
最
中

に
震
へ
る
な
ど
は
一
寸
う
け
と
れ

ぬ
話
だ
が
、
實
際
砂
漠
は
晝
と
夜

と
の
氣

の
差
が
そ
れ
ほ
ど
激
し

い
の
で
あ
る
。
わ
け
て
も
薄
着
の

夫
人
の
あ
ら
は
な
腕
が
い
か
に
も

痛
々
し
い
の
で
夫
君
と
僕
と
が
中

に
は
さ
ん
で
外
套
の
代
り
に
な

り
、
そ
の
上
に
川
本
さ
ん
の
縞
の

風
呂
敷
を
被
せ
た
圖
は
、
晝
間
見

た
ら
珍
で
あ
つ
た
ら
う
と
思
は
れ

る
。（

一
五
）
埃
及

中

そ
れ
ば
か
り
で
は
な
い
、

中

で
あ
と
の
車
が
パ
ン
ク
し
た
の
で

二
度
ほ
ど
そ
れ
を
待
ち
合
せ
た
、

か
う
な
る
と
ま
す
〳
〵
い
や
に
な

つ
て
來
た
。
一
體
誰
か
の
紀
行
を

見
て
こ
ゝ
で
は
自
動
車
が
パ
ン
ク

し
た
と
出
て
ゐ
る
か
ら
、
や
ら
ぬ

と
氣
が
や
ま
ぬ
の
と
見
へ
る
。
ス

エ
ズ
か
ら
僕
た
ち
の
車
に
便
乘
し

て
ゐ
た
カ
イ
ロ
の
洋

屋
さ
ん
と

世
間
話
を
し
て
わ
づ
か
に

屈
を

ま
ぎ
ら
は
せ
た
。
ヴ
イ
ナ
ス
は
も

う
と
く
に
沈
ん
で
し
ま
つ
た
、
月

は
｜
｜
こ
の
月
が
の
ぼ
る
の
か
沈

む
の
か
が
さ
つ
き
か
ら
議
論
の
種

に
な
つ
て
ゐ
る
の
だ
が
、
洋

屋

さ
ん
は
十
一
時
ま
で
の
ぼ
つ
て
そ

れ
か
ら
沈
む
の
だ
と
い
ふ
、
お
月

は
ど
ち
ら
に
も
團

を
あ
げ
か

ね
た
と
見
へ
て
、
と
う
〳
〵
動
か

な
く
な
つ
て
了
つ
た
。

カ
イ
ロ
に
着
い
た
の
は
も
う
十

二
時

か
つ
た
、
サ
ヴ
オ
イ
ホ
テ

ル
に
落
つ
い
て
一
と
や
す
み
し
て

た
の
は
一
時
頃
だ
つ
た
ら
う
、

そ
れ
で
ゐ
て

の
五
時
に
は
ア
ン

ト
ニ
オ
に
叩
き

さ
れ
た
の
だ
か

ら
眼
が
痛
い
。
六
時

ぎ
に
ホ
テ

ル
の

に
自
動
車

の
勢
揃
ひ
を

し
て
金
字
塔
を
見
物
に
出
か
け

た
。ナ

イ
ル
河
を
渡
る
、
隅
田
川
位

の
大
き
さ
し
か
な
い
が
、
六
月
は

水
量
も
最
も
少
い
時
だ
さ
う
な
。

モ
ー
ゼ
が
蘆
の
葉
蔭
に
か
く
さ
れ

て
危
き
を
免
れ
た
の
も
こ
の
河
、

ク
レ
オ
パ
ト
ラ
が
ア
ン
ト
ニ
ー
と

舟
を

べ
て
長
夜
の
宴
を
張
つ
た

の
も
こ
の
河
、上
下
茫
々
五
千
載
、

國
興
り
國
亡
び
人
來
り
人
往
い
て

｜
｜
と
中
學
生
流
の
感

が
湧

く
。橋

を
渡
つ
て
ア
カ
シ
ヤ
の
並
木

を

ぎ
て
ゆ
く
と
や
が
て
目
ざ
す

ギ
ザ
の
金
字
塔
が
遙
か
に
そ
の
姿

を
行
く
手
に
現
は
す
、
隨
分
小
さ

い
。

中
自
動
車
を
捨
て
て
駱
駝
に

乘
る
、
一
寸
馴
れ
る
と
頗
る
乘
り

心
地
の
い
ゝ
も
の
だ
が
、
二
分
置

き
位
に
酒
手
を
ね
だ
ら
れ
る
の
は

可
な
り
う
る
さ
い
。
こ
れ
に
對
し

て
は
一
切
分
ら
ぬ
風
を
し
て
無
言

の
行
を
つ
づ
け
る
の
も
一
法
だ
が

僕
は
何
と
か
云
ひ
出
し
さ
う
な
形

勢
と
見
て
と
る
と
、
質
問
を
し
た

り
、
駱
駝
を
ほ
め
た
り
、
出
た
ら

め
の
世
間
話
で
機
先
を
制
し
て
一

切
ね
だ
る
機
會
を
與
へ
ぬ
策
略
を

と
つ
た
、
し
か
し
あ
ま
り
仲
よ
く

な
り
す
ぎ
て

つ
て
わ
か
れ
る
こ

と
が
出
來
な
く
な
つ
た
の
で
、
最

後
に
銀
貨
を
一
つ
く
れ
て
や
つ

た
。一

番
大
き
い
シ
エ
オ
ブ
の
金
字

塔
に
つ
い
て
廻
つ
て
ス
フ
イ
ン
ク

ス
の
そ
ば
に
下
り
る
、
こ
ゝ
で
サ

ラ
と
呼
ぶ
土
人
の
案
内

が
演

口
調
で

明
す
る
、
頗
る
流
暢
に

や
る
が
、
プ
が
ブ
に
な
り
ク
が
グ

に
な
つ
て
、
プ
リ
ー
ズ
が
ブ
リ
ー

ズ
、
ク
ラ
ス
が
グ
ラ
ス
だ
か
ら
、

そ
れ
を
一
々
考
へ
て
直
し
て
き
ゝ

と
る
の
は
骨
が
折
れ
る
。
そ
れ
が

す
ん
で
か
ら
み
ん
な
で
記
念
の
寫

眞
を
撮
つ
た
。

シ
エ
オ
ブ
の

で
サ
ラ
先
生
ま

た
一
場
の
講
演
を
や
る
。
内
容
は
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別
に
何
の
奇
も
な
い
、
高
さ
が
ど

れ
丈
で
、
石
が
い
く
つ
あ
つ
て

等
々
の
誰
で
も
知
つ
て
ゐ
る
こ
と

｜
｜
い
や
知
つ
て
は
ゐ
な
い
が
、

ど
の
本
に
も
書
い
て
あ
つ
て
、
調

べ
れ
ば
す
ぐ
分
る
こ
と
ば
か
り
。

金
字
塔
の
次
ぎ
に
は
、
舊
カ
イ

ロ
の

跡
を
見
る
。
こ
ゝ
は
地
震

で
潰
れ
た
の
だ
と

明
を
し
た

が
、
日
本
で
は
あ
る
ま
い
し
、
こ

の

明
は
眉
唾
も
の
だ
。
僕
と
同

室
の
東
大
の
西
洋
史
の
先
生
山
中

君
に
き
い
た
ら
、
ト
ロ
イ
と
同
じ

に
何
か
の
原
因
で
人
の
住
ま
な

く
な
つ
た
町
が
砂
に
埋
も
れ
て
了

つ
た
の
だ
ら
う
と
の
事
で
あ
つ

た
。次

ぎ
は
マ
メ
ル
ツ
ク
・
ト
ウ
ム

へ
行
く
、
中
に
は
名
士
の
墓
が
一

杯
あ
る
、
イ
ブ
ラ
ハ
ム
・
パ
シ
ヤ

の
墓
な
ど
は
わ
け
て
も
有
名
な
も

の
だ
さ
う
な
。
石
に
針
で
コ
ツ

〳
〵
と
彫
刻
を
し
た
も
の
で
何
年

と
か
か
ゝ
つ
た
の
だ
と
サ
ラ
先
生

反
身
に
な
る
。

次
は
モ
ハ
メ
ツ
ド
・
ア
リ
の
モ

ス
ク
、
中
々
忙
し
い
。
こ
の
モ
ス

ク
は
古
く
か
ら
あ
つ
た
城
塞
の
中

へ
、
現
埃
及
エジプト

王

の
始

ア
リ
が

建
設
し
た
も
の
で
今
も
金
曜
の
禮

日
に
は
國
王
が
臨
席
さ
れ
る
。

雪
花
石
膏
で
つ
く
つ
た
輪

の
美

を
極
め
た
も
の
だ
。
こ
の
城
塞
は

｜
｜
い
や
、
こ
ん
な
こ
と
書
い
て

讀

を
あ﹅
て﹅
る﹅
の
は
よ
さ
う
、
物

好
き
な
人
は
ベ
デ
カ
を
見
る
が
よ

ろ
し
、
英
語
の
よ
め
ぬ
人
は
郵
船

で
た
だ
で
く
れ
る
「
埃
及
見
物
」

と
い
ふ
本
を
見
る
と
よ
い
。
何
し

ろ
興
趣
の
深
い
物
語
り
に
富
ん
だ

城
で
あ
る
。

最
後
が
埃
及
博
物

、
こ
れ
が

世
界
に
き
こ
え
た
大
仕
掛
な
も
の

で
、
一
時
間
や
二
時
間
で
は
素

り
す
る
位
の
も
の
だ
が
、
サ
ラ
先

生
に
引
つ
張
ら
れ
て
目
ぼ
し
い
も

の
だ
け
を
拾
つ
て
あ
る
く
。
ピ
ラ

ミ
ツ
ド
建
築
當
時
の
監
督
で
あ
つ

た
男
の
木
像
が
あ
る
。
そ
の
表

の
眞
に
逼
つ
た
と
こ
ろ
、
大
英
博

物

の
埃
及
部
に
藏
せ
ら
れ
る

「
書
記
生

ス
ク
ラ
イ
ブ

」
と
並
べ

せ
ら
れ
て

世
に
定

の
あ
る
も
の
だ
。「
さ
る

ア
メ
リ
カ
の
女
が
こ
れ
を
一
萬
弗

で
買
ふ
と
い
つ
た
が
、
金
づ
く
ぢ

や
…
…
」と
サ
ラ
が
せ
せ
ら
笑
ふ
。

古
代
の
彫
刻
に
も
中
々
面
白
い

の
が
あ
る
。
王

の
生
活
を
繪
に

し
た
の
が
あ
つ
て
、
饗
宴
や
ら
、

音

や
ら
、
舞
踊
や
ら
が
あ
ま
り

に
も

代
の
そ
れ
に
酷
似
し
て
ゐ

る
の
を
指
し
て
、「
こ
の
頃
流
行
な

ん
て
も
の
は
み
ん
な
埃
及
か
ら
出

て
ゐ
る
の
だ
」
と
サ
ラ
氏
氣

當

る
べ
か
ら
ず
。

ミ
イ
ラ
な
ん
か
掃
く
ほ
ど
あ
る

か
ら
澤
山
で
は
珍
し
く
も
な
い

が
、
ラ
ム
セ
ス
や
メ
ニ
フ
タ
の
そ

れ
は
足
を
と
め
て
の
ぞ
い
た
。
メ

ニ
フ
タ
は
出
埃
及

エ
ク
ソ
ダ
ス

の
王

で
、

モ
ー
ゼ
が
イ
ス
ラ
エ
ル
の
民
を
率

ゐ
て

げ
出
し
た
頃
の
領
主
ら
し

い
と

明
が
つ
い
て
ゐ
る
。
そ
の

人
の
面
影
を
今
眼
の
あ
た
り
に
見

る
心
も
ち
は
一
寸
妙
で
あ
る
。

（
一
五
）
埃
及

下

こ
の
博
物

で
尤
も
價
値
の
あ

る
の
は
ツ
タ
ン
カ
ー
メ
ン
王
の
墳

墓
か
ら
出
た
數
々
の
寶
物
で
あ
ら

う
、
カ
ー
ナ
ヴ
オ
ン
伯
の
劃
時
代

的
な
こ
の
發
掘
が
い
か
に
世
界
を

驚
か
せ
た
か
は
今
更
い
ふ
だ
け
野

暮
で
あ
る
。
こ
の
室
に
入
つ
て
見

る
と
絢
爛
目
を
奪
う

な
美

品

が
と
こ
ろ
せ
ま
き
迄
に
陳
列
さ
れ

て
ゐ
る
。
今
更
の

に
古
代
埃
及

の
文
化
に
驚
嘆
の
眼
を

る
。

い
つ
ま
で
ゐ
た
つ
て
限
り
が
な

い
、
せ
き
立
て
ら
れ
て
こ
ゝ
を
出

て
中
央
停
車
場
に
ゆ
く
。
こ
ゝ
か

ら
十
一
時
發
の

行
で
ポ
ー
ト
サ

イ
ド
に
向
ふ
。
み
ん
な
頭
の
先
か

ら
足
の
先
ま
で
埃
だ
ら
け
で
あ

る
。汽

車
の
中
は
恐
ろ
し
く

苦
し

い
、
砂
漠
の
埃
が
舞
ひ
こ
む
の
で

窓
は
す
つ
か
り
し
め
て
あ
る
、
中

に
は
煽
風
機
が
廻
つ
て
ゐ
る
が
、

吹
き

す
風
そ
の
も
の
が

い
の

だ
か
ら
結
局
何
の
役
に
も
立
た
な

い
、
お
晝
を

堂
車
で
た
べ
た
外

な
す
こ
と
も
な
い
車
中
の
四
時
間

を
苦
し
み

し
て
、
ポ
ー
ト
サ
イ

ド
に
つ
い
て
ほ
つ
と
し
た
。
ス
エ

ズ

河
に

ふ
て
走
つ
て
ゐ
る
時

も

苦
し
い
の
に
變
り
は
な
か
つ

た
。ポ

ー
ト
サ
イ
ド
の
う
る
さ
い
事

は
コ
ロ
ン
ボ
以
上
だ
、
さ
ら
で
も

苦
し
い
日
ざ
か
り
に
薄
汚
い
物

賣
り

に
つ
け
ま
と
は
れ
る
厭
は

し
さ
は
知
ら
ぬ
人
に
は
想
像
が
つ

く
ま
い
。
這
々
の

ほ
う
〴
〵

体
で
と
あ
る
喫

茶
店
に

げ
こ
ん
だ
が
や
つ
ぱ
り

い
け
な
い
、
二
束
三
文
の
安
ピ
カ

も
の
を

き
つ
け
て
何
と
い
つ
て

も
は
な
れ
ぬ
奴
、
い
つ
の
間
に
か

股
の
間
へ
も
ぐ
り
こ
ん
で
靴
を
磨

か
う
と
あ
せ
る
小

、

手
に
ひ﹅

よ﹅
子
や
卵
を
も
ち
出
し
て

卓
の

上
で
手
品
を
始
め
る
男
等
々
、
た

ま
り
か
ね
て
、

い
の
を
我
慢
し

て
中
の
室
の
一
番
奥
へ

げ
こ
ん

だ
。
勘
定
の
と
き
に
ウ
エ
ー
タ
ー

が
お
釣
の
中
か
ら

手
に
一
志
の

銀
貨
を
頂
戴
し
て
お
禮
を
い
つ
た

な
ぞ
も
ま
づ
一
寸
類
の
な
い
圖
々

し
さ
で
あ
ら
う
。

も
う
一
つ
驚
い
た
の
は
目
貫
の

り
の
立
派
な
店
へ
繪
葉
書
を
ひ

や
か
し
に
入
つ
た
と
き
、
風
采
の

堂
々
と
し
た
店
主
が
妙
な
手
つ
き

で
一
同
を
隅
の
方
へ

れ
て
行
つ

て
、
い
や
ら
し
い
寫
眞
を
買
は
ぬ

か
と
す
ゝ
め
た
事
だ
。
こ
れ
が

岸

の
大

で
あ
る
、
奥
の
方
へ

入
つ
て
行
つ
た
ら
ど
ん
な
目
に
會

ふ
か
知
れ
な
い
。
い
ろ
ん
な
こ
と

で
す
つ
か
り
疲
れ
て
し
ま
っ
た
の

で
、
時
間
は
早
い
が
き
り
あ
げ
て

我
家
と
賴
む
船
に

つ
て
來
た
。

こ
ゝ
で
積

む
石
炭
が
粉
炭
な
の

で
船
の
中
は
眞
黑
に
な
つ
て
ゐ
た

が
、
そ
れ
で
も
乞

と
泥
棒
の
町

よ
り
は
氣

だ
、

を
洗
つ
て
着

物
を
着
換
へ
た
ら
生
れ
變
つ
た

な
氣
が
し
た
。

こ
ん
な
と
こ
ろ
に
來
て
こ
ん
な

人
間
を
相
手
に
し
て
ゐ
た
ら
容
易

に
人
を

づ
け
な
い

に
な
る
の

は
當
然
だ
、
英
人
が
紹
介
さ
れ
な

い
未
知
の
人
間
に
氣
を
ゆ
る
さ
ぬ

の
は
度
々
こ
ん
な
目
に
あ
つ
て
ゐ

る
か
ら
か
も
知
れ
な
い
、
彼
等
の
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無
愛
想
も
か
う
考
へ
る
と
あ
な
が

ち
と
が
め
る
に
も
及
ば
な
い
。

十
五
世
紀
ご
ろ
の
英
國
の
小

に
ラ
ツ
ク
ア
ペ
ニ
と
い
ふ
の
が
あ

る
、
チ
ヨ
ー
サ
ー
の
カ
ン
タ
ベ
リ

物
語
と
共
に
當
時
の
人

風
俗
を

知
る
材
料
と
し
て
史
家
の
珍
重
す

る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
は

ケ
ン
ト
か
ら
出
て
來
た
一
人
の
男

が
倫
敦
の
商
人
に
捕
ま
つ
て
散
々

な
目
に

ふ
場
面
が
あ
る
。
そ
の

邊
が
ポ
ー
ド
サ
イ
ド
の
今
日
に
酷

似
し
て
ゐ
る
の
は
可
笑
し
い
、
今

後
五
百
年
ほ
ど
た
つ
た
ら
ポ
ー
ト

サ
イ
ド
も
倫
敦
の

に
な
る
か
も

知
れ
な
い
。
日
本
は
警
察
の
お
蔭

で
こ
ん
な
う
る
さ
い
思
ひ
を
せ
ず

に
す
む
、
外
國
に
來
て
か
ら
つ
く

〴
〵
日
本
の
警
察
の
有
難
さ
が
思

は
れ
る
。

七
時

ぎ
に
碇
を
あ
げ
て
出
帆

し
た
。
右
舷
に

呼
の
聲
が
湧
く

の
で
行
つ
て
見
る
と
眼
の

に
山

の

な
軍
艦
が
横
た
は
つ
て
ゐ

る
。
わ
れ
〳
〵
は
そ
の

を
靜
々

と

つ
て
行
く
の
で
あ
つ
た
。
そ

れ
は
ロ
ー
ヤ
ル
・
ソ
ヴ
リ
ン
と
呼

ぶ
英
國
の
超
弩
級
艦
だ
さ
う
な
、

向
ふ
で
も
水
兵
が
み
ん
な
甲
板
に

出
て
何
や
ら
し
き
り
に

呼
す
れ

ば
こ
ち
ら
の
英
人
た
ち
も
、
平
素

は
む
つ
ゝ
り
と

り

ん
で
ゐ
る

中
ま
で
わ
い
〳
〵

呼
を
浴
び

せ
て
ゐ
る
。
ど
つ
ち
も
な
つ
か
し

く
嬉
し
い
の
だ
ら
う
、
わ
れ
〳
〵

も
も
し
日
本
の
軍
艦
だ
つ
た
ら
ど

ん
な
に
心

い
こ
と
か
と
思
ふ
。

國
を
出
て
か
ら
一
番
有
難
い
の
は

御
國
の
光
で
あ
る
。
日
本
よ
、
ど

う
か

い
、
偉
い
國
に
な
つ
て
お

く
れ
…
…
こ
ん
な
こ
と
を
考
へ
て

ゐ
る
中
に
船
は
レ
セ
ツ
プ
ス
の
銅

像
を
左
に
見
て
徐
に
地
中

へ
と

乘
り
出
し
た
。

（
十
六
）
地
中

上

十
七
日
の

窓
の
外
が

々
し

い
の
で
眼
を
さ
ま
し
て

き
て
み

る
と
、
ク
リ
ー
ト
だ
、
ク
リ
ー
ト

だ
と
い
ふ
聲
、
例
の
デ
ン
マ
ル
ク

が
例
の
調
子
で
何
や
ら
喋
り
立

て
ゝ
ゐ
る
。

呆
眼
を
こ
す
り
な

が
ら
そ
の
仲
間
入
り
を
す
る
。
隨

分
大
き
な
島
だ
、
高
い
山
が
所
々

に
聳
へ
て
峰
に
は
雪
が
光
つ
て
ゐ

る
。こ

の
島
に
宮
殿
が
發
掘
せ
ら
れ

て
か
ら
ク
リ
ー
ト
の
文
明
は

に

や
か
ま
し
く
論
せ
ら
れ
る

に
な

つ
た
、
山
中
さ
ん
の
話
で
は
、
そ

れ
は
時
間
的
に
も
空
間
的
に
も

埃
及
エジプト

の
そ
れ
と
希
臘
ギリシヤ

の
そ
れ
と
の

中
間
に
あ
つ
て
橋
渡
し
の
役
を
つ

と
め
た
も
の
ら
し
い
と
の
事
で
あ

つ
た
。

ひ
と
り
こ
の
島
の
み
と
い
は

ぬ
、
地
中

ほ
ど
古
く
か
ら
世
に

知
ら
れ
て
い
く
た
劇
的
の
場
面
を

目
撃
し
た

は
外
に
あ
る
ま
い
、

夜
、
月
の
光
を
浴
び
て
舷
側
に
立

て
ば
、
し
ろ
金
色
に

け
る
浪
の

中
か
ら
、
埃
及
や
希
臘
や
羅
馬
ロ
ー
マ

や

カ
ル
タ
ゴ
の
あ
り
し
日
の
面
影
が

幻
の

に

ん
で
出
る
。

十
八
日
の
午
後
に
な
る
と
右
舷

に
山
が
見
へ
出
す
、
伊
太
利
の
長

靴
の
先
な
の
だ
、
西
洋
だ
、
西
洋

だ
と
み
ん
な
双
眼
鏡
を
手
に
し
て

い
で
ゐ
る
。
そ
の
中
左
舷
に
シ

シ
リ
ー
が
見
へ
る
、
生
憎
少
し
曇

つ
て
ゐ
た
が
、

づ
く
と
エ
ト
ナ

の
裾
を
長
く
ひ
い
た
姿
が
く
つ
き

り
と
見
へ
て
來
る
、
頂

く
か
ら

を
吐
い
て
ゐ
る
、
八
合
目
あ
た

り
に
雪
も
見
へ
る
、
さ
う
高
く
は

思
は
れ
ぬ
が
、
地
圖
を
見
る
と
一

萬
八
百
七
十

呎
フイートと

出
て
ゐ
る
。

や
が
て
メ
シ
ナ

峽
を

る
、

一
番
せ
ま
い
と
こ
ろ
は
二
浬
位
だ

さ
う
で
兩
岸
の
人
家
が
手
に
と
る

に
見
へ
る
、
左
手
の
メ
シ
ナ
は

シ
シ
リ
ー
の
港
で
イ
タ
リ
ー
本
國

か
ら
こ
の
島
に

ふ
汽
船
の
つ
く

と
こ
ろ
だ
。

夕
方
に
な
る
と
左
手
に
ス
ト
ロ

ム
ボ
リ
の
火
山
が
見
へ
る
、

の

中
か
ら
ぬ
つ
と
出
て
左
右
に
裾
を

ひ
い
た
姿
は
一
寸
櫻
島
に
似
て
ゐ

る
、
頂
上
か
ら

が
出
て
ゐ
る
、

山
麓
に
は

に

ふ
て
人
家
が
見

へ
る
、
四
千
人
位
の
人
が
こ
の
島

に
住
ん
で
ゐ
る
さ
う
な
。
こ
ん
な

と
こ
ろ
に
住
ま
な
く
て
も
よ
さ
さ

う
な
も
の
だ
が
、
あ
の
大
震
災
の

あ
く
る
日
に
で
も
平
氣
で
み
ん
な

東
京
に
住
ん
で
ゐ
た
、
人
間
に
は

妙
な
横
着
な
と
こ
ろ
が
あ
る
。

そ
の
ス
ト
ロ
ム
ボ
リ
が
時
々
火

を
噴
く
、
あ
た
り
が

く
な
る
と

そ
れ
が
非
常
に
奇
麗
に
見
へ
る
、

み
ん
な
船
尾
に
集
ま
つ
て
火
柱
の

立
つ
の
を
待
つ
て
ゐ
る
、
火
が
見

へ
る
と
拍
手
す
る
や
ら
喝
采
す
る

や
ら
、
ま
る
で
花
火
で
も
見
て
ゐ

る
氣
だ
。

夜
が
あ
け
る
と
も
う
ナ
ポ
リ

だ
。
ヴ
エ
ス
ヴ
イ
ア
ス
が

を
噴

い
て
ゐ
る
、「
お
茶
を
た
て
ゝ
ゐ
る

の
だ
」
と
デ
ン
マ
ー
ク
が
ふ
ざ
け

て
ゐ
る
。
ほ
の
〴
〵
と
あ
け
て
ゆ

く

の
彼
方
、
う
ね
〳
〵
と

る

山
に

ふ
て
現
は
れ
て
來
る
ナ
ポ

リ
の
姿
は
、
一
寸
外
に
類
を
見
ぬ

美
し
い
も
の
で
あ
る
。

や
が
て
船
が
岸
壁
に
横
づ
け
に

な
る
。
出
帆
ま
で
二
時
間
足
ら
ず

し
か
な
い
け
れ
ど
、
物
好
き
に
一

寸
歩
き
に
上
陸
す
る
。

伊
太
利
は
乞

と
泥
棒
に
か
け

て
は
西
の
方
の
大
關
だ
が
、
日

の
早

で
あ
る
た
め
か
、
さ
う
う

る
さ
く
は
な
い
、
い
ゝ
工
合
だ
。

轉
手
が
し
つ
こ
く
自
動
車
を

す
ゝ
め
る
の
を
柳
に
風
と
受
け
流

し
て
ゐ
た
ら
お
し
ま
ひ
に
日
本
語

で
「
馬
鹿
野
郎

」
と
い
つ
た
、

い
は
れ
た
の
が
不
名
譽
か
、
い
つ

た
の
が
名
譽
か
。

で
も
、
ま
さ
か
始
め
て
の
土
地

を
出
た
ら
め
に
あ
る
く
わ
け
に
も

行
か
な
い
の
で
若
い
ガ
イ
ド
が

す
ゝ
め
る
ま
ゝ
に
一
人
あ
て
六

片ペンスづ
ゝ
の
約
束
で
市
中
を
見
て
あ

る
く
。
日

で
、
辻
々
の
新
聞
賣

場
を
除
く
外
、
店
は
す
べ
て
閉
つ

て
ゐ
る
の
で
町
は
非
常
に
靜
か

だ
。
見
物
に
は
う
る
さ
く
な
く
て

い
ゝ
が
少
し
淋
し
い
、
電
車
の
走

る
華
や
か
な
大

り
か
ら
せ
ま
い

き
た
な
い
横
町
が
見
へ
て
ゐ
る
。

離
宮

に
出
る
と
ナ
ポ
リ
の
港
が

眼
下
に
見
へ
る
、
そ
の
向
ふ
に
は

ヴ
エ
ス
ヴ
イ
ア
ス
が
悠
々
と

を

吐
い
て
ゐ
る
、
案
内
の
男
よ
ほ
ど

こ
の
山
が
得
意
と
見
へ
て
、
見
へ
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る
た
ん
び
に
指
し
て
敎
へ
る
、
大

野
さ
ん
が
勘
定
し
た
ら
五

「
ヴ

エ
ス
ヴ
イ
オ

」
を
や
つ
た
さ
う

な
。ガ

レ
リ
を
一
廻
り
す
る
と
も
う

時
間
が
な
く
な
つ
て
來
た
、
お
互

に
伊
太
利
へ
は
い
づ
れ
ゆ
つ
く
り

び
に
來
る
つ
も
り
だ
か
ら
、
け

ふ
は
こ
の
邊
で
割
愛
す
る
こ
と
に

し
た
。歩
い
て
喉
が
乾
い
た
の
で
、

ガ
イ
ド
に
案
内
さ
せ
て
う
す
汚
い

横
町
へ
珈
琲
を
の
み
に
入
つ
た
。

十
才
ば
か
り
の
男
の
兒
が
四
五
人

草
を
く
れ
と
せ
が
む
の
で
く
れ

て
や
る
と
甘
さ
う
に
す
ぱ
り
〳
〵

と
や
つ
て
ゐ
る
、呆
れ
た
も
の
だ
。

コ
ー
ヒ
ー
は
に
が
い
一
點
張
り
、

お
菓
子
も
わ﹅
る﹅
あ﹅
ま﹅
い﹅
外
に
味
は

な
い
、
そ
れ
で
勘
定
と
な
る
と
一

人
が
二

志
シリングづ

ゝ
、一
杯
五
十
錢
の

コ
ー
ヒ
ー
を

ん
だ
わ
け
で
吃
驚

し
た
が
あ
と
の
ま
つ
り
、
十
一
志

耳
を
そ
ろ
へ
て
拂
つ
て
こ
ゝ
を
出

た
。
日

だ
か
ら
高
い
の
だ
と
い

ふ

明
で
あ
つ
た
が
、
隨
分
人
を

馬
鹿
に
し
て
ゐ
る
。
こ
の
ガ
イ
ド

が
案
内
料
を
拂
ふ
と
き
に
約
束
の

外
に
附
け
を

求
し
た
か
ら
「
お

は
氣
に
入
ら
な
い
か
ら
、
心
附

け
な
ん
か
一
文
も
や
ら
な
い
。」と

づ
け
〳
〵
云
つ
て
や
つ
た
ら

「
オ
ー
ル
、
ラ
イ
ト
」
と
い
つ
て

洒
々
と

つ
て
行
つ
た
。

こ
の
鹿
島
が

の

の
航

に

ナ
ポ
リ
へ
寄
つ
た
と
き
は
客
の
一

人
が
一
人
で
横
町
の
バ
ー
へ

み

に
入
つ
て
魔
睡

を
盛
ら
れ
て
裸

に
さ
れ
た
事
が
あ
る
。
旅
客
は
そ

ん
な
と
こ
ろ
で
あ
ま
り
物
好
き
な

心
を
出
さ
ぬ
が
よ
い
。
船
に

つ

て
、
例
の
蘇
國
の
技
師
に
「
も
う

ナ
ポ
リ
を
見
た
か
ら
死
ん
で
も
よ

い
。」
と
い
つ
た
ら
「
そ
れ
は
ヴ
エ

ユ
ラ
に
つ
い
て
い
ふ
べ
き
こ
と

だ
、
ナ
ポ
リ
は

ひ
を
嗅
い
だ
ら

死
ん
で
も
い
ゝ
の
だ
。」
と
答
へ

た
。
な
る
ほ
ど
ナ
ポ
リ
の
横
町
は

隨
分
く
さ
い
。

か
ら
見
て
ゐ
る

方
が
よ
つ
ぽ
ど
き
れ
い
な
町
だ
。

（
十
六
）
地
中

下

八
時

に
ナ
ポ
リ
を
立
つ
、
も

う
マ
ル
セ
ー
ユ
ま
で
は
一
晝
夜

で
あ
る
。
み
ん
な
ど
こ
か
ら
か
フ

ラ
ン
ス
語
の
本
を
も
ち
出
し
て
來

て
勉

を
始
め
る
、
泥
棒
を
捕
へ

て
繩
を
な
う
位
の
段
ぢ
や
な
い
、

中
に
は
ア
ー
、
ベ
ー
、
セ
ー
か
ら

始
め
て
ゐ
る
豪
傑
も
ゐ
る
、
學
生

が
試

の

に
一
夜
漬
の
勉

を

す
る
と
い
つ
て
小
言
を
い
ふ
の
は

誰
だ
。

十
九
日
の
夜
は
マ
ル
セ
ー
ユ
で

上
陸
す
る
も
の
の
た
め
に
船
で
お

別
れ
の
御
馳
走
を
出
し
て
く
れ

る
。

堂
は
奇
麗
に
か
ざ
つ
て
ど

の
料
理
も
う
ま
い
、
お
菓
子
そ
の

他
い
ろ
〳
〵
の
料
理
に
「
さ
よ
う

な
ら
」
と
平

名
文
字
が

し
て

あ
る
、
一
ケ
月
以
上
馴
染
ん
だ
こ

の
船
に
も
う
明
日
限
り
で
お
別
れ

に
な
る
の
か
と
思
ふ
と
淋
し
い
、

誰
の
心
も
ち
も
同
じ
ら
し
い
。
印

度
洋
あ
た
り
で
無

と
は
し
や
い

で
ゐ
た

中
が
地
中

へ
入
つ
て

に

ぬ

を
し
だ
す
の
は
別
れ

を
惜
む
心
も
あ
る
が
、
何
だ
か
心

細
く
な
る
せ
い
ら
し
い
。
港
々
で

團
體
を
つ
く
つ
て
見
物
し
て
ゐ
た

の
が
、
マ
ル
セ
ー
ユ
で
下
船
す
る

と
お
の
が
じ
し
ち
り
〳
〵
ば
ら

〳
〵
に
な
つ
て
ゆ
く
、
知
ら
ぬ
國

で
ひ
と
り
ぼ
つ
ち
に
な
る
の
が
眼

の

に
見
え
て
來
る
か
ら
だ
、
大

ぼ
ら
を
吹
く
奴
も
か
う
な
る
と
か

ら

虫
だ
か
ら
可
笑
し
い
。

二
十
日
は

か
ら
浪
が
荒
い
。

コ
ル
シ
カ
を

り
す
ぎ
て
か
ら
マ

ル
セ
ー
ユ
ま
で
は
潮
流
の
關
係
で

か
い
つ
も
浪
が
高
い
ら
し
い
が
、

け
ふ
は
風
も
中
々

い
、
ま
た
エ

ン
ヂ
ン
が

廻
り
を
始
め
た
。
大

野
さ
ん
が

む
、
何
を
、
高
の

知
れ
た

の
く
せ
に
生
意
氣
な

と

づ
ら
を
睨
ん
で
見
て
も
、
大

自
然
の
威
力
の

に
は
い
か
に
人

間
の
小
さ
き
こ
と
よ
、
や
つ
ぱ
り

頭
が
重
く
て
胸
が
つ
か
へ
る
、
僕

は
一
等
へ

難
し
て
、
ピ
ツ
チ
ン

グ
の
中
心
と
お
ぼ
し
き
あ
た
り
に

二
時
間
あ
ま
り
金
子
さ
ん
と
小
さ

く
な
つ
て
ゐ
た
。

七
時
マ
ル
セ
ー
ユ
に
入

す

る
。

に
き
い
た
イ
フ
の
城
が

の
中
に

い
て
ゐ
る
、
丘
の
上
の

高
い
塔
は
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
の
お
寺

だ
さ
う
な
。
大
き
な

ら
し
い
が

も
う
そ
こ
ま
で
來
る
と
、
憚
り
な

が
ら
東

球
を
股
に
か
け
た

可

だ
、
い
ろ
ん
な

や
町
を
見
て

來
て
ゐ
る
か
ら
、
こ
ん
な
こ
と
位

で
は
驚
か
な
い
、
い
よ
〳
〵
來
た

な
、
と
思
つ
た
だ
け
だ
。
長
の
航

を

つ
た
感
想
が
こ
れ
だ
け
ぢ

や
少
々
物
足
ら
ぬ
が
、
實
際
は
上

陸
後
の
豫
定
を
つ
く
つ
た
り
、
荷

物
を
整
理
し
た
り
電
報
を
打
つ
た

り
し
て
ゐ
る
の
で
長
つ
た
ら
し
い

呑
氣
な
感
想
に
浸
つ
て
ゐ
る
餘
裕

が
な
い
の
だ
。

僕
の
荷
物
は
倫
敦
ま
で
船
に
託

す
る
こ
と
に
し
た
が
大
陸
方
面
行

は
そ
こ
で
あ
げ
る
の
で
、
こ
れ
が

一
寸
面
倒
だ
。

關
は
夜
の
方
が

ぞ﹅
ん﹅
ざ﹅
い﹅
で
い
ゝ
と
か
で
そ
の
日

の
中
に

査
を
う
け
る
。
い
ゝ
加

減
な
も
の
ら
し
い
、
あ
け
ず
に
す

ん
だ
人
も
ゐ
る
、
あ
け
ら
れ
た
人

も
せ
い
〴
〵
一
つ
ぐ
ら
い
だ
。
船

か
ら
荷
物
を

ん
だ
ポ
ー
タ
ー
が

酒
手
を
ね
だ
つ
た
り
、
制

の
役

人
が
そ
つ
と
袖
の
下
を

求
し
た

り
す
る
の
で
ま
す
〳
〵
い
ゝ
加
減

な
感
を
深
く
す
る
。

査
が
す
ん

だ
の
は
夜
の
十
時
、
疲
れ
て
夜
の

町
を
見
物
に
ゆ
く
勇
氣
も
な
く
、

そ
の
ま
ゝ
船
に
居
候
を
す
る
。

に
な
つ
て
き
い
た
ら
、
上
陸

し
た

中
は
怪
し
げ
な
る
と
こ
ろ

へ
怪
し
げ
な
る
も
の
を
見
に
行
つ

た
の
が
多
い
さ
う
な
、
マ
ル
セ
イ

ユ
名
物
の
一
つ
と
豫
て
噂
に
聞
き

及
ん
で
ゐ
る
の
が
こ
れ
だ
さ
う

な
、
面
白
か
つ
た
か
と
問
へ
ば
ナ

ニ
下
ら
な
い
も
の
だ
と
答
へ
る
人

が
多
い
、
そ
ん
な
ら
見
に
ゆ
か
な

け
れ
ば
い
ゝ
の
に
。
僕
は
い
ゝ
氣

も
ち
で
キ
ヤ
ビ
ン
に
分
れ
を
惜
ん

で
ゐ
た
か
ら
こ
の
名
物
を
御
紹
介

す
る
わ
け
に
は
行
か
ぬ
、
こ
の
邊

で
こ
の
紹
介
が
あ
る
だ
ら
う
と

し
み
に
し
て
ゐ
た
讀

が
あ
つ
た

ら
ま
こ
と
に
お
氣
の

。
で
は

こ
れ
で
上
陸
し
ま
す
、左

な
ら
、

御
機
嫌
よ
う
。
い
ろ
〳
〵
と
面
倒
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を
見
て
頂
い
た
船
員

君
、

日

世
話
に
な
つ
た
司
厨
の

君
、
そ

れ
か
ら
晝
夜
話
相
手
に
な
つ
て
ま

づ
い
英
語
を
厭
き
も
せ
ず
に
き
い

て
く
れ
た
ヴ
エ
ラ
・
バ
ー
ゼ
ス

、

ロ
バ
ー
ト
・
バ
ル
ン
ス
で
敎
へ
を

う
け
た
船
員

キヤピテン
ミ
ラ
ー
、
倫
敦
で
ま

た
會
ふ
筈
の
に
せ
詩
人
、
ね
む
い

時
に
よ
く

し
て
山
や
島
や
を
見

せ
て
く
れ
た
デ
ン
マ
ー
ク
の
夫
婦

等
々
、
で
は
縁
が
あ
つ
た
ら
ま
た

お
目
に
か
ゝ
り
ま
せ
う
…
…
僕
た

ち
の
一
行
が
下
船
す
る
の
を
見

り
に
來
た
ヴ
エ
ラ
も
淋
し
い

を

し
て
ゐ
た
。

（
十
七
）
マ
ル
セ
イ
ユ

ク
ツ
ク
の
店
で
二
度
笑
は
れ

た
。「
正
直
な
案
内

を
」と
い
つ

た
と
き
に
「
ク
ツ
ク
で
す
」
と
い

つ
て
に﹅
や﹅
り﹅
、そ
の
次
ぎ
に
は「
英

語
の
出
來
る
男
を
」
賴
ん
だ
と
き

に
「
勿
論

」
で

に﹅
や﹅
り﹅
、
で

も
船
へ
來
て
ゐ
た
ク
ツ
ク
の
百
〇

九
號
は
酒
の
匂
を
ぷ
ん
〳
〵
さ
せ

て
あ
ま
り
正
直
さ
う
で
も
な
く
、

英
語
も
あ
ま
り
上
手
で
は
な
か
つ

た
。笑

は
れ
る
ほ
ど
駄
目
を
押
し
て

來
て
貰
つ
た
案
内

は
ス
ヰ
ス
生

れ
で
、
正
直
で
は
あ
つ
た
が
、
英

語
は
あ
ま
り
上
手
で
な
い
、
ま
づ

横
濱
の
車
夫
の
少
し
上
手
な
奴

位
、
そ
れ
で
も
感
心
に
マ
ル
セ
イ

ユ
の
歴
史
や
地
理
は
よ
く
覺
え
て

ゐ
た
。と

し
て
の
價
値
を
外
に
し
て

は
マ
ル
セ
イ
ユ
な
ん
て
下
ら
な
い

と
こ
ろ
だ
、
博
物

や
美

も

な
い
で
は
な
い
が
船
か
ら
這
ひ
上

つ
た
ば
か
り
の
ま
だ
不
た
し
か
な

足
も
と
で
特
に
入
つ
て
見
る
ほ
ど

の
も
の
で
は
な
い
ら
し
い
、
な
ま

け

の
揃
つ
て
ゐ
る
僕
た
ち
の
一

行
は
自
動
車
で
町
を
一
と

り
ぐ

る
り
と
や
る
と
、
あ
と
は
ホ
テ
ル

で
晝

を
し
た
。

そ
の
ぐ﹅
る﹅
り﹅
と
や
つ
た
間
に
見

た
と
こ
ろ
は
、
ト
ラ
ン
ス
ポ
ル

ダ
ー
の
橋
、
何
の
事
は
な
い
倫
敦

の
タ
ウ
ー
・
ブ
リ
ツ
ヂ
の
下
の
橋

を
な
く
し
た

な
恰
好
、
下
に
橋

が
な
い
代
り
に
、
上
の
橋
か
ら
ぶ

ら
下
つ
て
ゐ
る
臺
が
あ
つ
て
、
そ

れ
が
電
氣
仕
掛
で
、
人
間
は
申
す

に
及
ば
ず
、
自
動
車
で
も
何
で
も

そ
の
ま
ゝ
お
ん
ぶ
し
て
向
ふ
へ
渡

す
、
こ
ん
な
工
夫
を
す
る
こ
と
は

フ
ラ
ン
ス
人
は
天
才
だ
か
ら
飛
行

機
の

な
も
の
で
も
上
手
な
ん
だ

ら
う
。

次
ぎ
は
船
か
ら
高
い
と
こ
ろ
に

見
へ
て
ゐ
た
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
・

ド
・
ラ
・
ガ
ル
ド
の
寺
院
へ
登
る
。

七
十
度
位
の

勾

を
リ
フ
ト
が

の
ぼ
る
の
だ
が
、
お
寺
參
り
を
し

よ
ふ
と
い
ふ
敬
虔
な
心
と
は
ど
う

や
ら
そ
ぐ
は
な
い
。
こ
の
寺
院
の

本

は
航

の
安
全
を
守
つ
て
下

さ
る
と
か
で
、
船
の
模
型
の
奉
納

な
ど
が
あ
る
。
ま
づ
小
樽
の
水
天

宮
と
い
ふ
と
こ
ろ
だ
、
丘
の
上
に

あ
る
の
も
よ
く
似
て
ゐ
る
。
僕
た

ち
も

い
本
堂
に
入
つ
て
航

の

無
事
に

つ
た
こ
と
を
感
謝
し

た
。
實
を
い
ふ
と
そ
れ
は
あ
ま
り

平
安
な
一
路
で
も
な
か
つ
た
の
で

あ
る
、

か
つ
た
こ
と
や
、
荒
れ

た
こ
と
や
…
…
船
の
一
等

轉
士

の
話
で
は
ま
づ

い
方
で
は
二
番

目
位
、
あ
れ
で
紅

が

か
つ
た

ら
一
番
目
に
な
る
は
ず
だ
つ
た
と

の
こ
と
、
そ
れ
が
無
事
に
す
ん
だ

の
は
有
難
い
こ
と
に
相

な
い
。

本
堂
を
で
て
廻
廊
を
歩
き
な
が

ら
し
ば
ら
く
山
上
の
眺
め
を

恣

ほしいまま

に
す
る
。
左
手
は
陸
と
島
と
に
か

こ
ま
れ
た
靑
い
水
の

、
そ
の
中

に
イ
フ
の
城
が

き
、
右
手
は
町

が

く
の
山
ふ
と
こ
ろ
ま
で
は
て

も
な
く
つ
ゞ
い
て
さ
な
が
ら
一
大

パ
ノ
ラ
マ
を
見
る
や
う
な
。
本

マ
リ
ア
の
像
を

し
た
メ
ダ
ル
を

念
に
買
つ
て
こ
ゝ
を
出
る
。

本
堂
參

の
時
間
二
十
分
位
の

間
に
寫
眞
を
し
あ
げ
て
賣
る
男
が

あ
る
、
一
枚
三
フ
ラ
ン
、
邦
貨
で

二
十
五
錢
位
だ
か
ら
僕
た
ち
も

念
の
撮
影
を
し
た
。
石
段
を
下
り

て
く
る
と
、
成
程
看
板
に

り
な

く
ち
ゃ
ん
と
出
來
て
ゐ
る
。
妙
な

藝
を
や
る
男
だ
。

そ
の
外
マ
ル
セ
イ
ユ
の
町
を
か

た
ど
る
女
神
の
像
が
高
く
聳
へ
る

カ
ン
テ
イ
ニ
の
噴
水
や
、公
園
や
、

美

や
、

引
所
や
、
こ
の
町

で
の
目
ぼ
し
い
も
の
は
一
と

り

見
て
歩
い
た
が
、
と
り
た
て
ゝ
興

味
を
ひ
い
た
も
の
も
な
い
、
あ
と

は
晝

を
し
て
湯
に
入
つ
て
夕

後
町
を
ぶ
ら
つ
い
て
十
一
時
十
五

分
發
の
夜
行
で
巴
里
に
向
つ
た
。

（
一
八
）
巴
里
ま
で

夜
汽
車
は
僕
は
非
常
に
苦
手

だ
、
だ
か
ら
日
本
で
は

臺
を
買

つ
て
辛
う
じ
て
眠
り
を
と
る
事
に

し
て
ゐ
る
が
こ
の
線
で
は

臺

が
無

に
高
い
。「
一
晩
位
我
慢
す

る
さ
。」と
横
暴
な
多
數
に
壓
倒
さ

れ
て
コ
ム
パ
ー
ト
メ
ン
ト
の
隅
の

方
に
小
さ
く
な
つ
て
ゆ
ら
れ
て
ゆ

く
。知

ら
ぬ
國
を
夜
汽
車
で
旅
行
す

る
の
は
あ
ま
り
氣
も
ち
の
い
ゝ
も

の
で
は
な
い
、
唖
の
旅
行
と
來
て

ゐ
る
の
で
な
ほ
更
心
細
さ
が
身
に

沁
み
る
。
そ
れ
に
こ
の
ピ
ー
・
エ

ル
・
エ
ム
と
い
ふ
線
は
元
來
あ
ま

り

の
よ
い
鐡

で
は
な
い
、

ピ
ー
は
パ
リ
の
略
字
、
エ
ル
は
リ

ヨ
ン
の
略
字
、
エ
ム
は
當
然
マ
ル

セ
イ
ユ
の
事
だ
ら
う
と
思
ふ
と
さ

う
で
は
な
い
、
メ
デ
イ
テ
レ
ー
ニ

ア
ン
の
略
字
だ
さ
う
で
、
こ
れ
か

ら
し
て
不

合
だ
。
そ
れ
に
用
心

が

く
て
、
時
間
が
不
正
確
で
、

時
々
あ
と
か
ら
來
る
汽
車
が
ぶ
つ

つ
か
る
…
…
そ
ん
な
こ
と
を
考
へ

て
ゐ
る
と
十
二
時
を
す
ぎ
て
も

つ
か
れ
な
い
。
火
を

し
て

く

し
た
室
の
中
が
時
々
パ
ツ
と
明
る

く
な
つ
て
一
尺
四
方
の
圓
い
光
り

の
中
に
大
野
さ
ん
や
川
本
さ
ん
の

が

く
、
矢
つ
張
り
眠
ら
れ
な

く
て

草
を
ふ
か
し
て
ゐ
る
ら
し

い
、
み
ん
な
同
じ
か
な
。

で
も
一
時
ご
ろ
か
ら
う
と
〳
〵

し
始
め
て
、
い
つ
の
間
に
か
リ
ヨ

ン
は

り
す
ぎ
て
し
ま
つ
た
。
眼

を
さ
ま
す
と
初
夏
の
野
が
繪
の

に
美
し
い
。
靑
い
草
、
緑
の
木
、

と
こ
ろ
〴
〵
に
牛
が
ゐ
て
人
の
影

は
少
い
、
平
和
な
眺
め
だ
、
い
ゝ

景
色
だ
…
…
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「
お
い
〳
〵
、
景
色
ど
こ
ろ
ぢ

や
な
い
よ
、
大
變
な
こ
と
が
で
き

た
。」…
…
折
角
人
が
牧
場
を
見
て

ゐ
る
の
に
、
大
野
さ
ん
が
無
理
や

り
窓
か
ら
ひ
き
は
な
し
て
、
何
や

ら
し
き
り
に
研
究
し
て
ゐ
る
議
場

の
中
心
へ
僕
を
つ
れ
て
ゆ
く
。

き
い
て
見
る
と
成
る
程
こ
れ
は

大
變
ら
し
い
。

時
間
表
に
よ
る
と
僕
た
ち
の
乘

つ
た
汽
車
は
マ
ル
セ
イ
ユ
を
二
十

三
時
十
五
分
（

ち
午
後
十
一
時

十
五
分
）
に
出
て

日
の
十
四
時

二
十
分（

ち
午
後
二
時
二
十
分
）

に
巴
里
に
つ
く
こ
と
に
な
つ
て
ゐ

る
、
そ
の
つ
も
り
で
大
野
さ
ん
と

金
子
さ
ん
と
は
そ
の
時
刻
に
出

へ
を
賴
む
と
知
人
に
電
報
を
打
つ

て
あ
る
の
だ
さ
う
な
、
と
こ
ろ
が

そ
の
汽
車
は
ど
う
し
て
も
も
つ
と

早
く
巴
里
に
つ
き
さ
う
で
あ
る
。

六
時
頃
に

る
は
ず
の
リ
ヨ
ン
は

四
時
す
ぎ
に

っ
た
さ
う
で
僕
は

て
ゐ
て
知
ら
な
か
つ
た
が
、
何

で
も
大
き
な
橋
が
あ
つ
て
奇
麗
な

町
だ
つ
た
と

惚
け
眼
で
見
て
來

た

中
が
口
を
揃
へ
て
證
明
す

る
。さ
う
だ
と
す
る
と
少
し
困
る
、

第
一
出

へ
が
ゐ
な
い
し
、
第
二

リ
ヨ
ン
で

を

ふ
ア
テ
が
外

れ
る
し
、
第
三
に
は
ち
と

越
苦

か
も
知
れ
ぬ
が
そ
の
汽
車
が
果

し
て
巴
里
に
行
く
か
ど
う
か
さ
へ

疑
問
に
な
つ
て
來
た
。
ど
う
た
め

つ
す
か
し
つ
時
間
表
を
繰
つ
て
見

て
も
僕
た
ち
の
乘
つ
て
ゐ
る

な

汽
車
は

げ
て
な
い
。
成
程
こ
れ

ぢ
や
景
色
ど
こ
ろ
ぢ
や
な
い
、
誰

か
に
聞
い
て
見
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
、
生

汽
車
が
ラ
ピ
ー
ド
と

す
る
最
大

行
で
大
て
い
の
驛
は

ぶ
つ
と
ば
し
て
行
く
か
ら
驛
夫
に

き
く
わ
け
に
は
行
か
ぬ
。
車
掌
を

探
し
て
…
…
と
廊
下
へ
出
る
と
幸

ひ
乘
客
の
世
話
で
も
す
る
ら
し
い

婆
あ
さ
ん
が

り
か
ゝ
つ
た
か

ら
、
ア
ケ
ラ
ー
ル
・
ア
パ
リ
？
巴

里
へ
い
つ
着
く
か
と
き
い
た
つ
も

り
、
和

佛
譯
が
か
う
な
る
と
冗

談
で
は
な
い
眞
劍

負
で
あ
る
、

こ
れ
が

法
に
合
つ
て
ゐ
る
か
ゐ

な
い
か
は
問
ふ
と
こ
ろ
で
な
い
、

片
唾
を
呑
ん
で
婆
あ
さ
ん
の
皺
を

眺
め
て
ゐ
る
と
、
ケ
ン
ヅ
・
ア
プ

レ
・
ミ
デ
イ
と
は
つ
き
り
い
つ
て

く
れ
た
、
十
二
時
十
五
分
に
つ
く

の
ら
し
い
、
こ
れ
で
時
間
が
分
つ

た
し
第
一
巴
里
へ
着
く
こ
と
が
明

瞭
に
な
つ
た
の
は
嬉
し
い
。
メ
ル

シ
・
ボ
ー
ク
ー
・
マ
ダ
ム
。

そ
の
次
ぎ
は

あ
ゝ
厄
介
だ

な
、
な
ぜ
人
間
は
腹
が
減
る
ん
だ

ら
う
。
何
に
し
て
も
ケ
ン
ヅ
・
ア

プ
レ
・
ミ
デ
イ
ま
で
は
も
ち
さ
う

も
な
い
、
土
地
の

中
は

中
の

驛
で
パ
ン
な
ど
を
買
つ
て
か
ぢ
つ

て
ゐ
る
が
、
こ
ち
ら
は
停
車
時
間

が
分
ら
な
い
か
ら
恐
ろ
し
く
て
そ

ん
な
ま﹅
ね﹅
は
で
き
な
い
。
そ
の
中

金
子
さ
ん
が
誰
か
に
き
い
て
そ
の

汽
車
に

堂
車
の
あ
る
こ
と
を
發

見
し
た
と
い
つ
て
手
柄

に
報
告

に
く
る
。
は
て
ナ
、
さ
う
と
大
野

さ
ん
と
端
か
ら
端
ま
で
歩
い
て
探

し
た
と
き
は
ど
う
し
て
も
見
つ
か

ら
な
か
つ
た
ん
だ
が
｜
｜
ど
う
せ

ゑ﹅
た﹅
い﹅
の
知
れ
な
ゐ
汽
車
だ
、
七

化
八
化
位
は
や
る
ん
だ
ら
う
、
何

に
し
て
も

堂
車
の
あ
る
の
は
も﹅

つ﹅
け﹅
の
幸
ひ
だ
、
早

…
…
と
ど

や
〳
〵
と
み
ん
な
で
入
り
こ
む
。

フ
ラ
ン
ス
流
の
プ
チ
・
デ
ヂ
ヤ

ネ
、僕
は
こ
れ
が
非
常
に
好
き
だ
。

こ
と
に
こ
の
日
は
な
い
も
の
と
あ

き
ら
め
て
ゐ
た
の
が
思
ひ
が
け
な

く
手
に
｜
｜
で
は
な
い
、
口
に
入

つ
た
の
で
美
味
い
ふ
べ
か
ら
ず
、

堂
を
で
て
た
ば
こ
を
ふ
か
し
な

が
ら
車
窓
に
よ
る
と
何
と
い
ふ
美

し
い
景
色
で
あ
ら
う
、
か
方
の
村

に
は
赤
い
屋
根
の
家
が
緑
樹
の
葉

か
げ
に
見
え
が
く
れ
し
て
、
敎
會

ら
し
い
建
物
の
尖
塔
の
み
が
ひ
と

り
高
く
天
を
摩
し
て
ゐ
る
。

い

と
こ
ろ
に
は
鐡
路
に

ふ
て
川
が

あ
る
、
兩
岸
に
は
猫
や
な
ぎ
が
族

生
し
て
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
小
舟
が

く
、
水
は
あ
く
ま
で
碧
く
澄
ん

で
、
ど
つ
ち
の
方
角
に
流
れ
て
ゐ

る
の
か
分
ら
な
い
位
靜
か
で
あ

る
、
こ
れ
が
セ
イ
ヌ
の
上
流
だ
。

そ
の
中
汽
車
は
フ
オ
ン
テ
ン
ブ

ロ
ー
の
森
に
入
る
、
オ
ー
ク
や

バ
ー
チ
の
靑
葉
若
葉
が
車
窓
を
な

で
る
、
日
光
が
入
り
く
ん
だ
枝
と

枝
と
の
間
を
洩
れ
て
葉
蔭
に
明

の
縞
を
織
る
、
下
に
は
灌
木
が
茂

つ
て
ゐ
る
が

横
に
走
る
少

は

あ
く
ま
で
手
入
れ
が
と
ゞ
い
て
ゐ

る
。
抑
も
こ
の
フ
オ
ン
テ
ン
ブ

ロ
ー
の
森
と
い
ふ
の
は
…
…
一
寸

待
ち
た
ま
へ
よ
、
こ
ゝ
に
ベ
デ
カ

が
あ
る
、え
ゝ
と
四
百
二
十
四
頁
、

さ
う
だ
、
こ
の
森
は
周
圍
が
五
十

六
哩
、
面
積
は
四
萬
一
千
九
百
四

十
エ
ー
カ
、
佛
國
第
一
の
美
し
い

森
で
東
北
に
は
セ
イ
ヌ
の
流
れ
東

南
に
は
ル
カ
ン
の
平
野
が
あ
り

｜
｜
な
に
、
そ
ん
な
案
内

の
翻

譯
は
よ
せ
つ
て
か
ね
、
ぢ
や
惜
し

い
が
割
愛
し
よ
う
、
で
も
日
本
人

の
書
く

行

は
大
て
い
は
ベ
テ

カ
の
譯
な
ん
だ
よ
。

そ
ん
な
こ
と
を
い
つ
て
ゐ
る
内

に
も
う
巴
里
へ
き
て
し
ま
つ
た
、

見
た
ま
へ
あ
れ
が
エ
ツ
フ
エ
ル
塔

だ

に
あ
た
り
が

く
な
つ
た
、

さ
う
だ
、
ガ
ー
ル
・
ド
・
リ
ヨ
ン

の
構
内
へ
入
つ
た
の
だ
、
時
計
を

だ
し
て
見
る
と
十
二
時
十
五
分
、

や
つ
ぱ
り
お
婆
さ
ん
正
直
だ
、
ま

づ
〳
〵
こ
れ
で
無
事
に
巴
里
の

入
り
と
い
ふ
段
ど
り
に
は
な
つ
た

が
、
時
間
が
ち
が
ふ
か
ら

へ
の

人
は
無
論
き
て
ゐ
な
い
。
仕
方
が

な
い
か
ら
構
内
の
ビ
ユ
フ
エ
で
晝

を
た
べ
る
こ
と
に
し
て
、
そ
こ
か

ら
松
永
君
に
電
話
を
か
け
る
。何
、

電
話
が
か
け
ら
れ
た
か
つ
て
？
失

禮
な
こ
と
を
申
し
て
は
い
け
な

い
、
か
け
ら
れ
な
け
れ
ば
い
つ
ま

で
も
ガ
ー
ル
・
ド
・
リ
ヨ
ン
に
ゐ

る
わ
け
ぢ
や
な
い
か
、
ど
う
し
て

か
け
た
か
つ
て
、
そ
ん
な
く
ど
く

ど
し
い
こ
と
を
聞
く
必
要
は
な
い

さ
、
と
も
か
く
も
か
け
た
ん
だ
、

か
け
て
松
永
君
を
呼
び
だ
し
て
荷

物
を
受
け
と
つ
て
タ
キ
シ
に
乘
つ

て
オ
テ
ル
・
ヴ
イ
オ
レ
に
乘

ん

だ
と
思
ひ
た
ま
へ
。

（
一
九
）
巴
里

上

こ
の
家
は
町
の
中
心
に

く
て

そ
の
く
せ
靜
か
で
、
宿
料
が
安
く
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て
英
語
が

じ
て
あ
つ
ら
へ
む
き

の
旅

で
あ
る
。
一
行
大
に
松
永

君
の

を
多
と
し
て
各
自
の
室
に

を
さ
ま
る
。

夕

後
松
永
君
の
案
内
で
イ
タ

リ
ヤ
街
か
ら
コ
ン
コ
ル
ド
に
出
て

行
く
。
各
國
か
ら
各
種
各

の
人

間
が
集
ま
つ
て
ゐ
る

の
こ
と
と

て
、
わ
れ
〳
〵
が
歩
い
て
も
ふ
り

向
い
て
も
見
な
い
の
は
氣
も
ち
が

い
ゝ
、
但
し
夫
人
の
キ﹅
モ﹅
ノ﹅
は
大

分
珍
し
い
と
見
へ
て
、
男
女
を
問

は
ず
、
ち
ら
り
と
流
し
目
に
見
て

ゆ
く
。
夫
人
い
さ
さ
か
テ﹅
レ﹅
氣
味

で
す
た
〳
〵
と

が
れ
る
の
で
お

供
格
の
わ
れ
〳
〵
も

れ
じ
と
群

集
を
わ
け
て
ゆ
く
。

コ
ン
コ
ル
ド
か
ら
左
に
折
れ
て

チ
ユ
イ
レ
リ
の
公
園
に
入
る
と

に
人
か
げ
が
少
く
な
る
、
池
が
あ

る
、
そ
の
向
ふ
に
木
が
な
ら
ん
で

蔭
が

い
。
こ
の
公
園
は
林
泉
の

美
を
も
つ
て
き
こ
へ
た
と
こ
ろ
だ

が
、
夜
の
闇
に
つ
ゝ
ま
れ
た
靜
か

さ
も

格
別
の
趣
き
が
あ
る
。
わ

れ
〳
〵
は
公
園
か
ら
ル
ー
ヴ
ル
を

ぬ
け
て
、
と
あ
る
テ
ラ
ス
で
ア
イ

ス
ク
リ
ー
ム
を

ん
だ
。
日
本
で

は
い
つ
で
も
か
く
れ
て

ん
だ
り

つ
た
り
す
る
癖
が
つ
い
て
ゐ
る

の
で
、
か
う

り
の
方
へ
開
き
直

つ
て
大
つ
ぴ
ら
に

す
る
の
は

い
さ
さ
か
極
ま
り
が

い
、
で
も

み
ん
な
さ
う
し
て
ゐ
る
か
ら
羅
馬
ロ
ー
マ

に
入
つ
て
は
羅
馬
ロ
ー
マ

に
從
ふ
こ
と
に

す
る
。

あ
く
る
日
の
あ
さ
、
ク
ツ
ク
に

行
つ
て
シ
ヤ
ラ
バ
ン
の
切
符
を
買

つ
た
ま
で
は
よ
か
つ
た
が
、
日
佛

銀
行
を
尋
ね
る
の
に
は

つ
て
し

ま
つ
た
、
そ
れ
も
十
二
時
か
ら
二

時
ま
で
は
銀
行
が
休
み
に
な
る
の

で
、
十
二
時
ま
で
の
十
分
位
の
間

に
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
あ

と
で
考
へ
る
と

い
と
こ
ろ
を
二

度
も
三
度

を
き
い
て
や
つ
と
十

二
時
五
分
に
銀
行
に
つ
い
た
、

り
か
け
て
ゐ
る
行
員
の
中
に
日
本

人
が
ゐ
た
の
で
地
獄
で
佛
、
漸
く

泣
き
つ
い
て
皆
の
用
を
果
す
こ
と

が
出
來
た
。

晝

は
ク
ツ
ク
の

の
ラ
ル
ー

と
い
ふ
料
理
店
へ
入
つ
た
、
う
ま

い
〳
〵
と
い
ゝ
氣
に
な
つ
て

べ

て
ゐ
た
ら
、
勘
定
に
な
つ
て
一
人

百
二
十
フ
ラ
ン
、
世
が
世
だ
と

邦
貨
に
し
て
五
十
圓
ほ
ど
に
な
る

と
こ
ろ
だ
が
、
ま
づ
は
十
圓
ほ
ど

で
す
ん
だ
ら
う
、
珍
し
が
つ
て
桃

と
い﹅
ち﹅
ご﹅
を
た
べ
た
の
だ
祟
つ
た

ら
し
い
。

午
後
は
ク
ツ
ク
の
シ
ヤ
ラ
バ
ン

で
世
界
各
國
の
お
上
り
さ
ん
た
ち

と
一
し
よ
に
ク
ル
〳
〵
と
巴
里
を

分
ほ
ど
見
て
ま
わ
る
。
東
京
邊

に
も
こ
の
ご
ろ
あ
る

覧
自
動
車

と
い
ふ
奴
、
町
の
ま
ん
中
で
案
内

が
自
席
に

立
ち
あ
が
つ
て

「
み
な
さ
ん
、
こ
れ
が
有
名
な
オ

ペ
ラ
で
…
…
」
と
英
語
で

明
す

る
の
だ
が
、
そ
れ
を
謹
ん
で

し
て
ゐ
る
の
は
ど
う
考
へ
て
も
あ

ま
り
体
裁
の
よ
い
圖
で
は
な
い
。

サ
ン
・
シ
ヤ
ペ
ル
だ
の
、
パ
ン

テ
オ
ン
だ
の
、
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
だ

の
、
ペ
ー
ル
・
ラ
シ
エ
ー
ズ
の
墓

地
だ
の
と
い
ふ
と
こ
ろ
は
降
り
て

見
物
す
る
の
だ
が
、
ま
ご
〳
〵
し

て
ゐ
る
と
案
内
の
先
生
を
見
失
ひ

さ
う
に
な
る
の
で
氣
が
氣
で
な

い
。
そ
れ
に
こ
の
イ
テ
イ
ナ
ラ
リ

は
巴
里
の
名

の
粹
を
ぬ
い
て
あ

る
の
だ
か
ら
、
ど
こ
へ
行
つ
て
も

「
こ
れ
が
有
名
な
…
…
」
の
有
名

づ
く
し
で
少
々
有
名
に
ア﹅
テ﹅
ら
れ

氣
味
に
な
る
。
僕
の
い
ふ
「
何
か

少
し
有
名
で
な
い
も
の
を
見
せ
て

貰
ふ
わ
け
に
は
行
く
ま
い
か
。」案

内
の
先
生
眼
を
パ
チ
ク
リ
し
て
答

ふ
る
と
こ
ろ
を
知
ら
ず
。

夜
は
松
永
君
が
來
て
少
し
夜
の

巴
里
を
御
案
内
し
ま
せ
う
と
い

ふ
、
み
ん
な
ぞ
ろ
〳
〵
と
あ
と
に

つ
い
て
で
る
。
目
ざ
す
と
こ
ろ
は

モ
ン
マ
ル
ト
ル
、
ま
づ
東
京
の
淺

草
と
い
ふ
と
こ
ろ
だ
ら
う
が
、
淺

草
ほ
ど
に
俗

で
は
な
い
。「
こ
れ

が
有
名
な
ム
ー
ラ
ン
・
ル
ー
ヂ
ユ

で
す
。」と
松
永
君
ま
で
が
有
名
で

ア﹅
テ﹅
る
。
そ
の
有
名
な
と
こ
ろ
を

一
寸
覗
い
て
見
や
う
と
一
番
安
い

切
符
を
買
つ
て
立
見
を
す
る
と
、

舞
臺
で
は

裸
體
の
女
が
大
勢
金

ピ
カ
の
着
物
を
き
て
飛
ん
だ
り
は

ね
た
り
し
て
ゐ
る
。
一
と
し
き
り

す
む
と
破
れ
る

な
喝

だ
、
何

が
面
白
い
ん
だ
か
僕
た
ち
に
は
分

ら
な
い
、
石
井
さ
ん
の
舞
踊
の
方

が
よ
つ
ぽ
ど
上
手
だ
。

そ
ん
な
こ
と
を
考
へ
て
ゐ
る
と

う
し
ろ
か
ら
誰
か
が
背
を
つ
ゝ

く
、
振
り

つ
て
見
る
と

々
し

く
ぬ
り
た
て
た
女
が
ゐ
て
、
何
と

か
ゞ
ど
う
や
ら
し
て
ア
ヴ
エ
ク
・

ム
ア
と
い
つ
た
。
何
が
ア
ヴ
エ

ク
・
ム
ア
だ
、
我
輩
は
こ
れ
で
も

日
本
帝
國
を
代
表
し
て
ゐ
る
ん

だ
、
お

た
ち
の

な
女
に
お
言

葉
を
下
し
給
は
る
と
思
ふ
か
、
い

へ
た
に
し
て
も
い
つ
て
は
や
ら
な

い
ぞ
、
汚
ら
は
し
い
、
下
れ
…
…
、

だ
が
こ
の
女
容
易
に
下
ら
う
と
は

せ
な
い
、
一
し
よ
に
酒
を

ま
う

だ
の

草
を
く
れ
だ
の
い
ろ
ん
な

こ
と
を
い
ふ
。
つ
い
そ
ば
に
お
ま

わ
り
さ
ん
が
ゐ
る
ん
だ
が
、
に
や

〳
〵
笑
つ
て
ゐ
て
一
向
助
け
て
く

れ
な
い
。
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
長
居

は
無
用
と
早

み
ん
な
を
引
つ
張

つ
て
こ
ゝ
を
出
た
、
成
程
こ
れ
は

有
名
な
と
こ
ろ
ら
し
い
。

（
一
九
）
巴
里

下

六
月
二
十
四
日
、
け
ふ
も
ク
ツ

ク
の
シ
ヤ
ラ
バ
ン
で

り
の

分

を
見
て
廻
る
。
巴
里
に
來
て
何
を

見
て
も
驚
か
ぬ

心
で
ゐ
た
の
だ

が
、
ル
ー
ヴ
ル
の
規
模
の
大
き
い

の
に
は
些
か
び
つ
く
り
し
た
。
ま

さ
か
こ
れ
ほ
ど
と
は
考
へ
て
ゐ
な

か
つ
た
、
わ
れ
〳
〵
は
彫
刻
と
繪

圖
の
一
部
分
を
見
た
だ
け
だ
が
、

そ
れ
で
も
與
へ
ら
れ
た
一
時
間
で

は
そ
の
一
班
を
も
窺
ひ
得
ら
れ
ぬ

程
に
思
は
れ
た
、
何
し
ろ
昔
か
ら

の
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
巨
匠
が
至
る

と
こ
ろ
の
隅
か
ら
手
招
い
て
ゐ
る

の
だ
か
ら
。
そ
こ
に
何
ケ
月

つ

た
と
か
い
ふ
話
を
よ
く
聞
く
が
、

無
理
も
な
い
事
と
絶
望
し
て
こ
ゝ

を
出
た
。

例
の
コ
ン
コ
ル
ド
か
ら
大
統
領

官
邸
を
右
に
見
て
、
シ
ヤ
ン
ゼ
リ

ゼ
ー
を
ぬ
け
て
ゆ
く
と
凱
旋
門
に

出
る
、
こ
れ
も
思
つ
た
よ
り
は
大
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き
い
。
門
の
中
央
に
無
名

死

の
墓
が
あ
つ
て
香
華
が

え
な

い
、
そ
の
傍
に
は
千
八
百
七
十
年

九
月
四
日
こ
の
國
が
共
和
國
に
な

つ
た
日
と
、
千
九
百
十
八
年
十
一

月
十
一
日
世
界
大

の

つ
た
日

と
が
特
筆
大
書
し
て

念
さ
れ
て

ゐ
る
。

そ
の
次
に
降
り
た
の
は
ト
ロ
カ

デ
ロ
の
宮
殿
、
廻
廊
に
立
つ
と
エ

ツ
フ
エ
ル
塔
が
眼
の

に
見
へ

る
、
足
も
と
の
庭
の
芝
生
が
美
し

い
。
そ
の
劇
場
は
オ
ペ
ラ
な
ど
に

比
し
て
頗
る
汚
ら
し
い
が
、
こ
ゝ

で
は
藝

的
價
値
の
あ
る
作
品
が

屡
々
上
場
さ
れ
る
の
だ
さ
う
な
。

次
は
廢
兵
院
と
ナ
ポ
レ
オ
ン
の

墓
、
中
々
忙
し
い
。
廢
兵
院

アンヴアリド
と
い

つ
て
も
名
ば
か
り
で
事
實
廢
兵
を

收
容
し
て
ゐ
る
わ
け
で
は
な
い
、

廢
兵
は
多
く
看
守
な
ど
に

用
さ

れ
て
そ
れ
〴
〵
職
を
得
て
ゐ
る
さ

う
な
。
こ
の
名
ば
か
り
の
廢
兵
院

に
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
墓
が
あ
る
の
で

そ
れ
を
見
｜
｜
い
や
そ
れ
に
お
參

り
を
す
る
わ
け
だ
。
巴
里
に
來
て

か
ら
ヂ
ヤ
ン
・
ダ
ー
ク
と
ナ
ポ
レ

ヲ
ン
と
は
い
や
と
い
ふ
ほ
ど
聞
か

さ
れ
だ
が
、
大
奈ナポレオン
は
今
で
も
鹿

児
島
の
西

ど
ん
位
の
勢
力
は
た

し
か
に
も
つ
て
ゐ
る
ら
し
い
、
下

手
を
い
ふ
と
撲
り
飛
ば
さ
れ
る
か

も
知
れ
な
い
、
謹
ん
で
お
參
り
を

す
る
。
こ
の
墓
は
大
理
石
の
綺
麗

な
も
の
で
、
入
口
に
は
か
の
有
名

な
（
少
し
耳
障
り
か
も
知
れ
ぬ
が

事
實
だ
か
ら
致
し
方
が
な
い
）

奈ナポレオン
の

言
「
予
は
予
の
愛
す
る

人
々
の
間
に
セ
イ
ヌ
河

に
葬
ら

れ
ん
こ
と
を
欲
す
」
と
い
ふ
の
が

刻
ま
れ
て
ゐ
る
。
フ
ラ
ン
ス
語
も

か
う
書
い
て
あ
る
の
だ
と
わ
け
は

な
い
ん
だ
が
、
あ
の
鼻
聲
で
の
べ

つ
幕
な
し
に
ま﹅
く﹅
し﹅
立
て
ら
れ
る

と
叶
は
な
い
。
墓
の

の
室
に
は

各
國
の
分
捕
旗
な
ど
が
一
面
に
つ

る
し
て
あ
つ
た
。

こ
ん
な
こ
と
で
ま
づ
巴
里
は
一

と

り
見
物
を
了
へ
た
こ
と
に

し
、
午

は
ル
ー
ブ
ル
百
貨
店
の

堂
で
す
ま
せ
た
。
こ
ゝ
で
夕
方

ま
で
い
ろ
〳
〵
買
物
な
ど
を
し

た
。雨
が
降
つ
て
わ
び
し
い
日
だ
。

二
十
五
日
は
午

中
グ
ラ
ン
・

パ
レ
ー
に
行
つ
て
サ
ロ
ン
の
展
覧

會
を
見
た
。
未
來
派
だ
の
立
體
派

だ
の
變
手
古
な
畫
は
一
つ
も
な
い

の
で
安
心
し
た
。
昨
日
見
た
ル
ー

ブ
ル
の
そ
れ
に
は
も
と
よ
り
く
ら

ぶ
べ
く
も
な
い
が
概
し
て
う
ま
い

と
思
つ
た
。
見
き
れ
ぬ
ほ
ど
澤
山

あ
つ
た
が
、
ひ
る
に
な
つ
た
の
で

割
愛
し
て

つ
た
。

午
後
は
松
永
君
の
案
内
で
セ
イ

ヌ
河
を
下
る
。
巴
里
名
物
の
一
つ

と
な
つ
て
ゐ
る
河
縁
の
古
本
屋
の

な
ら
ん
で
ゐ
る
邊
り
か
ら
汽
船
に

乘
つ
て
サ
ン
ク
ル
ー
に
向
ふ
、
漸

く
町
を
は
な
れ
る
と
兩
岸
の
木
が

美
し
い
。「
ど
う
で
す
、
あ
の
マ
ロ

ニ
エ
が
き
れ
い
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。」と
松
永
君
が
し
き
り
に
賞
讃

を

る
。
段
々
聞
い
て
み
る
と
け

ふ
の

山
は
特
に
僕
へ
の
御
馳
走

な
さ
う
で
、
春
を
ひ
さ
ぐ
女
の
ば

つ
こ
す
る
こ
と
や
、
白
晝
往
來
で

怪
寫
眞
を
賣
つ
け
よ
う
と
す
る
男

の
ゐ
る
事
や
、
ヲ
テ
ル
の
ギ
ヤ
ル

ソ
ン
が
カ
ヴ
ア
レ
を
す
ゝ
め
る
こ

と
や
を
例
に

げ
て
僕
が
市
中
の

口
を
い
つ
た
の
に
對
し
、
郊
外

の
自
然
美
を
味
は
せ
よ
う
と
い
ふ

の
が
こ
の
行
の
目
的
だ
さ
う
な
。

さ
う
き
く
と
僕
も

つ
て
は
ゐ
ら

れ
な
く
な
つ
て
新
緑
の
濃
い
色
が

水
に
映
ず
る
趣
き
を
口
を
極
め
て

嘆
賞
し
た
。

サ
ン
ク
ル
ー
で
下
船
、
パ
ヴ
イ

ヨ
ン
・
ブ
ル
ー
で
少
憩
し
て
ア
イ

ス
ク
リ
ー
ム
を

む
と
、
日
本
人

と
見
て
、

が
日
本
の
子
守
唄

を
合
奏
し
て
く
れ
た
。
親
し
む
べ

く
愛
す
べ
き
國
民
な
る
か
な
、
郊

外
で
氣
に
入
つ
た
の
は
自
然
美
ば

か
り
で
は
な
か
つ
た
。

公
園
を
あ
る
く
と
樹
の
色
が
あ

く
ま
で
靑
い
、
サ
ロ
ン
で
見
た
風

景
畫
の
眞
に
迫
つ
て
ゐ
る
味
は
ひ

が
今
更
し
み
〴
〵
と
感
心
さ
せ
ら

れ
る
。
河
を
渡
つ
て
ブ
ー
ロ
ー
ニ

ユ
の
森
に
出
る
と
、
自
動
車
が
何

十
臺
、
ず
ら
り
と

の
一
方
に
な

ら
ん
で
、
涯
の
な
い
ほ
ど
ひ
ろ
い

森
も
人
で
一
杯
だ
、
考
へ
て
見
る

と
け
ふ
は
土

日
で
あ
つ
た
。
池

の
ほ
と
り
で
し
ば
ら
く
休
ん
で
自

動
車
で

つ
た
。
序
な
が
ら
パ

リ
ー
は
自
動
車
が
非
常
に
安
い
の

で
滞
在
中
は
無

に
乘
り
廻
し

た
、
五
十
錢
も
奮
發
す
る
と
隨
分

く
ま
で
ゆ
け
る
、
そ
れ
に
メ
ー

ト
ル
が
正
確
だ
か
ら

し
て
ボ﹅
ラ﹅

れ
る

な
心

は
な
い
。
ど
こ
で

乘
つ
て
も
ポ
ア
ソ
ニ
エ
ー
ル
・
ヲ

テ
ル
・
ヴ
イ
オ
レ
と
さ
へ
い
へ
ば

チ
ヤ
ン
と
宿
ま
で

れ
て
來
て
く

れ
る
、
頗
る
重
寶
だ
。
倫
敦
で
は

日
本
以
上
に
高
い
ら
し
い
か
ら
、

い
つ
も
バ
ス
と
チ
ユ
ー
ブ
ば
か
り

に
乘
つ
て
ゐ
る
。

け
ふ
は
大
野
さ
ん
た
ち
が
獨

へ
立
つ
。
神

以
來
、
凡
て
の
行

動
を
共
に
し
て
來
た
グ
ル
ー
プ
も

い
よ
〳
〵
こ
れ
で
解
散
す
る
こ
と

に
な
つ
た
。
金
子
さ
ん
は
巴
里
上

り
で
も
う
パ
ン
シ
オ
ン
に
入
つ
て

ゐ
る
、
大
野
さ
ん
夫
婦
と
川
本
さ

ん
と
は
ド
イ
ツ
へ
僕
は
英
國
へ
、

そ
れ
〴
〵
袂
を
分
つ
こ
と
に
な
つ

た
。
イ
タ
リ
ヤ
街
の
料
亭
で
夕

を
共
に
し
た
の
が
名

を
惜
し
む

心
も
ち
、
夜
三
人
を
ガ
ー
ル
・
ド
・

ノ
ー
ル
に
見

る
と
、「
か
ら
だ
を

大
切
に
し
て
ね
」
と
思
は
ず
女
々

し
い
口
調
に
な
る
、
そ
の
中
時
間

が
來
て
、
窓
で
握
手
を
す
る
間
も

そ
こ
〳
〵
に
、
汽
車
は
闇
の
中
へ

へ
て
了
つ
た
。

（
二
〇
）
英
國
へ

二
十
六
日
、
い
よ
〳
〵
英
国
へ

入
國
す
る
日
が
來
た
。

九
時
、

ヲ
テ
ル
・
ヴ
イ
オ
レ
か
ら
例
の
安

い
タ
キ
シ
に
乘
つ
て
ガ
ー
ル
・

ド
・
ノ
ー
ル
に
着
、
十
時
發
の
汽

車
で
カ
レ
ー
に
向
ふ
、
同
行
は
京

醫
大
の
宮
田
氏
、
長
崎
高
商
の

伊
東
君
も
室
は
ち
が
ふ
が
同
じ
汽

車
だ
。

伊
太
利
の
旅
か
ら

つ
た
と
い

ふ
倫
敦
の
銀
行
員
と
四
方
八
方
の

話
を
し
て
ゆ
く
。
英
國
人
は
恐
ろ

し
く
無
口
な
人
種
で
、
か
う
し
て

な
ら
ん
で
掛
け
て
ゐ
て
も
い
つ
ま

で
も
睨
み
つ
こ
を
し
て
ゐ
る
。
正

94 第４巻 第３号



式
に
紹
介
さ
れ
る
か
汽
車
が

線

す
る
か
で
な
い
限
り

し
て
口
を

開
か
な
い
、
と
何
か
の
本
で
見
た

こ
と
が
あ
る
が
、
そ
の
男
は
長
ら

く
大

に
參
加
し
て
ゐ
た
の
で
誰

で
も
コ
ム
レ
ツ
ド
扱
ひ
に
す
る
癖

が
つ
い
た
の
ら
し
い
。
僕
が
ナ
ポ

リ
で
一
杯
五
十
錢
の
コ
ー
ヒ
ー
を

ん
だ
話
を
し
て
ゐ
る
と
い
ま
ま

で
室
の
隅
で
む
つ
つ
り
と

り
か

へ
つ
て
ゐ
た
男
が
、
何
だ
か
話
が

面
白
さ
う
だ
か
ら
仲
間
に
い
れ
て

く
れ
と
い
つ
て
僕
た
ち
の
漫
談
に

加
は
つ
た
。人
が
だ
ま
さ
れ
た
話
、

人
が
ひ
ど
い
目
に
あ
つ
た
話
ほ
ど

面
白
い
も
の
は
な
い
。
こ
の
男
も

英
人
だ
が
ナ
ポ
リ
に
十
年
も
ゐ
て

を
や
つ
て
ゐ
る
と
か
、
こ
の

男
に
聞
い
た
ら
ナ
ポ
リ
で
コ
ー

ヒ
ー
一
杯
の
値
段
は
二
十
五
サ
ン

チ
ー
ム
、
大
凡
わ
が
二
錢
位
の
よ

し
、
僕
た
ち
は
二
十
五
倍
拂
は
さ

れ
た
勘
定
で
成
程
一
寸
面
白
い
、

氣
の

だ
と
い
つ
て
こ
の
男
が
僕

に
た
ば
こ
を
す
ゝ
め
て
く
れ
た
。

こ
ん
な
話
を
し
て
ゐ
て

中
の
景

色
は
大
方
見
ず
に
了
つ
た
、
一
時

カ
レ
ー
着
、

關
で
ペ
ラ
〳
〵

と
拂
語
の
質
問
を
う
け
た
が
大
て

い
「
ノ
ン
、
ム
シ
ユ
」
で

じ
て

了
つ
た
。
但
し
一
つ
だ
け
ど
う
し

て
も
「
ノ
ン
、
ム
シ
ユ
」
で
は
い

け
な
い
奴
が
あ
つ
た
の
で
、
よ
く

き
い
て
見
る
と
い
く
ら
金
を
も
つ

て
ゐ
る
か
と
い
ふ
質
問
で
あ
つ

た
。
失
禮
な
こ
と
を
き
く
奴
だ
、

僕
の
懐
中
淋
し
い
の
を
知
つ
て
人

で
耻
を
か
ゝ
せ
る
の
か
知
ら
、

と
思
つ
た
が
、
な
い
も
の
は
な
い

の
で
仕
方
が
な
い
か
ら
正
直
に
い

ふ
と
「
よ
ろ
し
い
」
と

し
て
く

れ
た
。
あ
と
で
聞
い
た
ら
こ
れ
は

フ
ラ
ン
の
相
場
が
安
定
せ
ぬ
の
で

見

買
を
す
る
も
の
が
あ
る
か
ら

そ
れ
を
監
督
す
る
の
だ
と
の
こ

と
、
そ
れ
な
ら
分
つ
て
ゐ
る
。

二
時
出
帆
、
船
の

堂
で
サ
ン

ド
ウ
イ
ツ
チ
を
た
べ
る
。
例
の
銀

行
員
が
來
て
日
本
の
こ
と
を
い
ろ

〳
〵
と
き
く
。
話
し
て
ゐ
る
中
に

甲
板
が

々
し
く
な
つ
て
來
た
の

で
出
て
み
る
と
、

つ
た

な
白

い
崖
が
向
か
ふ
に
見
へ
て
ゐ
る
、

ア
ル
ビ
オ
ン
で
あ
る
。
け
ふ
は
船

は
あ
ま
り
ゆ
れ
な
か
つ
た
が

い

の
に
は
驚
い
た
、
外
套
を
着
て
ふ

る
へ
て
ゐ
た
。

三
時
ド
ー
ヴ
ア
に
着
く
。
英
國

人
は
さ
つ
さ
と

り
ぬ
け
て
行
く

が
、
わ
れ
〳
〵
エ
ト
ラ
ン
ゼ
は
あ

と
に

さ
れ
て
、
旅

や
ら
手
荷

物
や
ら
の
手
嚴
し
い

査
を
う
け

る
。
こ
ゝ
は
大
英
國
の
表
玄
關
と

あ
つ
て
い
は
ば
箱
根
の
關

で
あ

る
、
ニ
ウ
ヘ
イ
ヴ
ン
な
ん
か
は
こ

ん
な
で
な
い
か
も
知
れ
な
い
。

お
役
人
の

に
呼
び
出
さ
れ
て

口
頭
試
問
を
う
け
る
。

「
英
語
を
話
す
か
。」

「
話
す
。」

「
英
國
で
何
を
す
る
か
。」

「
勉

す
る
。」

「
何
を
勉

す
る
。」

「
英
語
と
英

學
。」

「
英
國
に
ど
の
位
滞
在
す
る
つ

も
り
か
。」

さ
あ
お
出
な
す
つ
た
、
こ
ゝ
で
六

ケ
月
以
上
ゐ
る
と
い
へ
ば
醫

の

と
こ
ろ
へ
や
ら
れ
て
、
ど
う
か
す

る
と
裸
に
さ
れ
て
、

絡
列
車
に

乘
り

れ
る

に
出
來
て
ゐ
る
の

だ
、
そ
の
手
は
く
は
な
い
。

「
そ
れ
は
分
ら
な
い
、
若
し
英

國
が
氣
に
入
れ
ば
長
く
ゐ
る
、
氣

に
入
ら
な
け
れ
ば
大
陸
へ
行
く
、

イ
ツ
ト
・
オ
ー
ル
・
デ
ペ
ン
ヅ
。」

そ
れ
見
ろ
、
困
つ
た
ら
う

何

か
同
僚
と
ひ
そ
〳
〵
話
を
し
て
ゐ

た
が
、
結
局
紙
片
に
「
サ
ム
・
マ

ン
ス
ス
」
と
書
い
て

し
て
く
れ

た
、
こ
れ
で
第
一
の
關

は
無
事

。
次
ぎ
は

關
の
役
人
の

へ
立

つ
。
課

品
の
名

を
一
々
向
ふ

で
い
ふ
、
そ
れ
に
對
し
て
あ
る
と

か
な
い
と
か
答
へ
る
。
か
う
い
は

せ
て
置
い
て
か
ら
カ
バ
ン
を
あ
け

さ
せ
る
の
だ
か
ら
た﹅
ち﹅
が

い
。

カ
レ
ー
で
の

に
ち
や
ら
ん
ぽ
ら

ん
の
こ
ん
に
や
く
問
答
を
し
て
ゐ

た
ら
ど
ん
な
目
に
會
ふ
か
知
れ
な

い
。
ま
づ
は
正
直
に
い
つ
て
置
い

た
か
ら
無
事
に
パ
ス
し
た
。

と
こ
ろ
が
同
行
の
宮
田
氏
が
ど

う
し
て
も
や
つ
て
こ
な
い
の
で
困

つ
て
し
ま
つ
た
、
三
時

に
汽
車

が
出
る
の
に
二
十
五
分
に
な
つ
て

も
ま
だ
こ
な
い
、
あ
と
で
き
い
た

ら
醫

の
と
こ
ろ
へ
や
ら
れ
て
ゐ

た
さ
う
だ
が
、
待
つ
て
ゐ
る
僕
も

氣
が
氣
で
な
い
。
三
十
分
に
な
つ

て
や
つ
と
や
つ
て
來
る
と
、

關

の
役
人
が
悠
々
と

の
手
つ
ゞ
き

を
繰

す
。「

い
で
く
れ
ぬ
か
。」

と
い
へ
ば
「
プ
レ
ン
テ
イ
・
オ
ヴ
・

タ
イ
ム
、
汽
車
は
い
く
ら
で
も
あ

る

」
ぜ﹅
う﹅
談
ぢ
や
な
い
、
ヴ
イ

ク
ト
ー
リ
ア
に
待
つ
て
ゐ
る
人
が

ゐ
る
の
だ
、
こ
れ
に

れ
ち
や
甚

だ
困
る

カ
バ
ン
の
底
か
ら
引
つ
く
り

さ
れ
た
奴
を
む
や
み
に
つ
め
こ
ん

で
、
プ
ラ
ツ
ト
フ
オ
ー
ム
を
駈

足

で
も
汽
車
が
氣
を
利
か
し
て

四
五
分
出
發
を

ら
せ
て
く
れ
た

か
ら
や
つ
と
間
に
合
つ
た
、
や
れ

〳
〵
、
同
じ
コ
ム
パ
ー
ト
メ
ン
ト

に
ド
イ
ツ
語
と
フ
ラ
ン
ス
語
と
の

外
、
英
語
は
一
語
も
知
ら
ぬ
オ
ー

ス
ト
リ
ー
の
夫

が
ゐ
て
、
伊
東

君
と
ふ
た
り
こ
の
お
相
手
に
は
も

て
あ
ま
し
た
。
こ
ち
ら
も
こ
ん
な

仕
末
で
初
め
て
ゆ
く
倫
敦
の
こ
と

を
い
ろ
〳
〵
と

ね
る
。
知
つ
て

ゐ
て
も
ド
イ
ツ
語
と
フ
ラ
ン
ス
語

と
を
チ
ヤ
ン
ポ
ン
に
使
ひ
わ
け
て

事
を
す
る
の
は
甚
だ
苦
し
い
、

し
ま
ひ
に
は
い
ゝ
加
減
に
あ
し
ら

つ
て
、
二
人
で
お
茶
を
と
り
よ
せ

て

ん
だ
、

い
心
も
ち
で
は
な

い
。汽

車
は
ケ
ン
ト
の
野
を
走
る
。

牧
場
が
靑
々
と

つ
て
羊
の
群
が

餌
を
あ
さ
つ
て
ゐ
る
、
山
の
や
う

な
も
の
は
ち
つ
と
も
見
へ
な
い
、

と
こ
ろ
〴
〵
に
ホ
ツ
プ
が
植
え
て

あ
る
。
地
圖
で
見
る
と
小
ぽ
け
な

島
國
だ
が
、
旅
行
を
し
て
み
る
と

大
陸
を
ゆ
く

な
感
が
あ
る
、
と

誰
や
ら
が
い
つ
た
言
葉
が
成
程
と

う
な
づ
か
れ
る
。
こ
ん
な
廣
い
野

原
を
た
が
や
し
も
せ
な
い
で

ば

せ
て
置
く
國
は
羨
ま
し
い
、
山
の

て
つ
ぺ
ん
ま
で
畑
に
し
て
ま
だ

ふ
に
困
つ
て
ゐ
る
日
本
は
可
哀
想
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だ
。伊

東
君
と
ふ
た
り
で
し
き
り
に

中

る
筈
の
キ
ヤ
ン
タ
ベ
リ
ー

の
話
を
し
て
ゐ
る
と
、
汽
車
は
漸

く
野
を
は
な
れ
て
町
に
入
つ
た
。

「
大
ぶ
ん
大
き
な

會
ら
し
い

ね
、
ど
こ
だ
ら
う
。」と
話
し
て
ゐ

る
と
大
き
い
の
も

理
、
も
う
ロ

ン
ド
ン
に
き
て
ゐ
る
の
だ
。
笑
つ

ち
や
い
け
な
い
、
日
本
で
、
特

で
も
一
時
間
三
十
哩
し
か
走
ら
ぬ

汽
車
に
乘
り
つ
け
て
ゐ
る
と
、
五

十
哩
以
上
の

力
を
出
す
汽
車
で

は
一
寸
見
當
が
狂
ふ
の
だ
。

ま
さ
し
く
倫
敦
に
相

な
い
、

そ
の
う
ち
汽
車
が
と
ま
る
と
こ
れ

は

に
き
く
ヴ
イ
ク
ト
ー
リ
ア
・

ス
テ
ー
シ
ヨ
ン
、
窓
の
外
を
見
る

と
大
阪
外
語
の
小
西
が

へ
に
來

て
ゐ
る
。
こ
ん
な
と
こ
ろ
で
帽
子

を
ぬ
い
で
ペ
コ
〳
〵
し
た
ら
人
が

笑
ふ
だ
ら
う
、

に
從
つ
て
握
手

を
す
る
。
だ
が
言
葉
だ
け
は
日
本

語
で
「
お
い
、
ど
う
だ
？
」

國
を
出
て
か
ら
四
十
五
日
目
に

無
事
目
的
地
に
着
き
ま
し
た
。「
英

國
ま
で
」
の
稿
は
こ
れ
で

り
ま

す
。
隨
分
下
ら
な
い
こ
と
を
長
々

と
書
き
ま
し
た
が
、
元
來
こ
の
旅

行
そ
の
も
の
が
下
ら
な
い
長
つ
た

ら
し
い
も
の
な
ん
で
す
か
ら
止
む

を
得
ま
せ
ん
。
少
し
落
ち
着
い
た

ら
筆
硯
を
新
に
し
て
も
う
少
し
氣

の
利
い
た
英
京
雑

を
書
く
こ
と

に
し
ま
せ
う
。

（

り
）

（
原
文
を
転
載
す
る
に
当
た
り
、

句
読
点
を
若
干
追
加
し
た
。ま
た
、

ル
ビ
は
最
小
限
に
留
め
た
。）
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